
提 供 日 2026/01/20

タイトル 令和７年度県西部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　霧生尚央

TEL 054-221-3146

令和７年度県西部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制・通信制の課程で学ぶ者同士が交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、学習意欲
の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
令和８年１月23日（金）　午後４時30分から８時まで

２　会　場
 浜松市浜北文化センター（浜松市浜名区貴布祢291-１）　

 ３　展示部門　午後４時30分から８時まで（大ホール・ホワイエ）
学　校　名 作　品　内　容
新居高校 書道、被服手芸

磐田南高校 美術、被服手芸、ポスター
浜松大平台高校 美術、被服手芸、工芸、写真

浜松北高校 美術、書道、工芸、写真
浜松工業高校 美術、被服手芸、研究その他、ポスター

浜名高校 美術、被服手芸、工芸、ポスター
鹿島学園高校 写真

４　ステージ部門　午後５時30分から８時まで（大ホール）
(1) 開会式　　　　　

　　　 　 合同文化祭事務局校校長挨拶
  　　 県立浜名高等学校  校長  山崎　裕子　　

(2) 表彰式
　　ポスター部門　最優秀賞表彰　　

(3) 生徒発表　
順　番 学　校　名 発表者・グループ名 発　表　内　容

１ 磐田南高校 　　　１年　杉江さん 生活体験発表
２ 磐田南高校 　　　３年　鈴木さん 生活体験発表
３ 新居高校 　　　１年　福澤さん 英語スピーチ
４ 浜松工業高校 31HR課研究 研究発表
５ 浜松工業高校 41HR課研究 研究発表
６ 新居高校 １年生 合唱
７ 浜名高校 １年生 合唱

休　  憩
８ 浜松大平台高校 権田さん ピアノ
９ 磐田南高校 SOUTH　ANGELS トリオカバー
10 浜松北高校 STM デュオカバー
11 浜名高校 HMANANIAN　REVELS ダンス
12 浜松北高校 北定１年生 ダンス
13 磐田南高校 ETERNAL　FLAME バンド

(4) 閉会式

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2026/01/20

タイトル 令和７年度県中部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　霧生尚央

TEL 054-221-3146

令和７年度県中部高等学校定時制生徒合同文化祭

兼県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制・通信制の課程で学ぶ者同士が交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、学習意欲
の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
令和８年１月28日（水）　午後１時から７時40分まで

２　会　場
 グランシップ（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）　

３　展示部門　午後１時から７時30分まで（最終入場は７時15分まで）
 　場所：展示ギャラリー１

学　校　名 作　品　内　容
清水東高校 美術作品、家庭科作品、部活動、総合探究作品
静岡高校 家庭科作品、美術作品、総合的な探究の時間制作物

科学技術高校
美術作品、被服、工業実習作品、課題研究作品、モザイク壁画、
写真、PRポスター

藤枝東高校 家庭科作品、美術作品
島田商業高校 紙細工、詩画、書初め、DNAモデル

榛原高校
扇子、流木デッサン、絵画共同作品、書道作品、書道共同作品、
アクリルコースター

静岡中央高校（定） 絵画、彫刻、工芸、書道作品、共同制作キルト、ミニポーチ、エプ
ロン

静岡中央高校（通） 美術作品、書道作品
ふじのくに国際高校 ポスター、美術作品

４　ステージ部門　午後６時から７時40分まで　場所：中ホール「大地」
　　司会　科学技術高校生徒

(1) 開会式
実行委員長あいさつ  藤枝東高校　　校　　　　 長　森谷　幹子
開会宣言　　　　　　　 科学技術高校  生徒会会長　矢口さん

　　　表彰式
(2) ステージ発表　

順番 学　校　名 発表者・グループ名 発　表　内　容

１ 島田商業高校 ４年　坂口さん
生徒生活体験発表
題名「チャレンジ」

２ 清水東高校 RARA 歌唱
３ 静岡中央高校(定) Kingyo Gnu バンド演奏
４ 静岡中央高校(定) 夜行ノイズ バンド演奏
５ 静岡中央高校(定) ジャズバンド バンド演奏

休　憩

６ 榛原高校 榛原高校音楽隊 ウクレレ演奏
トーンチャイム演奏

７ ふじのくに国際高校 亞吼 バンド演奏
８ 静岡高校 Bag Closure バンド演奏
９ 科学技術高校 Officialおれんや バンド演奏

 (3) 閉会式
　　  事務局校校長講評　科学技術高校　校　　　　 長　大澤　貢
　　　閉会宣言　　　　　　  科学技術高校　生徒会会長　矢口さん

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2026/01/20

タイトル 令和７年度県東部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　霧生尚央

TEL 054-221-3146

令和７年度県東部高等学校定時制生徒合同文化祭

兼県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、学習意欲
の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
　　令和８年１月24日（土）　午前11時から午後３時30分まで

２　会　場
　　アクシスかつらぎ（伊豆の国市古奈255）　

３　展示部門
　　午前11時から午後３時まで（最終受付14時30分）　場所：多目的ホール

学　校　名 作　品　内　容

下田高校
工芸教室作品（光る泥団子、オリジナル大漁旗）、書道作品、部活動作品
（美術班）

伊豆伊東高
校

授業作品（美術、家庭科）、美術部作品・生徒会作品

三島長陵高
校

授業作品（美術、書道、家庭科）

小山高校 授業作品（美術、書道、家庭科）、折り紙アート
沼津工業高

校
授業作品（工業の実習・課題研究、美術）、有志作品

富士高校 授業作品（美術、書道）、学校紹介、個人作品（写真など）
富士宮東高

校
授業作品（美術、書道、家庭科、総合探求）、部活動作品

その他 メッセージキルト（頑張ろう能登）

４　ステージ部門
　午後1時から３時30分まで　場所：大ホール
(1) 開会式

開式の言葉　　富士高等学校　　和田さん
実行委員長挨拶　　小山高等学校長　櫻井　教文

 　(2) 静岡県東部高等学校定時制生徒生活体験発表大会　最優秀賞　発表

 　(3) ステージ発表　
順 
番 学 校 名 グ ル ー プ 名 発 表 内 容

１ 伊豆伊東高校 伊豆伊東高校バンド部
@GAKUDEEZ バンド演奏

２ 富士高校 クリスＰベーコン 弾き語り
３ 沼津工業高校 沼工ダンスプロジェクト ダンス
４ 　　　　　　　　　学校紹介１（下田・伊豆伊東・三島長陵・小山）

休　憩
５ 　　　　　　　　　学校紹介２（沼津工業・富士・富士宮東）
６ 沼津工業高校 沼津工業コサックダンス ダンス
７ 三島長陵高校 吹奏楽部 演奏
８ 三島長陵高校 合唱部 合唱

(4) 閉会式
　　　講　　　　評　富士高等学校長　草谷　篤 
　　　閉式の言葉　富士高等学校　　長谷川さん 

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2026/01/20

タイトル まちをつくり守る【地域のヒーロー】動画を公開

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3681

まちをつくり守る【地域のヒーロー】の動画を公開

１　概要
　私たちが毎日走っている道路や橋、すぐ近くの河川や港。
　普段生活しているこのまちのインフラをつくり、守る【地域のヒーロー】に着目した動画を作りました。
　ヒーローの仕事の様子やアツい想いを定期的にお届けしていきます！

２　目的
　人口減少・少子高齢化等に伴う建設産業の担い手不足により、社会インフラの機能が維持・向上できなくなれば、社会経済活動
に大きな影響が発生します。
　社会インフラを整備する現場従事者の姿・声を伝えることで、建設産業への興味・関心を促すことを目的としています。また、
現場従事者のやりがいや意欲向上にも繋げます。

３　動画の公開

公開日 毎月20日

公開URL

　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1047513/1079163/index.html 

今回の動
画

・今回の現場は富士山静岡空港

・飛行機が安全に離着陸できるよう、滑走路の安全地帯を広げる工事

・現場監督本人に聞く、仕事を目指したきっかけ/建設産業の未来への想い

その他

静岡県交通基盤部SNSでも動画を公開

▶Ｘ（https://x.com/doboku_shizuoka） 

▶Instagram（https://www.instagram.com/shizuokaken_doboku/） 

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1047513/1079163/index.html
https://x.com/doboku_shizuoka
https://www.instagram.com/shizuokaken_doboku/


提 供 日 2026/01/20

タイトル 「頂」認定『福が、きた』使用！エスエスケイ
フーズがプレミアムマヨネーズ新発売

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

「頂」認定『福が、きた』使用！
エスエスケイフーズがプレミアムマヨネーズ新発売

（要　旨）
・県は、「頂（しずおか食セクション）」を活用した県産品のブランド力向上に取り組んでいます。
・このたび、エスエスケイフーズ株式会社が「頂」認定品である「福が、きた」を使用したマヨネーズを発売します。
・発売に際し、県庁東館２階「しずおか情報ステージ」にて、新商品発表会を開催します。

（発売される商品の概要）
区　分 内　容

販売者 エスエスケイフーズ株式会社（本社：静岡市葵区）
商品名 ＳＳＫ 富士山麓放し飼いたまごのマヨネーズ

商品の特徴 富士山麓の恵まれた環境で過ごす鶏が産んだたまごのコクとうまみ
を活かしたマヨネーズ

使用する
「頂」認定品

「福が、きた」

販売開始日 令和８年２月17日（火）
販売場所 静岡県、首都圏などの一部店舗でのお取り扱い
内容量・価格 【内容量】200g、【参考小売価格（税抜）】570円

（取材対応）
区　分 内　容

日程 令和８年２月10日（火）午前10時～午前11時
場所 静岡県庁東館２階「しずおか情報ステージ」　（静岡市葵区追手町９－６）

問い合わせ先 エスエスケイフーズ株式会社　マーケティング部
電話：054-221-9357、担当：澤端、安達

※「頂（しずおか食セレクション）」とは
　全国や海外に誇りうる価値や特長を備えた静岡県産農林水産物を、県が独自の基準により「頂（いただき）」として認定してい
ます。



提 供 日 2026/01/20

タイトル 【取材依頼】令和７年度　第３回ＩＣＯＩフォー
ラムを開催します！！～『温泉×ウェルネスツー
リズム』異業種が織りなす次世代ビジネス創出～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

【取材依頼】令和７年度 第３回ＩＣＯＩフォーラムを開催します！！
～『温泉×ウェルネスツーリズム』異業種が織りなす次世代ビジネス創出～

１　要旨
　県では、伊豆地域の温泉を活用し、食や運動等を組み合わせた新たな産業を生み出す伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロ
ジェクト（通称：ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組んでいます。
　当プロジェクトのフォーラム会員向けに異業種との交流・マッチング等を目的とし、温泉などに関する最新情報やマッチング機
会の提供を行う場として「ＩＣＯＩフォーラム」を開催しております。
　今回は、『温泉×ウェルネスツーリズム』をテーマに、ウェルネス分野の第一線でご活躍されている江渕敦氏（一般社団法人
Jウェルネス振興会代表理事）による基調講演をはじめ、革新的なサービスを展開する５社の事業者によるピッチ、そして参加者
間の交流会を予定しております。（定員：50名）
　取材を希望される場合は、２月６日（金）17時00分までに以下問い合わせ先まで御連絡をお願いいたします。

２　開催概要
　１）日　時　令和８年２月９日（月）14時00分～16時30分
　２）場　所　起雲閣　ギャラリー（静岡県熱海市昭和町4-2）

３　プログラム
　１）主催者挨拶（静岡県）
　２）基調講演
　　演　題：「健康×観光×地域のウェルネス資源」
　　講　師：一般社団法人Ｊウェルネス振興会代表理事 江渕 敦 氏
　３）参加者ピッチ（５社予定）
　　➀（株）ツカリマクリ：温泉を家庭や施設で再現可能な濃縮技術
　　➁（株）Plaru：旅行プランAI作成アプリサービス
　　➂（株）hone：平日の宿泊需要を掘り起す「ソロトリ×福利厚生」
　　➃(一社)伊豆長岡温泉エリアマネジメント:
　　　伊豆半島における地域文化に根差した温泉と健康食等に運動を組み合わせた
　　　ウェルネスツーリズムプランの造成
　　➄ゆうだい温泉：
　　　温泉等を活用したアスリートのコンディショニング・サポートに資する取組
　４）交流会
　　名刺交換・参加事業者紹介　等

　※開催案内は容量が大きいため、以下のＨＰのリンクを御確認ください。
　　https://icoi.pref.shizuoka.jp/post-996/　　

４　問い合わせ先
　　経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
　　電話：054－221－2985

https://icoi.pref.shizuoka.jp/post-996/


提 供 日 2026/01/20

タイトル ２年連続全国１位評価の「ふじのくに先端医療総
合特区」の区域拡大を国に申請します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第１班

TEL 054-221-2985

国の総合特区ライフ・イノベーション分野で２年連続全国１位の評価を受けている「ふじのくに先端医療総合特区」（静岡・山梨
両県の一部が区域）について、

区域を拡大して、さらなる医療機器開発・製造に取り組みます！

　医療健康産業政策において連携する静岡県と山梨県が共同で国より認定を受けている「ふじのくに先端医療総合特区」につい
て、区域拡大を国に申請します。
　本特区は現在、静岡県東部12市町及び山梨県７市町を区域としていますが、医療機器関連企業が立地する山梨県８市町村を区域
に追加し、さらなる医療機器開発・製造に取り組んでいきます。
　特区制度を活用しながら、静岡県東部から山梨県につながる地域において、両県の連携を一層強化し、産業クラスターのさらな
る拡大・発展及び他特区の先導役を目指します。

１　「ふじのくに先端医療総合特区」概要【現計画：令和３年度～７年度】
　(1)経緯　　
　　平成23年指定、平成28年度及び令和３年度計画変更
　(2)区域
    静岡県東部12市町（沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、
　　　 　 　　　　　　伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町、小山町）
　　及び山梨県７市町（甲府市、富士吉田市、大月市、南アルプス市、中央市、
　　　　  　　　 　　昭和町、富士河口湖町）

　(3)目標　　　
　　・革新的ながん診断装置・診断薬の研究開発の拠点化を進めることにより、
　　　がん医療を飛躍的に発展させる
　　・医療機器や部品・部材を供給する地域企業による産業クラスターの形成
　　　により、地域企業の活性化と雇用創出

２　新計画の申請【計画期間：令和８年度～12年度】
　(1)区域　
　　静岡県東部12市町（変更なし）
　　及び 山梨県15 市町 村（ 都留市 、 韮崎市 、 北杜市 、 甲斐市 、 笛吹市 、 上野原市 、
　　　 　　　　　　　 西桂町 、 鳴沢村 を 追加）
　(2)目標　
　　変更なし（一部評価指標の数値目標を上方修正、一部評価指標の変更）
　　

３　これまでの経緯及び今後の予定
　　令和元年12月17日　山梨県と医療健康産業政策に関する連携協定を締結
　　令和３年３月26日　内閣府から指定区域拡大及び新計画の認定
　　　　　　　　　　　（静岡県東部12市町に山梨県７市町を追加）
　　令和８年１月19日　産学官金で構成される地域協議会を開催
　　 令和 ８ 年 １ 月20 日　 内閣府 に 指定区域拡大及 び 新計画認定 の 申請
　　　　　　　　　　　 （ 山梨県 ８ 市町村 を 追加 ）
　　令和８年３月以降　新計画の認定（予定）



発 表 日 2026/01/20

タイトル ＡＮＡ静岡路線運休についての知事コメント

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 西垣、高橋

TEL 054-221-3166

ＡＮＡは2026年度グループ航空輸送事業計画の中で、10月1日から、静岡路線を運休することを公表しました。
これに関する知事コメントは以下のとおりです。



【知事コメント】

ＡＮＡ静岡路線については、開港から約17年間、利用促進に取り組んだ結果、北海道からのゴルフ客や沖縄への修学旅行など、非
常に多くの方に御利用いただいております。

今年度に入ってからも、単月の過去最高利用者数を記録するなど好調であり、富士山静岡空港の航空ネットワークにおいて、たい
へん重要な位置を占めております。

しかしながら、昨今、全国的に、国内航空を取り巻く環境は大きく変動しており、物価高や円安による費用の増大、高単価なビジ
ネス旅客の減少などを背景に、構造的に利益確保が困難な状況であると認識しております。

こうした中、他の地方空港と北海道や沖縄を結ぶ路線においては、既に、昨年末以降、縮小している路線もあり、全国的に、たい
へん厳しい状況にあると伺っております。

今回のＡＮＡの判断は、こうした経営上の理由とのことではありますが、静岡路線が運休となったことは、極めて残念でありま
す。



提 供 日 2026/01/20

タイトル ベトジェットエアによる静岡－ハノイ線の新規就
航

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 空港振興課　西垣、髙橋

TEL 054-221-3166

１　要旨
 ベトジェットエアは 、 令和 ８ 年 ４ 月28 日 （ 火 ） から 、 静岡 － ベトナム・ハノイ 線 の 新規就航 を 決定した。

　　　 ハノイ 線 は 、 富士山静岡空港 の 開港以来 、 静岡 とベトナムを 結 ぶ 定期便 として 初 めての 運航となるとともに、 静岡 と 東南 アジアを 結 ぶ 初
 めての 定期便となる。

２　静岡－ハノイ線の概要
(1) 運航開始：令和８年４月28日（火）
(2) 運航頻度：３往復/週（火・木・日）
(3) 運航スケジュール：

運航曜日 ハノイ発 静岡着 静岡発 ハノイ着

火・木・日 2:40 9:30 10:30 14:00

                                                        全て現地時間(日本とベトナムの時差:－２時間)
(4) 使用機材（予定）：A321neo、A320

　　　（参考）ベトジェットエア概要
区分 内容

社名 ベトジェットエア

拠点空港
ノイバイ国際空港（ハノイ）

タンソンニャット国際空港（ホーチミン）

ハノイ 成田、関西、中部、福岡、広島日本

路線 ホーチミン成田、羽田、関西、中部、福岡
  



提 供 日 2026/01/20

タイトル 静岡県ゆかりの東京2025デフリンピックメダリス
ト等に対し知事特別表彰授与

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

第25回夏季デフリンピック競技大会 東京2025に出場した本県ゆかりの選手のうち、銀メダリスト、銅メダリスト及び入賞者に知事特別表彰を
授与する。

１　授与式

（１）日　時　令和８年１月27日（火）10:30～11:00

（２）会　場　県庁本館４階特別会議室

（３）次　第　ア 開　式

　　　　　　　イ 受賞者紹介

　　　　　　　ウ 知事特別表彰の授与及び記念品の贈呈

　　　　　　　エ 知事祝辞

　　　　　　　オ 受賞者代表謝辞

　　　　　　　カ 閉　式

　　　　　　　キ 記念写真撮影

２　対象者・出席予定者

氏名 競　技 種別・種目 結果 授与式 本県との関係

阿部　菜摘 サッカー 女子 銀 出席 デリッツィア磐田
所属(磐田市)

酒井　藍莉 サッカー 女子 銀 出席 静岡市出身

髙橋　遥佳 サッカー 女子 銀 出席 浜松市在住

男子団体戦 銅
佐藤　正樹 柔道

男子-66kg級 ５位
出席 静岡市在住

村岡　翼輝 水泳 男子4×100m
メドレーリレー

銅 出席 清水町在住

女子個人 ７位
辻　結名 ゴルフ

男女混合チーム ８位

代理出席
(袖山哲朗) 三島市在住

安本　真紀子 陸上 女子10000m ８位 出席 静岡市在住



提 供 日 2026/01/20

タイトル 令和７年度第３回環境審議会を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

　　　　　　　　令和７年度第３回静岡県環境審議会を開催します

令和７年度第３回静岡県環境審議会を開催し、「太田川圏域流域水循環計画の策定」の審議、「第４次静岡県環境基本計画の改定」及び
「第５次静岡県循環型社会形成計画の策定」の諮問等を行います。

１　日　時　　令和８年１月26日（月）13時30分から15時30分まで

２　会　場　　県庁本館４階特別会議室（委員の一部はオンラインでの出席）

３　出席者　　　
　(1) 県環境審議会委員 18名（予定）
　(2) 県　くらし・環境部長ほか

４　議　題
　(1)審議事項
　　・太田川圏域流域水循環計画の策定

(2)諮問事項
　　・第４次静岡県環境基本計画の改定
　　・第５次静岡県循環型社会形成計画の策定

(3)報告事項
　　・企画部会審議結果
　　・温泉部会審議結果

５　傍聴について
　　傍聴を希望される方は、当日の13時15分から13時30分までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先
　　０５４－２２１－３５９７（くらし・環境部環境局環境政策課 企画班）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2026/01/20

タイトル ＜訂正＞環境配慮に優れた建築物を表彰します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築指導班

TEL 054-221-3075

下記赤字箇所を訂正しました。（1月21日（水）14時）

環境配慮に優れた建築物を表彰します！

本県では、省エネルギーや室内環境などの環境配慮措置が特に優れていると認められる

建築物の建築主及び設計者に対し、「くらし・環境部環境配慮建築物表彰」(部長表彰)を

実施しています。

　このたび、令和７年度の受賞者を決定したので、表彰します。

１　表彰式

（１）日時　令和８年１月27日（火）午後１時15分～１時45分

（２）場所　静岡県庁東館２階　しずおか情報ステージ

２　受賞者

（１）環境配慮建築物優秀賞

建築主
建築物名称

設計者

スター精密株式会社スター精密株式会社　菊川南工場
（菊川市） 木内建設株式会社一級建築士事務所

写真

                 

環境配慮
概要

高い外皮性能を確保した上で、高効率機器の採用並びに太陽光発電、クール
ヒートチューブ及びグラデーションブラインド等による自然エネルギーを積極的
に採用し、快適な作業環境を確保しつつ、ＺＥＢを実現した建築物である。
また、内装材に静岡県産材を活用し木材利用を通じてカーボンニュートラルへ
の配慮を行っているほか、建築基準法の耐震基準の25%上回る耐震性を確保し
た設計としている。

（２）環境配慮建築物ふじのくに賞

建築主
建築物名称

設計者

株式会社　BANDAI SPIRITS　BANDAI HOBBY CENTER PLAMO 
DESIGN INDUSTRIAL INSTITUTE

（静岡市） 大成建設株式会社中部支店一級建築士事務所

写真

                      



環境配慮
概要

設備システムの効率化において高い水準を確保し、建物全体のエネルギー消
費量の目標値を設定することによって適正に管理できる体制を整えた。
また、敷地内を積極的に緑化するとともに、建物の形状や駐車場、出入口の位
置などを工夫することで周辺への影響を減らし、周囲と調和した設計としている。

＜問合せ先＞
静岡県くらし・環境部建築住宅局建築安全推進課建築指導班
電話番号　054-221-3075

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2026/01/20

タイトル ＜会場変更＞【当日取材希望】
～静岡県と駿遠三菱自動車販売株式会社との災害
応急対策協定締結式を開催します！～

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 政策班

TEL 054-221-3596

【当日取材希望】
～静岡県と駿遠三菱自動車販売株式会社との災害応急対策協定締結式を開催します！～

※実施場所が変更になりました。（1月20日（火）14時）

　駿遠三菱自動車販売株式会社と、車両帰宅等支援ステーションを設置することを目的とした災害応急対策協定を締結します。
　なお、本協定の締結に当たり、静岡県と包括連携協定を締結している三井住友海上火災保険株式会社様に多大な御協力をいただ
きました。
　

１　協定締結式
(1)　日　時：令和８年１月21日（水）午前11時から11時30分
(2)　場　所： 静岡県庁別館 ５ 階危機管理 センター （ 東 ）
　　　　　　 静岡県庁東館２階しずおか情報ステージ
(3)　出席者：静岡県危機管理部長　齋藤 耕司
　　　　　　 駿遠三菱自動車販売株式会社　代表取締役社長 大畑　勝慶
　　　　　　 三井住友海上火災保険株式会社静岡支店　支店長　牛島 大介(立会）
(4)　内　容：協定書の手交、写真撮影ほか

２　協定の主な内容

区　分 詳　細

名　称 災害時に車両で帰宅等する者の支援に関する協定

目　的
車両帰宅等支援ステーションを設置し、災害発生時等に公共道路が途
絶したため、帰宅等するのが困難な者のうち、車両で帰宅等する者を
支援すること。

内　容
支援ステーションを設置する。
（駐車スペース、水道水、トイレ、通行可能な道路に関する情報等を
提供）

　
　３　取材について

　直接会場にお越しください。



提 供 日 2026/01/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比2,713人の減少

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2026/01/21

タイトル 令和７年度「表現発表会」を開催します！

担　　当 教育委員会 清水南高等学校中等部

連 絡 先 中等部教頭　小田　通也

TEL 054-334-0431

静岡県立清水南高等学校中等部
令和７年度「表現発表会」を開催します！

　教育課程特例校における特別の教科「表現」の発表会です。１年間の授業における成果を大きなステージで発表します。

【発表会のねらい】
(1)学年ごとに制作したダンス、ショークワイア、ミュージカルを発表することに
　より、令和７年度の中等部授業「表現」のまとめとします。
(2)互いの発表を鑑賞し、今後の「表現」への取組や意識を高めます。
(3)多くの大人が働くホールの舞台裏を知ることで、舞台制作の一部を体感します。

１　日　時
　　令和８年１月23日（金）午後１時50分（開演）から午後３時25分まで

２　会　場
　　清水文化会館マリナート　大ホール（静岡市清水区島崎町214）

３　内　容
　　13:50　～　開会式
　　13:55頃～　１年生：ダンス
　　14:05頃～　２年生：ショークワイア
　　14:30頃～　３年生：ミュージカル「アラジン」
　　15:15頃～　閉会式

４　参加者
　　清水南高等学校中等部　１～３年生生徒　292人

５　その他
　　お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

６　問合せ先
　　静岡県立清水南高等学校中等部
　　担　当：中等部教頭　小田　通也
　　電　話：054-334-0431

静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2026/01/21

タイトル 日中青年代表交流参加者交流報告会を開催しま
す！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

日中青年代表交流
参加者交流報告会を開催します！

静岡県教育委員会では、県内の産業、教育、行政、文化などの各分野で活躍する青年と、中国浙江省の青年が、相互の国を訪問して交
流する「日中青年代表交流」を実施しています。

今回は、今年度事業の集大成として、静岡県から参加した青年による交流報告会を開催します。

１ 日　時　令和８年１月31日（土）　午後1時15分から４時まで

２ 会　場　グランディエールブケトーカイ　４階「シンフォニー」　
　　　　　 （静岡市葵区紺屋町17－1　葵タワー）

３ 報告者　静岡県参加青年19人

４ 内　容　静岡県参加青年19人による交流報告および報告会出席者との意見交換会
　　　　　・報  告  会　午後1時15分から３時40分（６分×19人、途中休憩あり）
　　　　　・意見交換会　午後３時40分から４時

＜本年度の交流実績＞
・６月14日（土）第１回セミナー
・７月27日（日）第２回セミナー
・10月４日（土）第３回セミナー
・浙江省交流　８月11日（月）から17日（日）まで（６泊７日）　
　静岡県から青年19人が訪中
　現地企業・学校視察、青年交流、上海市内視察など
・静岡県交流　延期

静岡県教育委員会



提 供 日 2026/01/21

タイトル 文部科学大臣表彰に県内の家庭教育支援チームが
選出！2月6日に表彰式

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3162

文部科学大臣表彰に県内の家庭教育支援チームが選出！2月6日に表彰式
　

文部科学省では、地域における家庭教育支援活動の一層の推進を図るとともに、「家庭教育支援チーム」の優良事例の広報、研究の進展
及び認知度の向上に資するため、特色ある優れた活動を行うチームを隔年で表彰しています。この度、第5回目となる今年度の表彰におい
て、静岡県内から以下のチームが選出されましたのでお知らせします。

１　受賞チームの概要
森町家庭教育支援チーム（周智郡森町）

(1)  活動実績
平成27年度発足。幼稚園、保育園、小学校、中学校の保護者を対象に年１回ずつ

の学習会や、三歳児の保護者や高齢者等の学習会など、子どもの成長段階や地域の
課題に応じた学習会を継続的に実施。

(2)  活動の特色
・静岡県作成のワークシートや森町独自のワークシートを使用したグループワーク

を井戸端会議のようなリラックスした雰囲気で実施。
・保護者同士が子育てに関する悩みや経験を共有し、育児の孤独感解消に寄与。
・「早寝・早起き・朝ご飯」を啓発する講座（保護者アシスト講座）を就学時健診

に合わせて開催するなど、生活習慣の定着にも注力。

２　表彰式

(1)日　　時　令和８年２月６日（金）　午前10時30分から11時00分

(2)場　　所　文部科学省東館　３階　第一講堂（東京都千代田区霞が関３―２－２）

　　　　　　  ※対面とオンライン配信を組み合わせて実施

(3)問合せ　文部科学省総合教育政策局地域学習推進課家庭教育支援室家庭教育振興係

　　　　　 　 ＴＥＬ　03-5253-4111（内線4972、3467）

(4)取材申込　令和８年１月30日（金）午後６時までに以下の取材登録フォームにて御登録ください。

静岡県教育委員会



提 供 日 2026/01/21

タイトル 令和８年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の
実施状況（合格者数）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3656

　　　　令和８年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況（合格者数）
　
　令和８年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の結果について、下記のとおりお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　入学者選抜の結果
　(1) 静岡県立清水南高等学校中等部
　　　・募集定員：　１０５人
　　　・志願者数：　　８３人
　　　・受検者数：　　８３人
　　　・合格者数：　　８３人
　　　・実質倍率：１．００倍（小数第３位を四捨五入）

　(2) 静岡県立浜松西高等学校中等部
　　　・募集定員：　１４０人
　　　・志願者数：　３０３人
　　　・受検者数：　３０３人
　　　・合格者数：　１４０人
　　　・実質倍率：　２．１６倍（小数第３位を四捨五入）

２　合格者の発表
　　本日（令和８年１月21日（水））、静岡県教育委員会の県立高等学校中等部入学者選抜関係の
　ホームページに合格者の受検番号を掲載しました。また、各県立高等学校中等部から受検者の在
　籍する小学校長に郵送にて通知しました。

３　入学式の日程
　　令和８年度の両校の入学式を、次のように予定しています。
　　・静岡県立清水南高等学校中等部　令和８年４月７日（火）
　　・静岡県立浜松西高等学校中等部　令和８年４月８日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2026/01/21

タイトル 学校教育情報化推進計画（案）に係る意見を募集
しています。

担　　当 教育委員会 教育ＤＸ推進課

連 絡 先 DX企画班

TEL 054-221-3239

学校教育情報化推進計画（案）に係る意見を募集しています。

このたび、計画期間の最終年度を迎えたため、令和８年度から10年度までの３年間を計画期間とする次期計画を策定することとしましたので、県民の皆
様から広く御意見を募集します。

１　意見募集期間
令和８年１月16日(金) ～ 令和８年２月６日(金)

２　計画案閲覧方法
インターネットで閲覧。
静岡県ホームページ「県民意見提出手続き(パブリックコメント)」　  
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/1067295/1079078.html

３　意見提出方法・提出先
持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書を提出
（１）持参又は郵送の場合

〒420-8601
静岡市葵区追手町９番６号　教育委員会　教育DX推進課（県庁西館7階）

（２）ファクシミリの場合
054－221－3561

（３）電子メールの場合
kyoui_dx@pref.shizuoka.lg.jp

４　留意事項
・いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で、県ホームページにおいてお示しします（個別の回答は行いません。）。
・電話での御意見は御遠慮ください。
・パブリック・コメント制度では、提出された意見の「量」ではなく「内容」を考慮します。同一内容の意見が多数提出された場合であっても、その数が考
慮の対象となる制度ではありません。

５　問合せ先
静岡県教育委員会教育DX推進課（電話番号：054-221-3239)

静岡県教育委員会　

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/1067295/1079078.html
mailto:kyoui_dx@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/21

タイトル 第１回 有志の知事によるデータを活用した「交通
空白」解消を目指す研究会の開催

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-2852

第１回 有志の知事によるデータを活用した「交通空白」解消を目指す研
究会を開催します

～静岡県知事ら有志の知事による研究会の設立会合の開催～

　静岡県知事と三重県知事が共同で中部圏知事会議（令和７年１０月２１日）に合わせて提案した標記研究会に対し、中部圏等の８県の知事
から参加への賛同を得られたことから、第１回研究会を開催します。

１　研究会の目的
地域交通の司令塔である地方公共団体や関係者が、より簡易にデータを収集し、かつ、データ保有者が安心して提供できる環境の整備を

目指すとともに、各地域が抱える課題を解決するため、国とも連携しながら、交通空白の解消に向けて、地域の特性に応じた公共交通の新し
い取組を進める。

２　構成員等
　○発起人　静岡県知事 鈴木 康友、三重県知事 一見 勝之
　○賛同県　富山県知事 新田 八朗、石川県知事 馳 浩、山梨県知事 長崎 幸太郎、
　　　長野県知事 阿部 守一、岐阜県知事 江崎 禎英、愛知県知事 大村 秀章、
　　　滋賀県知事 三日月 大造、岡山県知事 伊原木 隆太
　○シンクタンク　一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会
　　　共同代表 浅見 泰司（東京大学特任教授）、顧問 藤井 直樹（元国土交通事務次官）
　＜オブザーバー＞国土交通省本省、参加県を管区とする各地方運輸局等
　＜事務局＞静岡県（地域交通課）

３　日時
　　令和８年１月２８日（水）　午後４時５０分から午後５時２０分まで

４　場所
　　静岡県庁東館５階特別会議室：静岡市葵区追手町９番６号（Web会議）

５　第１回研究会の開催内容
　　　・会則等の確認
　　　・正副会長及び座長の選任
　　　・来賓挨拶（国土交通省 池光 崇 公共交通政策審議官）
　　　・参加県知事挨拶
　　　・今後の進め方　等

６　取 材 等
　　　取材を希望される場合は、直接会場（静岡県庁東館５階特別会議室）までお越しください。（当日午後４時３０分受付開始）
　　　オンライン視聴を希望される場合は、事前に御連絡ください。

７　問合せ先
　　静岡県交通基盤部都市局　地域交通課
　　電　話：０５４－２２１－２８５２
　　メール：koutu@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:koutu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/21

タイトル 第15回静岡県道路技術審議会の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

第15回静岡県道路技術審議会を開催します。

　　「静岡県道路技術審議会」は、静岡県が管理する県道の構造の技術的基準等に
　ついて調査審議を行うために設置された諮問機関です。
　　第15回静岡県道路技術審議会を、下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　　時　令和８年１月28日（水）午後３時～午後５時（予定）

２　場　　所　静岡県庁別館７階第二会議室

３　内　　容
　
　　（１）意見聴取
　　　　・静岡県のみちづくり（案）
　　　　・静岡県における道路脱炭素化の取組
　　　　・無電柱化の推進に向けた取組
　　　
　　（２）報告
　　　　・横断歩道橋の撤去に向けて
　　　　・AIを活用した路面変状の把握について
　　　　・令和７年度の新たな道路供用について

４　委　員（全14名：五十音順、敬称略）
　　
　　石川　良文　南山大学総合政策学部総合政策学科　教授
　　木村　美穂　きむら工房代表・デザイナー
　　木嵜　暁子　静岡大学大学院理学部生物科学科　教授
　　椎野　　修　国土交通省中部地方整備局　静岡国道事務所長
　　末吉　喜恵　ＮＰＯ法人よしよし　理事長
　　鈴木　　温　名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科　教授
　　鈴木　美緒　東海大学建築都市学部土木工学科　准教授
　　釈尾　美咲　静岡県警察本部交通部交通規制課長
　　中野　祐介　浜松市長（静岡県道路整備促進期成同盟会連合協議会会長）
　　中山　國光　一般社団法人静岡県バス協会　専務理事
　　西原　明美　静岡県議会議員（建設委員会委員長）
　　橋本　和之　株式会社静岡新聞社　編集局専任局長兼論説委員長
　　松本　美紀　静岡理工科大学理工学部土木工学科　准教授
　　溝口　玲子　元静岡県ＰＴＡ連絡協議会　副会長

　　※第15回審議会において全ての委員が出席するものではありません。

５　傍聴定員　10人

６　傍聴の手続き
　　　・傍聴希望の方は、当日の午後２時30分から会議開始予定時刻までに、
　　　　会場受付手続き（氏名及び住所の記入）をお願いします。
　　　・先着順とし、定員になり次第受付を終了します。

７　取材
　　　・取材を希望される場合は、直接会場までお越しください。
　　　・会場入口で受付を行います。
　

（参考：審議会の概要）

１　設置根拠
　　・静岡県が管理する県道の構造の技術的基準等を定める条例第６条、７条
　　・静岡県道路技術審議会規則

２　権限
　　・知事の諮問に応じ、県道の構造的基準等

※
について調査審議する。

　　・県道の構造の技術的基準等及びこれに関し必要と認める事項について、
　　　知事に意見を述べることができる。

　　※県道の構造の技術的基準等：県道の構造の技術的基準、県道に設ける道路標識の寸法、
　　　県道である自動車専用道路を道路等と交差させようとする場合で立体交差とすることを
　　　要しない場合及び移動等円滑化のために必要な県道の構造に関する基準のこと。



　≪問合せ先≫
　　静岡県交通基盤部道路局道路企画課　植松、清水
　　TEL　054-221-3013



提 供 日 2026/01/21

タイトル シカ被害を「地域の恵み」に！
親子で体験する「森林県民円卓会議」を開催しま
す！

担　　当 経済産業部 西部農林事務所森林整備課

連 絡 先 西部農林事務所森林整備課

TEL 053-458-7234

県は、県民の森林との共生に関する合意の形成及び連携した取組を促進するため、「静岡県森林と県民の共生に関する条例」第10条に基
づき森林県民円卓会議を設置しています。

令和７年度の円卓会議は、テーマを「シカから森を守り、恵みに変える」と設定し、深刻なシカ被害の現状を学び、それを地域の新しい資源
に変える方法を、親子で体験していただけるイベントとして開催します。

１　日時　令和８年２月15日（日）午後１時から午後４時まで
２　会場　静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター（浜松市浜名区根堅2542-8）
３　内容
（１）第１部「野生動物と被害の現状を知る」
　　現場で活動する運営委員、専門家から、森林での被害の実態を紹介します。
（２）第２部「利用して楽しむ」（体験・実演）
　　シカを捕まえる狩猟と、利用する様々な楽しみを体験していただきます。
　　・狩猟体験（模擬銃・罠の体験）
　　・シカの角や骨を使ったクラフト製作
　　・シカで作った楽器の演奏
（３）意見交換
　　参加者の皆様と一緒に、森林を守る未来を考える時間とします。
４　運営委員
　井戸　直樹　氏（合同会社森のたね　代表）
　永田　百香　氏（水窪町森林組合）

井戸　直樹　氏

永田　百香　氏（中央）

クラフト作例（シカ骨のナイフ

【浜松市政記者クラブへ同時提供】



提 供 日 2026/01/21

タイトル ～７割以上価格転嫁できた企業の割合は前回から
２．８ポイント上昇～価格転嫁・パートナーシッ
プ構築宣言に係る実態調査アンケート結果

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 商工振興班

TEL 054-221-2182

価格転嫁・パートナーシップ構築宣言に係る実態調査アンケート結果

１　調査概要
　　 県内企業の価格転嫁及びパートナーシップ構築宣言の取組に係る現状・課題等を収集し、
  今後の施策展開に活⽤するため、アンケート調査を実施しました。

調査期間 　　令和７年11⽉１日〜11⽉30日
調査対象 　　県内企業4,000社

回答企業数 　　468社（回答率11.7％）

２　調査結果のポイント
　 ・７割以上の価格転嫁ができた企業の割合は33.4％で、前回(R6年11⽉)から2.8ポイント
　　上昇。
　　全くできていない企業の割合は15.7％で、前回から2.6ポイント改善。 

　 ・価格転嫁に応じる判断基準は、「取引の継続性・安定性（⻑期的な協⼒関係の維持)
　　(53.0％)」とともに、「根拠資料の明確さ・妥当性(52.8％)」が多い。
　 ・パートナーシップ構築宣言の更なる普及に向けて、効果的と考える⾏政の取組は、「メリット
　　等の情報提供(69.0％)」との回答が最も多い。

３　今後の取組の方向性
　　パートナーシップ構築宣言共同宣言機関・団体と連携して、以下の取組を実施
　○価格交渉における課題の把握・分析や原価計算の手法など、中⼩企業・⼩規模事業者の
　　交渉⼒向上を⽀援
　○経済団体や⾦融団体と連携して、国・県の⽀援制度や宣言登録メリットの周知を強化

４　関係資料
　　 調査結果の関係資料は以下のページを御参照ください。
　　 https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1060207.html

　　 

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1060207.html


提 供 日 2026/01/21

タイトル ＜変更＞日本一の匠を静岡から！第33回技能グラ
ンプリ静岡県選手団結団式の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 技能振興班　石川

TEL 054-221-2823

日本一の匠を静岡から！
第33回技能グランプリ静岡県選手団結団式の開催

※出席者が変更となりました。（1月21日（水）14時）

2月27日から3月2日まで大阪府で開催される「第33回技能グランプリ」に出場する本県選手団の結団式を開催します。
※ フライス盤職種は前回大会に続き、静岡県内（株式会社静岡鐵工所（静岡市葵区産女））で開催されます。

１　結団式の概要
　（１）日時　令和8年1月28日（水）午後3時から3時40分まで
　（２）会場　県庁西館４階第1会議室ABC
　（３）内容　
　　　　　○　選手団長（一般社団法人静岡県技能士会連合会長）及び選手紹介
　　　　　○　県旗授与　 
　　　　　　　 授与者：副知事
　　　　　　　 受領者：松井　勝彦　選手（アートスタジオ  ヤマ）
　　　　　○　選手宣誓
               新海　孝高　選手（株式会社新海畳店）
　　　　　○　選手団長挨拶
　　　　　○　塚本副知事からの激励の言葉
　　　　　○　来賓挨拶
               静岡県議会　副議長　中田　次城 様
　　　　　○　来賓紹介
　　　　　○　写真撮影

２　大会の概要

⼤会名 　第33回技能グランプリ
主催 　厚⽣労働省、中央職業能⼒開発協会、一般社団法人全国技能⼠会連合会

⽬的 　技能検定（国家資格）の特級、一級又は単一等級の技能⼠の一層の技能及び地位
　の向上、技能尊重機運の醸成

日程
　令和8年2⽉27日（⾦）開会式
　　　　　　　　 28日（⼟）〜3⽉1日（日）競技　　※一部職種は先⾏実施
　　　　　　　3⽉2日（⽉）成績発表、閉会式

会場
　インテックス⼤阪、株式会社静岡鐵工所（フライス盤職種）、
　徳島職業能⼒開発促進センター（旋盤職種）、
　学校法人村川学園 ⼤阪調理製菓専⾨学校（日本料理職種）

実施職種 　和裁、寝具製作、石工、建築⼤工、かわらぶき、畳製作、建築配管、壁装、フライス盤、
　広告美術、フラワー装飾、レストランサービス　等　30職種

出場選手 　30職種430人（本県 12職種16人）

前回⼤会の
本県選手成績

　日　 程　令和6年2⽉23日（⾦）〜26日（⽉）
　会　 場　⻄日本総合展⽰場　他4会場
　選手数　30職種379人（本県13職種19人）
　⼊賞者　8職種10人（⾦賞2人、銀賞3人、銅賞3人、敢闘賞2人）

⼤会HP 　https://worldskills.jp/skillgrandprix/

https://worldskills.jp/skillgrandprix/


提 供 日 2026/01/21

タイトル 今年も県産品のブランド力強化のため全力発信！
首都圏量販店「ヤオコー」で「頂」フェア開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

今年も県産品のブランド力強化のため全力発信！
首都圏量販店「ヤオコー」で「頂」フェア開催

（昨年度の東大和店の様子）

（要　旨）
・県は、多彩で高品質な県産農林水産物から厳選、認定した「頂（しずおか食セレクション）」を対象に、首都圏において県産品のブランド
力向上と販路拡大に取り組んでいます。
・このたび、ＪＡ静岡経済連と連携し、首都圏量販店「ヤオコー」の旗艦店において、「頂フェア」を開催します。

（概　要）
１「頂フェア」の開催概要

区　分 内　容
開催日 令和８年１月２４日（土）、２５日（日）

店　舗
ヤオコー旗艦店１０店舗：埼玉県（蕨錦町店、和光丸山台店、川越南古谷
店、川越的場店、久喜吉羽店）千葉県（南流山店、新浦安店）東京都（青梅
今寺店、東大和店）神奈川県（小田原ダイナシティ店）

販売品目
頂（しずおか食セレクション）を中心に販売。ミニトマト、大玉トマト、レ
タス、芽キャベツ、新玉ねぎ、葉ねぎ、セルリー、いちご、みかん等
※販売品目は予告なく変更となる可能性があります。

「頂」のＰＲ
・富士山オブジェの展示等、売り場の総合演出
・頂ボード、ポスター、レシピカード、販促員を店舗に設置
・購入者景品として頂マークが入ったクリアファイルを配布

２　参考（（株）ヤオコーの概要）
事業内容 スーパーマーケット事業

創業・会社設立 明治２３年・昭和３２年７月
店舗数＜連結＞ ２４１店舗（令和７年９月末時点）



提 供 日 2026/01/21

タイトル 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき新
たに３物質を知事指定薬物として指定しました！

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき
　　新たに３物質を知事指定薬物として指定しました！

１　要旨
　静岡県薬物の濫用の防止に関する条例第14条第１項の規定に基づき、３物質について、人の身体に使用された場合に、興奮、幻
覚、陶酔等の作用を人の精神に及ぼし、さらに、これらが濫用されるおそれがあると認められるため、知事指定薬物と
して指定しました。　
　今回の指定は、同条例が平成27年３月１日に全面施行されてから、56回目（累計184物質）の指定となります。

２　知事指定薬物として指定する物質
通称名 一般名

１ ４ＨＯ－ＭｃＰＴ、４ＯＨ－ＭｃＰＴ、４－ｈ
ｙｄｒｏｘｙ　ＭｃＰＴ

３－｛２－［（シクロプロピル）（メチル）アミノ］エチル｝－１Ｈ－イン
ドール－４－オール及びその塩類

２ Ｎ－Ｐｙｒｒｏｌｉｄｉｎｏ－ｉｓｏｔｏｎｉ
ｔａｚｅｎｅ、Ｉｓｏｔｏｎｉｔａｚｅｐｙｎ
ｅ

２－［（４－イソプロポキシフェニル）メチル］－５－ニトロ－１－［２－
（ピロリジン－１－イル）エチル］－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール及び
その塩類

３ Ｅｔｈｙｌｅｎｅｏｘｙｎｉｔａｚｅｎｅ、Ｔ
ｅｔｒａｈｙｄｒｏｆｕｒａｎｉｔａｚｅｎｅ

２－｛２－［（２，３－ジヒドロベンゾフラン－５－イル）メチル］－５－
ニトロ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－１－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジエチル
エタン－１－アミン及びその塩類

３　指定期日
　告示：令和８年１月21日（水）
　適用：令和８年１月22日（木）

４　備考
　今回指定した３物質については、本日、国が、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第
15項に規定する指定薬物に指定し、１月31日（土）から施行を予定するため、同日をもって知事指定薬物としての指定が失効しま
す。（失効予定日：令和８年１月31日（土））



提 供 日 2026/01/21

タイトル 地域医療の未来を考える「キャリア支援シンポジ
ウム」を開催します！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班　池谷

TEL 054-221-2868

これが私のキャリアパス～多様なキャリアの選択肢～「キャリア支援シンポジウム」を開催します！

静岡県では県全体の女性医師に対する就業支援・キャリア形成支援を目的として、浜松医科大学に委託し「静岡県女性医師支援セ
ンター」を設置しています。
静岡県女性医師支援センターは、次のとおり県内の女性医師等を対象に講演会を開催します(現地取材可)。
当日は基礎・臨床それぞれの領域で活躍する先輩医師から多様な女性医師のキャリアの可能性等についての講演を行います。

日　　時 令和８年１月23日(金)19：00～21：00
開催方法 ハイブリッド(オンライン・会場)

会　　場
静岡県医師会館
（静岡市葵区鷹匠３丁目６－３）

講　　座

１ 鈴木　優子　先生
（浜松医科大学　医生理学講座　教授）
「継続力」

２ 佐藤　美保　先生
（浜松医科大学医学部　客員教授）
「大学教官という進路」

３ 小谷　友美　先生
（浜松医科大学　産婦人科学講座　教授）
「無意識バイアスとインポスター現象を超えて：気づきから行動へ」

＜昨年度の様子＞

○現地取材の申し込み・問い合わせ先
浜松医科大学医学部附属病院内
静岡県女性医師支援センター
電　話：053-435-2380
メール：dr-info@hama-med.ac.jp

mailto:dr-info@hama-med.ac.jp


提 供 日 2026/01/21

タイトル 【取材依頼】地域医療シンポジウムinかけがわ

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2341

　「ＡＣＰ」を普及するため、掛川市で以下のシンポジウムを開催します。

１　開催概要
　　(1)日　　時　令和８年２月７日(土)13:15～15:15
 
　　(2)会　　場　掛川市文化会館シオーネ　小ホール(掛川市大坂7373)
 
　　(3)主　　催　
　　　 静岡県、地域医療と介護を守り育むためのＡＣＰ普及啓発事業実行委員会
 
　　(4)内　　容　　 
　　　 第一部　人生会議啓発劇
　　　　　　　「おじいちゃんの願いをつなぐ物語」

　　　 第二部　トークセッション
　　　　　　　「これからのくらし、もしものときも自分らしく」

　　　 (ゲストスピーカー)
　　　 　医療法人社団綾和会掛川東病院　院長　宮地　紘樹　氏
　　　 　訪問看護ステーション掛川　所長　赤堀　奈緒子　氏
　　　 (コーディネーター)
　　　　 ＮＰＯ法人f.a.n.地域医療を育む会　理事　榛葉　馨　氏
　
　　(5)申　　込
　　　 以下のＱＲコードもしくはＵＲＬから申込をお願いします。
　　　 当日直接会場にお越しいただく事も可能ですが、参加者数を把握したいため
　     可能な限り申込をお願いいたします。

　　　 (ＱＲコード)

　　　　
　　　 (ＵＲＬ)
    　　https://forms.gle/osVKaSuPDiyCS5Vm8
    
２　取材について
　　取材については、以下のとおり申込をお願いいたします。
　　
　　事前申込：医療政策課(054-221-2284)　※２月６日(金)正午まで
　　当日申込：事務局(090-4791-7922）
　　
「ＡＣＰ」とは
「人生会議」の愛称で呼ばれることもあり、人生の最終段階における医療のケアに
ついて、本人や家族が医療・ケアチームと事前に繰り返し話し合うプロセスのこと
です。

https://forms.gle/osVKaSuPDiyCS5Vm8


提 供 日 2026/01/21

タイトル 【取材依頼・参加者募集】糖尿病・歯周病講演会

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

　糖尿病と 歯周病の関係や予防のポイントについて、専門家がわかりやすく 解説する県民向け「糖尿病・歯周病講演会」を開催します！

１　開催概要

　⑴日　　時　令和８年２月１日（日）10 ：0 0 ～12 ：3 0

　⑵開催形式　ハイブリッド形式 （会場参加型＆Z oom ウェビナーによるオンライン配信）

　⑶会　　場　静岡県歯科医師会館　５階5 0 1大会議室　（静岡市駿河区曲金３－３－10 ）

　⑷対　　象　県民、歯科医師、歯科衛生士、医師、看護師、その他医療従事者 等

　⑸主　　催　静岡県、一般社団法人静岡県歯科医師会

　⑹内　　容　
　　
　　 講　　演　１ ： 『糖尿病と上手に付き合っていくために』
　　 講　　演　２ ： 『今日からできる！食生活で変わる健康習慣』
　　 講　　演　３ ： 『こんなに進歩した！知っておきたい糖尿病の治療！』

　⑺定　　員　会場：6 0 名、オンライン：5 0 0 名

　⑻申　　込　静岡県歯科医師会HP
　（h ttp s ://s8 0 2 0 .or.j p /n e w s/2 0 2 1-10 0 7 /in de x .h tm l# 0 113 0 9 a a ）から

　⑼申込締切　令和８年１月2 9 日（木）まで

２　留意事項

　　来場の場合は公共の交通機関をご利用ください。

3 　取材について

　　事前受付：医療政策課（0 5 4 -2 2 1-2 2 8 4 ）
　　　　　　　　　　（１月3 0 日（金）15 :0 0 まで）

　　当日受付：県歯科医師会事務局（0 5 4 -2 8 3 -2 5 9 1）

https://s8020.or.jp/news/2021-1007/index.html#011309aa


提 供 日 2026/01/21

タイトル デフアスリートが講演！デフリンピック特別授業
を実施します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

デフアスリートが講演！ デフリンピック特別授業を 実施します！

１　概要

　昨年11月に日本初開催されたデフリンピックを機に高まった機運を大会終了後も継続し、デフスポーツや手話言語、障害への理解促進を図るため、自転車競技出

場選手や県ゆかりの選手を講師に迎えた特別授業を実施します。（全６校実施予定）

２　特別授業開催日程
NO. 項 目 内 容

⽇  時 令和８年１⽉28⽇（⽔）13:00〜14:15

場  所
⻑泉町⽴⻑泉⼩学校 体育館
（駿東郡⻑泉町中⼟狩872-2）

講  師

早瀨 久美 選手
・所属︓昭和医科⼤学病院
・デフリンピック出場競技︓⾃転⾞（ロード・ＭＴＢ）
・主な戦績︓

デフリンピックMTB競技３⼤会連続メダル獲得
東京2025デフリンピック ＸＣＯ ７位

参 加 者 ４年⽣ 166名

１

内  容
・講演（⾃己紹介・競技紹介・東京⼤会報告・手話講座等）
・質問コーナー、写真撮影

⽇  時 令和８年１⽉2９⽇（⽊）13:35〜14:20

場  所
富⼠宮市⽴⿊⽥⼩学校 第⼀⾳楽室
（富⼠宮市星山1030-2）

講  師

村岡 翼輝 選手 
・所属︓Lumiere de vie整体院
・本県との関わり︓県内在住
・デフリンピック出場競技︓⽔泳
・主な戦績:
 東京2025デフリンピック ⽔泳男子4×100mメドレーリレー ３位

参 加 者 ５年⽣ 77名

２

内  容
・講演（⾃己紹介・競技紹介・東京⼤会報告等）
・質問コーナー、写真撮影

※他４校についても随時記者提供いたします。

3 　取材について

　取材いただける場合には、別紙取材申込書を各授業日の２日前までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。（スポーツ振興課：

sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/21

タイトル ＜訂正＞環境配慮に優れた建築物を表彰します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築指導班

TEL 054-221-3075

下記赤字箇所を訂正しました。（1月21日（水）14時）

環境配慮に優れた建築物を表彰します！

本県では、省エネルギーや室内環境などの環境配慮措置が特に優れていると認められる

建築物の建築主及び設計者に対し、「くらし・環境部環境配慮建築物表彰」(部長表彰)を

実施しています。

　このたび、令和７年度の受賞者を決定したので、表彰します。

１　表彰式

（１）日時　令和８年１月27日（火）午後１時15分～１時45分

（２）場所　静岡県庁東館２階　しずおか情報ステージ

２　受賞者

（１）環境配慮建築物優秀賞

建築主
建築物名称

設計者

スター精密株式会社スター精密株式会社　菊川南工場
（菊川市） 木内建設株式会社一級建築士事務所

写真

                 

環境配慮
概要

高い外皮性能を確保した上で、高効率機器の採用並びに太陽光発電、クール
ヒートチューブ及びグラデーションブラインド等による自然エネルギーを積極的
に採用し、快適な作業環境を確保しつつ、ＺＥＢを実現した建築物である。
また、内装材に静岡県産材を活用し木材利用を通じてカーボンニュートラルへ
の配慮を行っているほか、建築基準法の耐震基準の25%上回る耐震性を確保し
た設計としている。

（２）環境配慮建築物ふじのくに賞

建築主
建築物名称

設計者

株式会社　BANDAI SPIRITS　BANDAI HOBBY CENTER PLAMO 
DESIGN INDUSTRIAL INSTITUTE

（静岡市） 大成建設株式会社中部支店一級建築士事務所

写真

                      



環境配慮
概要

設備システムの効率化において高い水準を確保し、建物全体のエネルギー消
費量の目標値を設定することによって適正に管理できる体制を整えた。
また、敷地内を積極的に緑化するとともに、建物の形状や駐車場、出入口の位
置などを工夫することで周辺への影響を減らし、周囲と調和した設計としている。

＜問合せ先＞
静岡県くらし・環境部建築住宅局建築安全推進課建築指導班
電話番号　054-221-3075

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2026/01/21

タイトル 大阪で『関西地区ふじのくに交流会』開催

担　　当 企画部 大阪事務所

連 絡 先 大阪事務所

TEL 06-6263-6120

関西地区ふじのくに交流会を大阪で開催します

　静岡県大阪事務所では、関西地区で活躍されている本県ゆかりの方々、企業や関係機関等とのネットワークの拡充を図り、県政への一層の
理解と協力を得ることを目的に、「関西地区ふじのくに交流会」を毎年開催しています。
　今年度は、知事による県政報告と参加者との交流を通じて、本県の魅力を関西に情報発信します。

【交流会の概要】
１　開催日、会場
（１）日　時：令和８年１月26日（月）　16時30分から19時00分
（２）会　場：ザ・リッツ・カールトン大阪　２階 ザ・グランド・ボールルーム
　　　　　　　(大阪市北区梅田２-５-25)
２　出席者

在阪総領事館及び外国機関関係者　 　
関西地区で活躍されている本県ゆかりの関係者

（県人会、県内企業、県内高校・大学同窓会、県内進出企業及び観光・物産関係者等）
　　約165人

３　構　成
（１）第一部：県政報告（16時30分～17時15分）
　　　　○鈴木　康友 静岡県知事 (45分)
　　
（２）第二部：交流会（17時30分～19時00分）
　　　　○知事挨拶、総領事等紹介、懇談等
　　　　○ＰＲブース

※南アルプス山頂VR体験、ふじのくに新商品セレクション紹介、
県立高等学校が企業と共同開発した商品の試食、静岡茶の呈茶など、

　　　　　　　　参加者へ説明、ＰＲをします。



提 供 日 2026/01/21

タイトル お笑いコンビによる北方領土漫才やピックアップ
ムービーを上映
～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します～

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

お笑いコンビによる北方領土漫才や

ピックアップムービーを上映

～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します～

１　要　旨

　・北方領土返還要求静岡県民会議（県内78団体で構成）は、２月７日の「北方領土の日」を前に、北方領土の早期返還についての県民の理解と

関心を高めるため「北方領土返還要求静岡県民大会」を、沼津市内で開催します。

　・なお、県民大会は、昭和57年度の第１回以降、今回で44回目の開催となります。

２　概　要

日　時 令和８年１月26日（月）　13時30分～15時50分

会　場 沼津市民文化センター　小ホール（沼津市御幸町15-1）

主催者 北方領土返還要求静岡県民会議

参加者 一般県民、北方領土返還要求静岡県民会議構成団体関係者等

内　容

○北方領土返還要求運動標語入選作品の発表及び表彰
入選者（県内の小中学生、一般等）へ表彰状及び記念品の授与

○ピックアップムービー　動画上映
　「北方領土問題の解決のために」
○令和７年度北方領土青少年等現地視察事業参加報告
　北方領土の現地視察に参加した沼津市内の中学生代表による発表
○北方領土漫才「ふるさと」
　公演者：お笑いコンビ「アップダウン」

＜参考＞北方領土返還要求静岡県民会議について
北方領土の返還を求める運動を推進するため、昭和57年４月に、県を含む県内の様々な団体が参加して結成。政府（内閣府）などと連

携して、県内各地で北方領土返還に関する啓発活動を展開している。



提 供 日 2026/01/22

タイトル 令和10年度全国高等学校総合体育大会「大会愛
称・スローガン・シンボルマーク・総合ポスター
図案」の決定

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班

TEL 054-221-3123

令和10年度全国高等学校総合体育大会「大会愛称・スローガン・
シンボルマーク・総合ポスター図案」の決定について

　令和10年度に東海ブロック４県（愛知県、岐阜県、静岡県、三重県）において開催される全国高等学校総合体育大会の「大会愛
称・スローガン・シンボルマーク・総合ポスター図案」が下記のとおり決定しました。
　本県より、県立浜松江之島高等学校　中村 優月さんが、大会愛称部門で最優秀賞を受賞します。

記

１ 最優秀賞
大会愛称 スローガン

中村 優月（なかむら ゆづき）さん
静岡県立浜松江之島高等学校 ２年

「心に灯せ　夢の光　
　　　東海総体　２０２８」

 川岸 航太（かわぎし こうた）さん
 三重県立伊勢高等学校 １年

「舞い上がれ躍動の風
　　のぞみをのせて東海の地に」

シンボルマーク 総合ポスター図案

波多野 柚希（はたの ゆずき）さん
岐阜県立岐阜各務野高等学校 ２年

得田 千歳（とくだ ちとせ）さん
愛知県立岡崎商業高等学校 ３年

２　大会愛称等の選考経緯について
　　令和７年７月から９月16日までの間、東海４県の中学生、高校生等を対象とし
　て大会愛称等を募集し、応募のあった2,848作品（大会愛称1,140作品、スローガ
　ン1,309作品、シンボルマーク320作品、総合ポスター図案79作品）の中から、各
　部門の最優秀賞１作品、優秀賞２作品、佳作３作品を選考しました。
　　この内、最優秀賞作品が大会ポスター等で採用されます。

３　表彰式及び感謝状贈呈式について
　(1) 日　時　令和８年１月27日（火）午後２時から午後２時45分まで
　(2) 会　場　愛知県庁本庁舎６階　正庁（名古屋市中区三の丸三丁目１番２号）
　(3) 出席者　各部門の最優秀賞受賞者４名及びスローガン揮毫者２名

静岡県教育委員会



提 供 日 2026/01/22

タイトル 第６回移動教育委員会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

県教育委員が掛川市立大坂小学校、おおさかこども園を訪問

～令和７年度第６回移動教育委員会を開催します～

　県教育委員会では、教育課題について教育現場の関係者と直接意見交換等を行い、施策推進の参考とするため、学校等を訪問す
る移動教育委員会を実施しています。
　今年度第６回の移動教育委員会は、県内のモデル地域として「幼保小の円滑な接続」に市全体で取り組む掛川市の小学校及び幼
保連携型認定こども園を訪問し、意見交換等を行います。

【掛川市の取組について】
　掛川こども園・桜木小学校、おおさかこども園・大坂小学校を研究指定園・校と
し、令和４年度には「『かけがわ型架け橋カリキュラム』作成に向けて」を作成
し、令和５・６年度には作成したカリキュラムを活用した保育・授業相互参観、園
小合同研修会、カリキュラム開発会議等を実施してきました。令和７年度は、指定
園・校だけでなく市全体で「幼保小の円滑な接続」に取り組んでいます。

（概　要）
１　日　時
　　令和８年１月29日（木）午前10時から正午まで

２　訪問先
　・掛川市立大坂小学校（掛川市大坂5667）
　・社会福祉法人大東福祉会おおさかこども園（掛川市大坂2805）

３　内　容
　　10:00　小学校・こども園概要説明
　　10:35　授業及び施設見学（大坂小学校→おおさかこども園）
　　11:15　教職員との意見交換等

４　出席者
　　静岡県教育委員会教育長及び教育委員
　　掛川市学校教育課長、掛川市こども保育支援課長、掛川市立大坂小学校長、
　　社会福祉法人大東福祉会おおさかこども園長　ほか
　　
５　記者の皆様へ
　　取材いただける場合は、１月28日（水）16時までに教育政策課へ御連絡ください。

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2026/01/22

タイトル 令和７年度 第２回静岡県インフラビジョン推進会
議の開催

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班　岩崎

TEL 054-221-3681

令和７年度　第２回静岡県インフラビジョン推進会議の開催
～次期インフラビジョン（素案）について審議します～

　静岡県では、県土づくりやインフラ整備の方向性を示したインフラビジョンを策定し、道路・河川・港湾・都市などの整備を進
めてきました。
　しかし、昨今の社会情勢の変化に加え、県の基本方針となる「総合計画」が令和７年度末に改定されることから、「ウェルビー
イング」の視点を取り入れながら、時代の流れを捉え的確に対応するため、インフラビジョンの改定作業を進めています。
　このたびインフラビジョン（案）について審議するため、「令和７年度第２回静岡県インフラビジョン推進会議」を以下のとお
り開催します。
　　　
　１　日時
　　　令和８年１月２３日（金）　１０：３０～１２：００（予定）
　　
　２　会場
　　　静岡県庁　本館４階４０１会議室（静岡市葵区追手町９-６）

　３　内容
　  　静岡県インフラビジョン（案）について

　４　会議の一般傍聴について
　　　傍聴を希望される方は、当日会場にて１０：１５から受付します。
　　　【傍聴定員　５名程度（先着順）】
　
　５　取材について
　　　本会議は公開で実施します。
　　　取材を希望される場合は、当日受付までお越しください。

　６　その他
　　　・会議結果については、会議終了後にホームページで公表します。
　　　・会議は、民間委員（下表）と行政委員（関係課長）で構成しています。

民間委員（五十音順　敬称略）
所　属 役　職 氏　名

静岡県公立大学法人静岡県立大学経営情報学部 教授 内海　佐和子

一般財団法人静岡経済研究所 理事　研究部長 川島　康明

しずおか流域ネットワーク 副会長 五味　響子

日本大学理工学部交通システム工学科 特任教授 下川　澄雄

国立大学法人静岡大学防災総合センター 准教授 原田　賢治

国立大学法人静岡大学 学長 日詰　一幸

一般社団法人静岡県環境資源協会 会長 平井　一之

特定非営利活動法人地域づくりサポートネット 代表理事 山内　秀彦



提 供 日 2026/01/22

タイトル 令和７年度第２回静岡県水産振興審議会の開催

担　　当 経済産業部 水産・海洋局水産振興課

連 絡 先 水産振興班　

TEL 054-221-2744

静岡県水産振興審議会の開催について

○概要
　令和７年度第２回静岡県水産振興審議会を下記のとおり開催します。

記

１　日時
　　令和８年１月29日（木）　午後１時30分から５時まで

２　場所
　　静岡県庁別館９階特別第１会議室

３　出席者
　　委　員　業界関係者　学識関係者など　16名（うちオンライン参加者　２名）

４　議題
   ＜審議事項＞
　　・水産施策の進捗及び実施状況について
　　・次期「水産振興基本計画」の策定について
　　
５　傍聴について

傍聴可能人数 先着５名
受付 静岡県庁別館９階　特別第１会議室前

午後１時から１時20分まで
注意事項 ・係員の指示に従い、入場してください。

・体調のすぐれない方の来場はお控えください。



提 供 日 2026/01/22

タイトル 令和７年度「ダイバーシティ経営企業に関する知
事褒状」受賞企業５社決定！
～表彰式の御案内～

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 多様な人材活躍推進班

TEL 054-221-2811

静岡県が主催する「令和７年度静岡県ダイバーシティ経営企業表彰」において、県内企業５社の受賞が決定しました。

表彰式では、褒状の授与に加え、受賞企業の皆様から、ダイバーシティ経営に取り組む以前に直面していた人材・組織面の課題
や、経営判断として何を学び、どのように試行錯誤を重ねてきたのか、をお話しいただきます。

さらに、取り組みを進める中で、現場や管理職の意識、働き方、組織の動きにどのような変化が生まれたのかなど、経営や社内の
風土、社員に与えた影響等を具体的にご紹介します。

どなたでも参加可能ですので、興味のある方はぜひお越しください（申込不要）

　行 事 名　 令和７年度　静岡県ダイバーシティ経営企業表彰式
　日　　時 令和８年１月30日（金）15：00～17：00
　場　　所 静岡県庁西館４階第一会議室ＡＢＣ

　内　　容
１.褒状授与
２.取組事例発表（受賞企業５社）
３.交流会

　主　　催 静岡県
　参 加 者 受賞企業（５社）、選考委員、応募企業及び一般参加者等
　

　受賞企業

株式会社薩川組（静岡市清水区）
静岡コンサルタント株式会社（三島市）
株式会社スエヒロ工業（沼津市）
株式会社タカダ産業（御殿場市）
社会福祉法人美芳会（富士市）　　※50音順



提 供 日 2026/01/22

タイトル 【静岡県美しく豊かな海保全基金】静岡市立蒲原
中学校から総合学習の収益を寄附金として贈呈し
ていただきました！！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

【静岡県美しく豊かな海保全基金】
静岡市立蒲原中学校から総合学習の収益を寄附金として贈呈していただきました！！

県は、「静岡県美しく豊かな海保全基金」を活用し、海洋環境の保全と水産資源の回復に資する取組を実施しています。
　この度、静岡市立蒲原中学校２年部の総合学習「起業学習2025」によって得た収益を基金への寄附金として贈呈していただきました。

１　静岡市立蒲原中学校の概要

項目 内容
学校長 久慈　茂樹
所在地 静岡市清水区蒲原４９

総合学習の概要 【授業全体の概要】
地域の課題発見、地域貢献、地域活性化を目的に起業する。６
月から１２月まで、約半年間を掛けて活動し、得た利益は自分
たちの起業目的に適う使い道を考え、寄附を行う。
【静岡県美しく豊かな海保全基金へ寄附いただいた班の活動】
海岸清掃を行い集めたゴミ等を使用したアクセサリーを制作し
販売する事業を展開した。

寄附額 6,315円
寄附年月日 令和７年12月22日
問合せ先 静岡市立蒲原中学校２年部

（静岡市清水区蒲原４９）
TEL:054－385－4115　FAX:054－385－4116

＜総合学習の様子＞

  

２　静岡県美しく豊かな海保全基金の概要

項目 内容

対象事業
県の区域に属する海面及び汽水湖の環境保全に関する知識の
普及及び活動の促進その他環境の保全に資する事業

取組内容

○民間団体への活動支援
静岡の海をフィールドとして、保全活動等に取り組む団体へ
の助成

○実践活動の強化
　「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」による、環境保全

等の取組や啓発を実施
○研究開発
　サクラエビ、キンメダイ等の水産資源の回復や海洋マイクロプ

ラスチック問題の解決に資する調査・研究開発を実施

基金額
４年間（令和４～７年度）で２億円（予定）
県拠出1.5億円、寄附金0.5億円

設置日 令和４年３月29日



提 供 日 2026/01/22

タイトル 来年度からはじまる新たなステージを議論！
令和７年度ファルマバレープロジェクト
戦略計画検討委員会（第２回）を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第１班

TEL 054-221-2985

令和７ 年度フ ァ ルマバレープロジェ ク ト 戦略計画検討委員会（ 第２ 回） を開催

　

　県では、医療健康産業の振興と集積による地域の発展を目指し、現在、第４次戦略計画（令和３年度～令和７年度）に基づき
ファルマバレープロジェクトを推進しています。

　今年度が戦略計画の最終年度に当たることから、来年度からはじまる新たなステージにおけるプロジェクトの進むべき方向性を
議論し、今年度中に次期戦略計画を策定するため、戦略計画検討委員会（第２回）を開催します。

１　日時・会場

日時：令和８年１月27日（火）午後２時30分～午後５時00分

会場：クーポール会館（静岡市葵区紺屋町２ー２）

２　内容　第５次戦略計画（案）について

３　出席者　ファルマバレープロジェクト戦略計画検討委員会委員　等

４　取材・傍聴

本委員会は、会場で取材・傍聴が可能です。

傍聴を希望される方は、１月26日（月）午後５時までに事務局に御連絡の上、開始時刻までに会場へお越しください。

５　事務局（問合わせ先）

新産業集積課 新産業集積第１班

TEL：054-221-2985　FAX：054-221-2698

Mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

６　参考：＜ファルマバレープロジェクト戦略計画検討委員会の概要＞

目的 ファルマバレープロジェクトの推進に係る重要事項の調査・審議

構成
会長１名、副会長１名、委員17名

（県内外の医療健康分野の研究者、産業界、金融機関、産業支援機関等で構成）

会長 大坪檀　学校法人新静岡学園　学園長

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/22

タイトル 県西部地域で活躍するスタートアップを応援する
交流イベント
「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Regional Meetup in  浜
松市」開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

県西部地域で活躍するスタートアップを応援する交流イベント
「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Regional Meetup in  浜松市」開催！

１　要　旨

　「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Regional Meetup 」は、県内で活躍するスタートアップやスタートアップ支援の取組を紹介するとと
もに、地域のスタートアップと支援者の交流を促すことにより、静岡県内のスタートアップ支援の機運を高めることを目的とした
イベントです。
　このたび、県西部地域を対象とした「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Regional Meetup in 浜松市」を２月19日（木）に開催します。
県内のスタートアップ関係者の皆様、「ふじのくに“ＳＥＡｓ”」にご関心のある企業・団体の皆様、是非ご来場ください。
　
２　「ふじのくに“ＳＥＡｓ”Regional Meetup in 浜松市」の概要



提 供 日 2026/01/22

タイトル TECH BEAT Shizuoka  2025 AFTER BURNER＃2 
和栗協議会に学ぶ農業×オープンイノベーション
実践セミナー開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER ＃２
和栗協議会に学ぶ 農業×オープンイノベーション実践セミナー 開催！

１　要　旨

　TECH BEAT Shizuoka 実行委員会は、グランシップで開催した「TECH BEAT Shizuoka 2025」に続き、静岡の産業変革に向けて、業種の垣
根を越えて地域のプレイヤーが一丸となって課題解決を目指すプログラム「TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER」を開催していま
す。

　今回は、農業×オープンイノベーションをテーマに掲げ、掛川栗をはじめとした日本各地の和栗の魅力発信や、人手不足・価格低迷などの
課題解決に向けて、生産者・行政・企業が連携して取り組む「和栗協議会」の活動を取り上げます。　静岡の農産物の課題を同協議会のあり
方を参考に異業種との連携で解決できるのか、一緒に農業の未来を考えてみませんか？

　ぜひ御参加ください（要事前申込）。

２　概　要
区　分 内　容

タイトル
TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER ＃２
和栗協議会に学ぶ 農業×オープンイノベーション実践セミナー

日　　時 令和８年２月５日(木）午後４時00分から午後６時00分まで
会　　場 静岡市コ・クリエーションスペース（静岡市葵区御幸町３－２１ ７Ｆ）
主　　催 TECH BEAT Shizuoka 実行委員会（事務局：静岡県、静岡銀行）
対　　象 県内企業関係者（定員50名・先着順）

プログラ
ム

16:00～16:10 ○「TECH BEAT Shizuoka」の紹介

16:10～17:00

○セッション（和栗協議会の取組紹介・県内農産物の現状）
≪登壇者≫
有限会社春華堂　専務取締役　間宮 純也 氏
ローランド株式会社　代表取締役社長CEO　蓑輪 雅弘 氏
株式会社田丸屋本店　代表取締役　望月 啓行 氏
株式会社HEART CATCH 代表取締役／TECH BEAT Shizuoka 
プロデューサー 西村 真里子 氏

17:00～17:30 ○パネルディスカッション

17:30～18:00 ○ネットワーキング

参加申込

下記URLからお申し込みください。＊締切：2月4日(水)12:00
https://form.run/@techbeat2025-27

＊当日会場での取材を希望される場合は2/4（水）正午までに上記担当あてに御連絡ください。
＊イベントの内容は変更となる可能性があります。

https://form.run/


提 供 日 2026/01/22

タイトル 「令和７年度自殺対策連絡協議会」の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 健康福祉部障害者支援局障害福祉課

TEL 054-221-2435

　　　　　「令和７年度自殺対策連絡協議会」の開催

 自殺総合対策行動計画 に 基 づく 取組状況 や 今後 の 方向性 を 協議 します 。

　本県では、令和５年３月に「第３次いのち支える“ふじのくに”自殺総合対策行動計画」（令和５年度から令和９年度までの５
年間の計画）を策定し、社会全体での総合的な自殺対策を推進することとしております。
　本計画に基づく県の取組状況や今後の自殺対策の方向性等について議論するため、今年度の協議会を以下のとおり開催します。

◆日　　　時　令和８年１月29日（木）　午後３時から４時30分まで

◆会　　　場　静岡県労政会館５階第３会議室・展示室
　　　　　　　（静岡市葵区黒金町５－１）

◆出　席　者　保健、医療、報道機関、司法、労働、
　　　　　　　市町等の関係機関から構成される委員　19名　ほか　

◆内　　　容　自殺者の状況について
　　　　　　　自殺対策基本法の一部改正について
　　　　　　　自殺総合対策行動計画及び県の取組について　ほか

◆会議の公開　（１）傍聴定員　５名
　　　　　　　（２）傍聴手続
　　　　　　　　　　会議の傍聴を希望される方は、
　　　　　　　　　　当日午後２時55分までに受付で氏名及び住所を記載し、
　　　　　　　　　　事務局の指示に従って会場に入室してください。
　　　　　　　　　　傍聴の受付は、午後２時45分から先着順で行います。
　　　　　　　　　　定員になり次第、受付を終了します。

◆問合せ先　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　　　　　　電話番号： 054-221-2435　E-mail：seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/22

タイトル 静岡県介護生産性向上総合相談センターの開所式
を開催します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2314

～介護現場の生産性向上に関する相談に
ワンストップで対応する窓口が誕生～

静岡県介護生産性向上総合相談センター開所式を開催します！！

　県は、介護現場の生産性向上を推進するため、介護事業所からの相談等にワンストップで対応し、業務改善やロボット・ＩＣＴ
導入に係る計画、実行、評価等を一貫して支援する「静岡県介護生産性向上総合相談センター」を開設します。
　開設に当たり、下記のとおり同センターの開所式を執り行います。

記

１　日　時　令和８年１月29日（木）午後１時30分～２時（予定）
２　場　所　株式会社東海道シグマ　会議室

（静岡県静岡市葵区御幸町８－１　ＪＡＤＥビル８階）
３　出席者　別紙　出席者一覧のとおり

（塚本副知事、静岡県議会厚生委員会委員長、静岡県老人福祉施設協議会会長　ほか14人）
４　内　容　（１）主催者挨拶
　　　　　　（２）来賓祝辞
　　　　　　（３）来賓紹介
　　　　　　（４）センター事業説明
　　　　　　（５）看板除幕
　　　　　　（６）写真撮影
　　　　　　　　※式典終了後、機器展示を開催



提 供 日 2026/01/22

タイトル 委託先のメール送信誤りによる個人情報漏えい事
案の発生

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港管理課空港調整室

連 絡 先 高柳

TEL 0547-37-7300

１　要旨
　　令和８年１月20日、県の委託先がメールの試験配信を行った際、受信者が他の受信者を判別できない方式で送信すべきところ、機器の設
定を誤り、地域住民９名を含む全ての受信者のメールアドレスが表示される方式で誤送信し、個人情報漏えい事案が発生した。
　　同メールは、県発注工事の施工中及び完了後に、土石流等が発生した場合、異常を感知する機器と連動し関係者及び地域住民に配信する
ためものであり、今回はその試験配信であった。
　　なお、漏えいした情報はメールアドレスで、その他の情報は含まれていない。

２　概要
(1)送信日時　令和８年１月20日（火）正午

(2)送信先
　　対象工事下流域の町内会住民９名、県職員９名、委託先及び機器製造元社員３名、所属メール２課室

　(3) 漏えいした情報
　　ア　対象工事下流域の町内会住民のメールアドレス：９件
　　イ　空港管理課及び空港調整室職員のメールアドレス（私用）：９件　
　　ウ　委託先及び機器製造元社員のメールアドレス（公用）：３件

　(4) 問題の認知
　　　令和８年１月20日（火）正午、空港調整室職員が所属メールアドレスに配信されたメールを確認した際に気付き判明

　(5) 委託先に対する個人情報取扱いに関する規定
　　　委託契約において、契約による業務を処理するため個人情報を扱う場合は、個人情報の保護に関する法律（平成15年５月30日法律第
57号）等関係法令に基づき、個人情報の漏えい、滅失、改ざんまたはき損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じな
ければならないと規定している。

３　対応
・同日、午後０時40分頃、空港調整室は、住民代表（町内会長）に対して電話にて謝罪。
・同日、午後３時40分頃、空港調整室は委託先とともに町内会長を訪問、謝罪とともに業者の対応を説明。
・同日、午後６時30分までに、委託先から地域住民９名に対してメールにて謝罪とメールの削除を依頼。

４　再発防止
県は、委託先に対して、個人情報が含まれるメール送信時のダブルチェックを徹底するなどの再発防止策を講じ、個人情報の適切な取

扱いを徹底するよう指導した。



提 供 日 2026/01/22

タイトル 【参加者募集】しずおかカーボンニュートラル金
融コンソーシアム　令和７年度報告会を開催しま
す！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

【 参加者募集】

し ずおかカ ーボンニュ ート ラ ル金融コ ンソ ーシアム

令和７ 年度報告会を開催し ます！

県内全ての地方銀行・信用金庫、経済団体、大学、行政機関等で構成する産官学金連携組織「しずおかカーボンニュートラル金融コン
ソーシアム」 令和７年度報告会を開催します。
　当日は報告会に加え、株式会社ウエストホールディングス執行役員　池田祐一氏による講演会を開催します。

＜報告会概要＞　　　　

日時 令和８年２月１９日（木）１３：３０～１５：３０

会場
静岡県男女共同参画センター「あざれあ」　５０１会議室
（静岡市駿河区馬渕１丁目１７－１）

内容

１　環境省　製品・サービスのカーボンフットプリントに係るモデル事業（地域人材育成支援）報告
▷ 静岡銀行　コーポレートサポート部　法人ソリューション営業グループ
グループ長　鈴木　達也　氏

『日本のアルミが価値を帯びる未来に向けて』
▷ 山一金属株式会社　経営企画部企画室　室長　岩崎　圭　氏

２　排出量取引制度の施行に係るアンケート調査報告
　　▷ 一般財団法人静岡経済研究所　研究員　田原　真一　氏
３　令和８年度静岡県補助事業の概要説明
４　講演会
　　“電気料金”が下がらない、ほんとうの理由

“脱炭素経営”を無視できない、ほんとうの理由　～ Insight Solution ～
▷ 株式会社ウエストホールディングス　執行役員
株式会社ウエストエネルギーソリューション

　　　取締役　営業企画本部　本部長　池田　祐一　氏

申込 下記ＵＲＬよりお申し込みください。（ 事前申込制、 入場無料）
ＵＲＬ：https://forms.gle/LDLGs2hj8nZ1ryPy6

＜問合せ先＞

しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム事務局（一般社団法人静岡県環境資源協会） 
Tel：054-270-6165　　E-mail：kankyou@siz-kankyou.or.jp

chirashi.pdfchirashi.pdf

https://forms.gle/LDLGs2hj8nZ1ryPy6
mailto:kankyou@siz-kankyou.or.jp


提 供 日 2026/01/22

タイトル 補償確認書締結式を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局、広聴広報課

TEL 054-221-2421､054-221-2265

　　　　　　　　　補償確認書締結式を開催します

１　概要
　　リニア中央新幹線工事に伴い、大井川の水利用に影響が生じた場合の補償の
　対応に関して、県とＪＲ東海との間で確認事項についての合意が調いましたの
　で、国土交通省による立会いの下、署名締結式を次のとおり開催します。

２　日時・会場

　　日時：令和８年１月24日（土）11:00～

　　会場：県庁本館４階　特別会議室

３　出席者

　＜締結者＞　静岡県　鈴木康友　知事

　　　　　　　東海旅客鉄道株式会社　丹羽俊介　代表取締役社長

　＜立会人＞　国土交通省　水嶋智　事務次官

　＜同席者＞・大井川流域（島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、袋井市、

　　　　　　　御前崎市、菊川市、牧之原市、吉田町、川根本町）の市町長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理出席を含む）

　　　　　　・利水団体の長（代理出席を含む）

４　次第

　（１）開会

　（２）挨拶（鈴木知事、丹羽代表取締役社長、水嶋事務次官）

　（３）署名

　（４）写真撮影

　（５）閉会

５　取材対応

　　・締結式は公開で行います。締結式終了後、囲み取材を行います。

　　・取材を希望される場合は、別添「取材要領」をご確認いただき、１月

　　　23日（金）14時までに、「取材申込書」により、総務部広聴広報課宛

　　　にメールまたはＦＡＸにてお申し込みください。

　　・事前申込みのない方による取材はお断りします。

６　お問い合せ

　　リニア中央新幹線に係る静岡県の取組に関すること

　　　静岡県くらし・環境部環境局　054－221－2421

　　

　　取材申込みに関すること

　　　静岡県総務部広聴広報課　054－221－2265



提 供 日 2026/01/22

タイトル 【時間決定】知事が、赤澤経済産業大臣に対し、
中部電力の不正行為に係る申し入れを行います。

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-2729

１　要　旨

　　知事が、赤澤経済産業大臣に対し、中部電力の不正行為に係る申し入れを行い

　ます。

２　概　要

（１）日時　令和８年１月23日（金）14 時55 分 から15 時10 分 まで

（２）場所　経済産業省 本館11階 大臣室

（３）申し入れ内容

　　　中部電力株式会社に対する然るべき指導及び監視　等

（４）取材にあたっての留意点

　　・取材を希望される方は会社名、氏名（かな入り）、電話番号を

　　　１月22日（木）午後２時までに、原子力安全対策課へ御連絡ください。

　　・ムービー撮影（ENGカメラ）は、取材希望社の中から代表取材とさせていただ

　　　きます。取材を希望されるテレビ社は、経済産業省広報室国内報道班に

　　　メールにてご登録ください。

　　　登録アドレス：bzl-kokunai-houdou@meti.go.jp 

　　　登録期限：1月22日（木）17:00

　　・当日は、開始10分前までに本館10階西１広報室前にお集まりください。

　　・公開は、知事の冒頭発言とそれに対する経産大臣の返答までとなります。

　　・終了後 （15 時15 分 から15 時25 まで ）、本館１階ロビー（中庭側）で、

      ぶら下がり取材対応をします。　

　　・取材にあたっては、経済産業省の案内に従っていただくようお願いします。

（５）問合せ先

　　　危機管理部原子力安全対策課

　　　ＴＥＬ：054-221-2729

mailto:bzl-kokunai-houdou@meti.go.jp


提 供 日 2026/01/22

タイトル 令和８年度静岡県・磐田市・袋井市・森町総合防
災訓練全体説明会の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-3600

～令和８年度静岡県・磐田市・袋井市・森町総合防災訓練

の全体説明会を開催します～
１　要　旨

　　令和８年度の総合防災訓練（実動訓練）は、令和８年11月15日（日）に、県と磐

　田市、袋井市、森町との共催により実施します。

　　この訓練に向け、参加する防災関係機関、自主防災組織等との情報共有を図るため、

　以下のとおり全体説明会を開催します。

２　日　時

　　令和８年１月27日（火）午後２時から３時まで（予定）

　　

３　場　所

　　磐田市民文化会館「かたりあ」（磐田市上新屋678-1）

４　参加予定機関

　　自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、

　消防、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機関、土木・建築関係機関、ボラン

　ティア団体、自主防災組織ほか

５　内　容

（１）挨拶（予定）

　　ア　磐田市長　草地　博昭

　　イ　袋井市長　大場　規之

　　ウ　森町長　　太田　康雄

　　エ　静岡県危機管理監　酒井　浩行

（２）令和８年度静岡県・磐田市・袋井市・森町総合防災訓練概要（案）について

（３）その他

（参考）総合防災訓練の概要

　（１）訓練のメインテーマ

　　　　みんなで高めよう中遠の防災力

　　　　～　自助、共助、公助により南海トラフ地震に備える　～

　（２）重点訓練項目

　　　・物資の各輸送拠点等から避難所までの円滑な輸送・配送・受入れ

　　　・災害拠点病院等における医療救護体制の確立

　　　・防災関係機関と密接に連携した実動能力の確認

　　　・沿岸地域や中山間地域の特性に応じた訓練（能登半島地震における教訓への対応）

　　　・多様性を考慮した避難所等の開設・運営

　　　・防災関係機関や民間企業、ボランティア等と連携した訓練及びドローン等デジ

　　　　タル技術を活用した訓練

　　　・地域防災力を担う次世代及び外国人県民の積極的な参画

＜問合せ先＞
【総合防災訓練（実動）全般に関すること】

　・静岡県危機管理部危機対策課　梶、吉田

　　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２

　・静岡県西部地域局危機管理課　中野、進士

　　　　　電話０５３８－３７－２２００　ＦＡＸ０５３８－３７－２７６４

【各会場での訓練に関すること】

　・磐田市危機管理課　　　　　　甚沢、飯田

　　　　　電話０５３８－３７－２１１４　ＦＡＸ０５３８－３２－０１７７

　・袋井市危機管理部危機管理課　近藤、山田



　　　　　電話０５３８－８６－３７０３　ＦＡＸ０５３８－８６－５５２２

　・森町危機管理課　　　　　　　中山、名倉

　　　　　電話０５３８－８５－６３０２　ＦＡＸ０５３８－８５－５２５９



提 供 日 2026/01/22

タイトル マイナンバー情報個別データ点検の結果について

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2082

１　要旨
　国のガイドラインに従い、令和５年度のマイナンバー情報総点検（※）で個別データ点検の対象とならなかった事務を対象に独
自点検を実施した結果、 ２ 事務 において 計130 件 のマイナンバー 誤登録 が 判明 した。
　なお、該当の２事務では、１つは他の自治体に個人情報を提供しておらず、もう１つは個人を特定可能とする情報をやり取りし
ていないため、 個人情報 の 漏 えいはなかった。

※マイナンバー総点検：マイナポータルで閲覧可能な全データについて、令和５年度に国主導で実施した点検。マイナンバーの紐
付け方法の業務実態を調査し、紐付け方法が適切でない事務について個別データ点検を実施した。静岡県では、身体障害者手帳ほ
か３事務において計195件の誤登録が判明した。

２　点検結果の概要
(1) 対象
　他の地方自治体との情報連携（副本登録又は宛名登録）を実施している８事務（約756,800件）を対象に、システムに登録され
たマイナンバーとマイナンバーに紐付けられた個人情報が正しいかを点検した。
・生活保護
・高等学校等就学支援金
・特別児童扶養手当
・障害児福祉手当・特別障害者手当・経過的福祉手当
・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律による入院措置・費用徴収
・難病患者支援
・職業転換給付金
・特別支援教育就学奨励費

(2) 結果
　以下の２事務において誤登録が判明した。

事務（所管課） 誤りの内容 件数 事務への影響

・所管課においてシステム登録作業時に、別人のマ
イナンバーを登録

94件高等学校等就学支援金
（私学振興課）

・申請者のシステムへの誤入力により、家族（配偶
者又は子）のマイナンバーを登録

31件

・支給認定の誤りなし

特別児童扶養手当
（障害福祉課）

・申請書類の誤記載により、家族（配偶者又は子）
のマイナンバーを登録

５件 ・資格判定の誤りなし

計 130件

３　対応及び再発防止策
　誤登録が判明したデータについては速やかに修正するとともに、今後は国のガイドラインに基づきマイナンバー新規登録時の確
認を徹底する。

＜問合せ先＞
・点検結果の概要：デジタル戦略課（電話　054-221-2082）
・各事務における誤りの内容等
　高等学校等就学支援金：私学振興課（電話　054-221-3528）
　特別児童扶養手当：障害福祉課（電話　054-221-3354）



提 供 日 2026/01/23

タイトル パラリンピック３大会日本代表で銅メダリストの
アスリートによる体育授業を行います！

担　　当 教育委員会 西部特別支援学校

連 絡 先 副校長　堀川　朋子

TEL 053-436-1370

パラリンピック３大会日本代表で銅メダリストのアスリートによる
体育授業を行います！（スポーツ庁「アスリート派遣事業」）

　スポーツ庁の「アスリート派遣事業」により派遣された、パラリンピック３大会日本代表で2016リオパラリンピック陸上男子
4×100mリレー（T42-47）銅メダリストのアスリート多川知希さんによる体育授業を行います。
　肢体不自由特別支援学校である本校の高等部生徒が、車椅子に乗ったままできる体づくり運動や、投てき種目等について学び、
分かる・できるを体感することで、自ら運動する意欲を高めることをねらいとしています

１　日　時
　　令和８年１月29日（木）13:25～15:10

２　会　場
　　静岡県立西部特別支援学校　体育館（浜松市中央区根洗町597番地の１）

３　内  容（予定）
　　車椅子に乗ったままできる体つくり運動やボールを使った運動、フリスビー等
　の投てき種目に挑戦します。

４　参加者
　　西部特別支援学校　高等部生徒　13人

５　その他

西部特別支援学校ホームページ 西部特別支援学校インスタグラム

６　問合せ先
　　静岡県立西部特別支援学校 
　　担　当：副校長　堀川　朋子
　　電　話：053-436-1370
　　メール：seibu-sh@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:seibu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2026/01/23

タイトル 清水地区の高等学校・特別支援学校５校のコラボ
作品展開催！

担　　当 教育委員会 清水特別支援学校

連 絡 先 副校長　鈴木啓和

TEL 054-368-6800

～地域に発信　とどけ！高校生の学びと想い～
清水地区の高等学校・特別支援学校５校のコラボ作品展開催！

　清水地区の高等学校（清水東、清水西、清水南、清水桜が丘高等学校）、清水特別支援学校の５校合同で作品展や探究学習の発表、
作業製品の販売などを行います。清水区公認キャラクター「シズラ」も登場し、10周年記念メモ帳の販売も予定しています。

このイベントは地域への日頃の学習成果の発表機会を提供し、児童生徒間の交流促進を目的としています。

１　日　時
　　令和８年１月31日（土）11:00～14:00

２　会　場
　　清水クロス（静岡市清水区真砂町5-22）

３　内  容
    清水東高等学校・清水特別支援学校の探究学習発表
    清水特別支援学校の作業製品販売会
    清水区公認キャラクター「シズラ」の記念メモ帳販売（＊本人登場あり）

４  参加者
　　生　徒：22人（清水東６、清水西６、清水南５、清水特支５）
　　教　員：12人
　　その他：参観者あり

５  問合せ先
　　静岡県立清水特別支援学校
　　担　当：副校長　鈴木　啓和
　　電　話：054－368－6800

静　岡　県　教　育　委　員　会　　



提 供 日 2026/01/23

タイトル 令和８年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）
（早期試験）募集開始

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2276

　
　　　令和８年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）（早期試験）募集開始

１　令和８年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）（早期試験）の概要
　　令和８年度に実施する 静岡県職員採用試験 （ 大学卒業程度 ） の 早期試験について、３月２日(月）から募集を開始します。

○試験の概要

職　種 採用予定者数 申込期間 第１次試験 第２次試験 最終合格発表

土　木 17人

農　業　 ３人

林　業 ６人

農業土木 ７人

建　築 ２人

薬剤師 ４人

保健師 ２人

電　気 １人

電気（研究） ２人

機　械 １人

機械（研究） １人

工業化学 １人

職業訓練指導員
（機械） １人

職業訓練指導員
(情報技術) １人

計 49人

３月２日(月)
～３月20日(金)

４月19日(日)

・能力検査ＳＰＩ３

・専門試験

５月18日(月)
～５月29日(金)
の指定する日

・論文試験(※)
・適性検査
・集団討論
・面接試験

※第１次試験で
実施し、第２次
試験で採点

６月中旬

○早期試験の特徴

区　分 内　容

実施職種 対象職種を拡大して実施（R7：９職種　→　R8：14職種）
・電気（研究）、機械（研究）、工業化学、職業訓練指導員（機械・情報技術）を追加 

試験の方法
第１次試験では、基礎能力試験の代わりに、多くの民間企業の採用活動で使用されている能力
検査「ＳＰＩ３」を実施

会　場 第１次試験は、静岡会場に加えて東京会場でも実施

実施時期
従来の県職員採用試験よりも早く試験を実施し、合格者を決定
・従来の試験：１次試験 ６月、最終合格発表 ８月 

２　その他

静岡県職員採用情報ホームページで随時新しい情報を提供しています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html


提 供 日 2026/01/23

タイトル 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙の立候補届出
受付及びリハーサル

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　山口

TEL 054-221-2050

　第51回衆議院議員総選挙の公示日において、下記のとおり小選挙区選出議員選挙の立候補届出を受け付けます。
　また、受付事務を円滑に行うため、１月26日（月）に立候補届出受付リハーサルを実施します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　立候補届出受付
　(1)　日　時　　令和８年１月27日（火）
　　　　　　　　　（仮　　受　　付）午前８時から午後８時30分の間
　　　　　　　　　（立候補届出受付）午前８時30分から午後５時までの間　 
　(2)　場　所　　県庁別館２階第一会議室

２　立候補届出受付リハーサル
　(1)　日　時　　令和８年１月26日（月）　午後３時30分から
　(2)　場　所　　県庁別館２階第一会議室
　(3)　参加者　　静岡県選挙管理委員会書記長及び書記
　(4)　内　容　　ア　あいさつ（静岡県選挙管理委員会書記長）
　　　　　　　　 イ　立候補届出受付リハーサルの実施
　　　　　　　　　 ・仮受付
　　　　　　　　　 ・立候補届出受付順序決定のくじの実施
　　　　　　　　　 ・立候補届出受付
　　　　　　　　　 ・候補者資材受付



提 供 日 2026/01/23

タイトル 都市計画決定のための公聴会の開催について

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

１　都市計画の種類及び名称

　　湖西都市計画道路　１・３・１号　浜松湖西豊橋道路　　　

２　公聴会において意見を聞こうとする原案の概要

　　広域交通拠点へのアクセス時間短縮による交通機能の向上、速達性や定時性の向上による物流交通の発展、災害時における円滑な救援活動及び支援物資輸送の

確保といった都市防災機能の充実により、円滑で安全な都市活動を支え、都市の利便性向上を図るため、湖西都市計画道路を変更する。

３　公聴会の日時、開催場所及び原案の閲覧期間等

都市計画区域
（関係市町）

開催日時 会場 原案の閲覧期間

湖西

（湖西市）

令和８年３月17日（火）

午後１時30分から

湖西市健康福祉センター

おぼと　３階研修室

令和８年２月27日（金）から

令和８年３月10日（火）まで

４　原案の閲覧場所

　　静岡県交通基盤部都市局都市計画課（静岡市葵区追手町９番６号）及び湖西市都市政策課窓口

※原案の概要は、静岡県交通基盤部都市局都市計画課のホームページ（下記アドレス）で閲覧可

　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003591 /index.html

５　公述の申出手続

(1)　公述申出提出方法

公聴会において意見を述べようとする者は、公述申出書（様式第１号）に必要事項を記載し、別紙に意見の要旨及びその理由を記載したものを添付して、静岡県

交通基盤部都市局都市計画課に郵送又は持参にて提出すること。

※公述申出書の様式は、上記の都市計画課ホームページでダウンロードできる。

(2)　公述申出締切日

原案の閲覧期間の最終日　令和８年３月10日（火）午後５時15分必着

   (3)　公聴会における公述

公述申出書を提出した者は、公聴会に出席して、事前に提出した書面の内容に準拠して意見を述べることができる。ただし、同種の意見を有する者が多い場合

は、人数及び時間を制限することがある。

６　公聴会の傍聴

　　公聴会の傍聴を希望する者は、公聴会当日会場に直接来場するものとし、先着順に会場の定員まで受け付ける。

７　公聴会の中止

　　公述申出締切日までに公述の申出がなかった場合は、公聴会を中止する。公聴会開催の有無については、公述申出締切日の次営業日以降に下記８に問い合わせ

のこと。

８　問い合わせ先

　　静岡県交通基盤部都市局都市計画課

（〒420－8601　静岡市葵区追手町９番６号　電話番号 054－221－3062）

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003591/index.html


提 供 日 2026/01/23

タイトル 貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを
知事に贈呈

担　　当 経済産業部 農業局農産振興課

連 絡 先 みかん特産班

TEL 054-221-3299

üi要旨）
１月下旬から２月にかけて出荷が本格化する貯蔵みかんをＰＲするため、第60回静岡県貯蔵ミカン品評会で受賞した貯蔵みかんを知事に

贈呈する。

（概要）
１　日時・場所

令和８年１月28日（水）午後２時15分～２時30分・知事室（県庁東館５階）

２　贈呈品
　　「第60回静岡県貯蔵ミカン品評会」農林水産大臣賞受賞者のみかん
　　（220点の出品物の中から選ばれた最上位）

３　訪問者
　　品評会入賞10点のうち、上位４名が訪問

優秀賞 受賞者名 農協名
農林水産大臣賞 髙橋　誠 JAみっかび
農林水産省農産局長賞 外山　豊 JAみっかび
農林水産省関東農政局長賞 清水　徳仁 JAみっかび
静岡県知事賞 永田　貴彦 JAみっかび

（参考）
○貯蔵みかんについて

　　　　12月に収穫後、貯蔵庫で長期間保存し、年明けから３～４月頃まで出荷されるみかんは、「貯蔵みかん」と呼ばれ、貯蔵により酸が減少
し、甘味と酸味のバランスがとれた味わいになるといった特徴がある。

○本県のみかん生産の状況
　　　　本県のみかんは、産出額が326億円（令和６年）で全国第２位であり、県の農業産出額の約16％を占める主要な農産物の一つである。
　　　特に、12月に収穫・貯蔵し、年明けからの出荷が本格化する貯蔵みかんは、全国トップクラスの品質を誇り、高い単価で取引されている。

露地みかんの販売状況（令和５年産）
販売量シェア（%） 平均単価（円/kg）

9-12月 1-4月 9-12月 1-4月
静岡県 9 45 291 475

和歌山県 27 23 308 342
愛媛県 24 6 303 353

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：令和５年産柑橘販売年報（日本園芸農業協同組合連合会）



提 供 日 2026/01/23

タイトル 農業法人誘致セミナーを開催します！

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 経営基盤強化推進班

TEL 054-221-2733

～農業やるなら静岡県！！農業法人等の県内参入を促進～

「農業法人誘致セミナー」を開催

県は、市町や関係機関と連携し、県内外の農業法人誘致に取り組んでいます。
本県への進出に関心がある全国の農業法人等を対象に、参入可能な農地を具体的に紹介するセミナーを開催します。

１　ポイント
・セミナーでは、誘致に積極的な５市（御殿場市、裾野市、静岡市、焼津市、藤枝市）が、具体的な農地の現況、周辺環境等を紹介
・興味をもった農業法人等には、県及び市が候補地とのマッチング等を伴走支援

２　セミナー概要
名　称 令和７年度静岡県農業法人誘致セミナー
主　催 静岡県農業法人誘致推進連絡会

※

日　時 令和８年１月29日（木）　午後１時30分から３時まで

会　場
静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
10階　1001-2会議室（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）
※ＷＥＢ配信併用（申込者に視聴用URLを送付）

内　容

・静岡県における農業法人誘致の取組
・候補地情報等の提供

※

　※各市が誘致を推進している具体的な農地を紹介
　（御殿場市、裾野市、静岡市、焼津市、藤枝市）

参加予定
・全国の農業法人、生産者、一般法人　等
・県内農業関係機関（静岡県農業振興公社、静岡県農業会議等）

約70人（ＷＥＢ参加含む）
※静岡県農業法人誘致推進連絡会とは・・・
　農業法人の誘致を一体的に推進するため令和５年５月に設立
　・構成員：静岡県、35市町、(公社)静岡県農業振興公社、協力機関(ＪＡ、静岡県農業会議、金融機関等)



提 供 日 2026/01/23

タイトル 【取材依頼】地域農業の指導的役割を担う、農業
経営士、青年農業士会の総会、全体研修会が開催
されます。

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 革新支援班

TEL 054-221-3290

【取材依頼】地域農業の指導的役割を担う、農業経営士、青年農業士会の総会、全体研修会が開催されます。

１　趣旨
　地域農業の指導的役割を担う農業経営士と、将来の地域農業の推進者となる青年農業士の総会と研修会を開催します。
　研修会では、記念講演としてラジオDJの高橋正純　氏から講話をいただくなど、研鑽を深めていくこととしています。

２　概要
（１）日時　令和８年１月27日（火）13：30～16：45
（２）場　所　グランディエール　ブケトーカイ４階（静岡市葵区紺屋町17-1）
（３）日程
　　13：30～14：45　静岡県農業経営士協会通常総会　　（４階シンフォニー２）
　　　　　　　　　　静岡県青年農業士会通常総会　　　（４階ワルツ）
　　　　　　　　　　※各総会別室で同時進行
　　15：00～16：45　全体研修会　　　　　　　　　　　（４階シンフォニー１）
　　　　　　　　　・平木副知事挨拶 
　　　　　　　　　・記念講演 
　　　　　　　　　「いつでも、どこでも、仕事脳～起きて寝るまでネタ探し～」
　　　　　　　　　　ラジオDJ　高橋　正純　氏
　　　　　　　　　・その他情報提供
　　　　　　　　　　静岡県農業共済組合、県庁３課（農業ビジネス課、食と農の振興課、
　　　　　　　　　　お茶振興課）
 ＊当日の進行によっては、時間が前後する場合がありますので、御了承ください。
（４）出席者　農業経営士110名、青年農業士40名

【参考】
　●静岡県農業経営士協会
　地域の農業者の目標像となり、農業の担い手の育成に指導的役割を担う農業者として県知事が認定した「農業経営士」で構成する。令和８年１月14日時
点の会員数は265名。　　
　●静岡県青年農業士会
　地域農業の次世代を担う青年農業者として、県知事が認定した「青年農業士」で構成する。令和８年１月14日時点の会員数は108名。



提 供 日 2026/01/23

タイトル ～２月２日より補助金の申請受付開始～令和7年台
風第15号により被害を受けた中小企業者等を支援
します！

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 商工振興班

TEL 054-221-2512

令和７年台風第15号により被害を受けた中小企業者等を支援します！
～被災中小企業再建支援事業費補助金を２月２日より申請受付～

　県では、令和７年９月に発生した令和７年台風第15号により被害を受けた中小企業者等の再建を支援する「被災中小企業再建支援事業費
補助金」の申請受付を、 ２月２日（月）より開始します。
　また、申請受付開始に先立ち、 １月26日（月）より事務局を開設し、事業者の皆様からのお問い合わせに対応します。

１　事務局（静岡県被災中小企業再建支援事業費補助金事務局）
（１）開設日時：令和８年１月26日（月）午前９時

（２）対応時間：午前９時から午後５時まで（土日、祝日除く）

（３）住所、電話番号、メールアドレス
　　 〒420-0857　静岡市葵区御幸町６ 静岡セントラルビル９階（（株）日本旅行 静岡支店）
　　 電話番号：050-3816-1872
　　 メールアドレス：shizuoka.shien@ibt.cc.jp

２　申請受付（令和８年２月２日（月）より開始）
（１）申請方法：電子申請フォームにより関係書類を提出
　　　　　　　　　電子申請フォームへのリンクは、県ホームページに掲載
　　　URL:https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shienhojokin/1078657.html

（2）申請手引き、Q＆Ａ、申請様式の入手方法：上記の県ホームページよりダウンロード

３　補助金の制度概要

補助対象者

以下の１、２の要件をどちらも満たす中小企業者及び小規模事業者
１ 災害救助法が適用された10市町に事務所等が所在し、台風により施設及び
　 機械設備等が被害を受けたこと。
２ 事業完了までにBCP又は事業継続力強化計画を策定すること。

補助対象経費
・施設：事務所、工場、事業場、倉庫、店舗等の修繕に要する経費
・設備：償却資産として計上する機械設備の修理・購入に要する経費
・車両：業務用車両の修理・購入に要する経費

補助額 上限200万円（下限50万円） 

補助率 中小企業者：１／２、小規模事業者：２／３

申請期間 １次：令和８年２月２日（月）～令和８年３月10日（火）
２次：令和８年５月８日（金）～令和８年６月30日（火）

※災害救助法適用市町：静岡市、伊東市、島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御前崎市、

　　　　　　　　　　　　　　　　菊川市、牧之原市、榛原郡吉田町

mailto:shizuoka.shien@ibt.cc.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shienhojokin/1078657.html


提 供 日 2026/01/23

タイトル 静岡県エネルギー戦略推進会議 令和７年度第３回
会議

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

静岡県エネルギー戦略推進会議を開催します

１　要　旨
　　静岡県のエネルギー総合戦略の見直しについて議論していただくため、
  「静岡県エネルギー戦略推進会議　令和７年度第３回会議」を開催します。

２　日　時　　令和８年２月２日（月）15時から

３　会　場　　静岡県庁別館９階特別第二会議室

４　出席者
　（１）静岡県エネルギー戦略推進会議委員（敬称略）
　　　　柏木　孝夫（東京科学大学名誉教授）
　　　　齋藤　隆之（静岡大学名誉教授）
　　　　竹内　純子（東北大学特任教授）
　　　　中井　俊裕（静岡大学客員教授）
        井上　隆夫（一般社団法人静岡県環境資源協会事務局長）
　　　　勝呂　恭正（静岡ガス(株)執行役員経営戦略本部長）
　　　　鳴松　功安（鈴与商事(株)取締役
　　　　　　　　　（エネルギーシステム事業・電力事業・ＧＸ企画担当））
　　　　寺田　健司（しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム会長
　　　　　　　　　（(株)静岡銀行理事コーポレートサポート部長））
　　　　三須　敏郎（企業脱炭素化支援センターセンター長）
　　　　望月　英二（次世代自動車センター浜松センター長）

　（２）県
　　　　経済産業部長ほか

５　議　題
　　エネルギー戦略（案）について

６　会議の公開
　・傍聴については、当日の14時30分から受付します。



提 供 日 2026/01/23

タイトル しずおかマリッジ非会員向けヨガイベントの参加
者募集中！

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
非会員向けヨガイベントの参加者募集中！

　県と市町が運営する公的な結婚支援拠点「しずおかマリッジ」では、非会員の未婚女性を対象とした特別ヨガイベントを開催し
ます。
　Instagramで3.2万人のフォロワーを持つ人気ヨガ講師Emiko先生を招き、「自律神経を整えて良縁を掴むヨガ講座」と題し、
心身を癒しながら新たな出会いへの一歩を応援します。

１　開催概要
イベント名 しずマリ特別イベント

Emiko先生と学ぶ！自律神経を整えて良縁を掴むヨガ講座
日時 2026年２月７日（土）
会場 日蓮宗 蓮長寺（静岡市葵区沓谷1344-13）

内容等
（予定）

【第1部】
13:30 受付開始
13:45 イベント開始 オリエンテーション
13:55 Emikoヨガ 、自分をいたわる「マインドフルネスヨガ」
15:10 しずマリ紹介
15:20 終了

【第2部】
15:40 受付開始
15:55 イベント開始 オリエンテーション
16:05 Emikoヨガ 、自分をいたわる「マインドフルネスヨガ」
17:20 しずマリ紹介
17:25 終了

募集対象 未婚の女性（年齢制限なし）※一人参加歓迎
各回30名程度

参加費用 無料
申込み方法 しずおかマリッジのイベントページより申込みください

※申込み期限２月４日（水）まで先着順
https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=299

２　イベントのポイント
　・静岡で人気のヨガ講師・Emiko先生が直接指導！
　・「自律神経×良縁」の特別プログラム、ヨガ初心者も大歓迎！
　・会場は静鉄長沼駅から徒歩15分「日蓮宗 蓮長寺」でデジタルデトックスも♪

３　しずおかマリッジ概要
・県と３５市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が結婚を希望する方を
　支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
8,352件 2,812件 459件 106件

（※令和７年12月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=299


提 供 日 2026/01/23

タイトル しずおかマリッジ
駿府城公園で婚活イベントを開催

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
駿府城公園で婚活イベントを開催

　「しずおかマリッジ」では、静岡市、焼津市、藤枝市と連携し、
今年度５回目の県と市町との連携による婚活イベントを、駿府城公園（静岡市）で開催します。

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」市町連携出会いイベントVol.５

駿府城公園内の紅葉山庭園で
～ティーインストラクターによる美味しい紅茶の淹れ方婚活♪～

日時 2026年1月31日（土）
会場 駿府城公園内【紅葉山庭園】
内容等
（予定）

13:30　受付開始
13:45　オリエンテーション、自己紹介
14:00　おいしい紅茶の入れ方教室
15:00　個別トーク
16:00　マッチング
16:20　終了

参加者概要 （募集）25歳～35歳前後の会員男女各８人（計16人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=304

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和８年１月29日（木）までに
　　　　　　こども政策課（054-221-2037）に連絡をお願いします。
　　　　　　当日の担当者連絡先をお伝えいたします。
【当日受付】駿府城公園に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、近隣のコインパーキングを御利用ください。
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について
　　　　　　（御協力のお願い）」に沿った取材・報道の実施に御協力ください。

３　イベント開催実績
日程 イベント名 参加者 マッチング

６月21日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.1
苔テラリウムと茶の都ミュージアム散策

男性７名
女性３名

1組

７月12日 しずマリ大型マッチングVol.1
ハートクチュール婚活IN静岡

男性24名
女性23名

12組

７月27日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.２
可睡斎の風鈴祭り散策と風鈴絵付け

男性10名
女性８名

2組

10月13日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.3
楽寿園内の梅御殿で木製ランタン作り

男性９名
女性９名

１組

11月24日 大きな出会いのチャンス、ハートコレク
ション恋活♡IN浜松市

男性22名
女性12名

５組

１月12日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.４
プラザきくる（菊川市）で恋のアクセサ
リーづくり

男性10名
女性７名

２組

４　しずおかマリッジ概要
・県と３５市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が結婚を希望する方を
　支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
8,352件 2,812件 459件 106件

（※令和７年12月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=304


提 供 日 2026/01/23

タイトル 防犯まちづくり講座の開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3714

　防犯まちづくりに関する知識・技能を学ぶ

防犯まちづくり講座を開催します!

　県では、県民が防犯まちづくりに関する知識・技能を学び、安全で安心なまちづくりに活かしていただくため、防犯まちづくり
活動に取り組んでいる方や興味・関心がある方などを対象に「防犯まちづくり講座」を開催します。

１　日　時：令和８年１月24日（土）
午後２時00分から午後４時00分まで（受付：午後１時30分から）

２　場　所：静岡県男女共同参画センターあざれあ　４階第１研修室
　　　　 （所在地：静岡市駿河区馬渕１－１７－１）

３　講　師：清永　奈穂氏
（日本女子大学学術研究員、(株)ステップ総合研究所長、NPO法人体験型
　安全教育支援機構理事長、安全教育論、教育社会学、犯罪学、他）

４　テーマ：「災害時の防犯対策」
　　　　　　災害時にどのような犯罪が起きるか、犯罪の被害に遭わないための備
　　　　　　え、被害に遭った時の対処方法等の総合的な防犯対策を理論と実践で
　　　　　　学びます。

５　参加者：防犯まちづくり活動に取り組んでいる方等　40名程度

６　その他：中止する場合は当日10時までにくらし交通安全課ホームページで公表
　　　　　　します。
　　
　　（URL）
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/bohanmachizukuri/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/bohanmachizukuri/index.html


提 供 日 2026/01/23

タイトル 令和７年度静岡県指揮官会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-3600

～令和７年度静岡県指揮官会議を開催します～

　知事と、災害時等に自治体を支援する各機関の指揮官が、平素からの連携強化を目的に一堂に会し、災害時の対応等について意見交換

する「静岡県指揮官会議」を開催します。

１　開催日時　令和８年２月４日（水）15:00から17:00まで

２　会場　航空自衛隊浜松基地南地区（浜松市中央区西山町無番地）

３　出席者（予定）　

　○静岡県：知事、副知事、危機管理監、危機管理部長、各地域局長ほか

　○自衛隊：陸上自衛隊　富士学校長、各駐屯地司令ほか

　　　　　　海上自衛隊　横須賀地方総監

　　　　　　航空自衛隊　航空教育集団司令官、各基地司令ほか

　○その他：静岡県消防長会会長、静岡県警察本部警備部長、海上保安部長ほか

４　会議の概要

　・静岡県の地震被害想定（静岡県）

　・各機関の災害派遣活動等について（自衛隊、警察）

５　取材についてのお願い

　　基地での開催等の都合上、取材に制限がありますことを予め御了承願います。

（１）浜松基地内での取材対応については、南地区会議場に限定します。

（２）取材は、15:00から会議冒頭の撮影（知事あいさつ他20分程度）及び会議終了後

　　の17:10頃からの知事と自衛隊指揮官への囲み取材（10分程度）となります。

　　（出席予定：知事、陸自富士学校校長、海自横須賀地方総監、空自航空教育集団司

　　令官）

（３）会議冒頭撮影のみの場合は、基地正門まで係員が御案内します。

　　　また、会議冒頭撮影及び囲み取材の両方を取材する場合は、待機場所へ係員が御　　

　　案内した後、囲み取材場所へ御案内します。

（４）取材希望者は、事前に別添様式（浜松基地）「一時入門申請書」に所要事項を御

　　記入の上、危機対策課へ御提出ください。（締め切りは１月29日（木）12:00とし

　　ます。）

（５）当日は14:00に浜松基地正門に集合していただき、係員の御案内のとおりに行

　　動をしてください。

　　　御協力、よろしくお願いします。

＜問合せ＞

　　　静岡県危機管理部危機対策課　津島、吉田

　　　電話　０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ　０５４－２２１－３２５２



提 供 日 2026/01/23

タイトル 令和７年度静岡県一般会計補正予算の専決処分

担　　当 財務部 財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

１　要旨
　１月23日の衆議院解散に伴い、全額国庫支出金を財源とする衆議院議員選挙等
の執行経費について、知事専決処分として令和７年度静岡県一般会計予算の補正
を行った。

２　規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

令和７年度

区　分

補正前 専決
（R8.1.23）

累計

一般会計 1,401,156 2,461 1,403,617 

特別会計 948,894 － 948,894 

企業会計 88,404 － 88,404 

合　計 2,438,454 2,461  2,440,915 

３　内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

区　分 予算額 概　要

衆議院議員選挙等
執行経費

2,461 １月23日の衆議院解散に伴う衆議院議員
選挙等の執行経費



提 供 日 2026/01/25

タイトル 令和８年大相撲１月場所　
熱海富士関初優勝に関する知事コメント

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班　田平

TEL 054-221-3177

大相撲１月場所において、本県出身力士である熱海富士関が初優勝を果たされました。優勝に当たっての知事コメントは以下のとおりです。



提 供 日 2026/01/26

タイトル 第41回 日産 童話と絵本のグランプリ寄贈式

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画班

TEL 054-262-1246

第41回 日産 童話と絵本のグランプリ寄贈式

日産静岡会より、静岡県内の図書館に「日産童話と絵本のグランプリ」※の大賞受賞作品を計224冊寄贈していただきます。寄
贈された作品は、県内図書館に順次配布します。

１　日時　令和８年２月５日（木）13時30分より（寄贈式30分程度）

２　場所　静岡県立中央図書館　１階副館長室　（静岡市駿河区谷田53－１）

３　出席者
・日産静岡会　会長　藤田 健司（ふじた けんじ）様
・日産静岡会事務局　局長　竹内 秀昭（たけうち　ひであき）様
・静岡県立中央図書館　館長　髙橋 健二（たかはし けんじ）

４　受賞作品及び寄贈部数
(1) 第41回　童話の部　大賞受賞作品

『春風の魔法使い』作／紫野(しの)　112冊
(2) 第41回　絵本の部　大賞受賞作品
　『うらがわ　ともだち』作・絵／河原 久美子(かわはら くみこ)　112冊

５　スケジュール
(1) 寄贈の言葉　日産静岡会　会長　藤田 健司 様
(2) お礼の言葉　静岡県立中央図書館　館長　髙橋 健二
(3) 記念撮影

６　その他
取材いただける場合は、当日午前10時までに下記に御連絡ください。

　　静岡県立中央図書館企画振興課　電話：054-262-1246（担当 殿岡）

※【「日産童話と絵本のグランプリ」概要】
「日産童話と絵本のグランプリ」は一般財団法人大阪国際児童文学振興財団が主催し、日産自動車株式会社が協賛している、ア

マチュア作家を対象とした創作童話と絵本のコンテストです。今年度で第41回目となる同グランプリは、新人作家の登竜門と称さ
れ、大賞受賞作品はBL出版株式会社から出版、販売されます。
日産静岡会は、日産車を販売する事業者の会で、毎年同グランプリの受賞作品を寄贈いただいています。

静 岡 県 教 育 委 員 会



提 供 日 2026/01/26

タイトル 生徒が自ら企画し実現する「ドリーム・プロジェ
クト」報告会の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

　生徒が自ら企画し実現する「ドリーム・プロジェクト」報告会の開催

令和７年度に採択した13企画の特色ある取組内容を、初めての試みとしてプロジェクト実施報告会で発表します！

【日時】令和８年２月１日（日）午前10時20分～11時55分
【場所】常葉大学 静岡草薙キャンパス２階C206、C207、C208（駿河区弥生町6-1）

【ドリーム・プロジェクトとは】
（趣旨）

変化の激しい予測困難な現代において、 生徒 が 望 む 企画 を 生徒 の 手 で 立案 ・ 運営する経験をとおして自主性、自己肯定感、協調性及びリーダー

シップを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育成します。

（対象）

原則として静岡県立高校及び特別支援学校高等部に在籍する生徒

（業務内容）

・ 高校生 が 主体 となり 、 生徒自 らが 講演会 やワークショップ 等 を 企画 ・ 運営

・テーマ設定、内容の検討、講師選定及び調整、会場等の確保、広報や集客に関する業務

（令和７年度の採用状況）
　　・13校13企画

御殿場高校、裾野高校、沼津東高校、沼津特別支援学校愛鷹分校、沼津商業高校、
清水南高校、静岡農業高校、科学技術高校、静岡商業高校、焼津水産高校、
ふじのくに国際高校、天竜高校、湖西高校

【問い合わせ先】高校教育課学校づくり推進班（054-221-3152）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2026/01/26

タイトル 【訂正】静岡県の選挙人名簿登録者数（第51回衆
議院議員総選挙に係る選挙時登録） 

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

静岡県の選挙人名簿登録者数（令和8年1月26日_第51回衆議院議員総選挙に係る選挙時登録）

※　　２　市区町別、選挙区別の状況：静岡県選挙管理委員会のホームページアドレスと
　　　　添付資料：静岡県の選挙人名簿登録者数（第51回衆議院議員総選挙に係る選挙時登録）を訂正しました。（１月26日19時
30分訂正）

　静岡県選挙管理委員会が、令和8年1月26日現在で、県内の選挙人名簿に登録されている者の数について、下記のとおり取りまと
めた。
　選挙人名簿登録は、公職選挙法第22条の規定により、毎年3月、6月、9月及び12月の各1日並びに選挙を行う場合に、各市区町選
挙管理委員会において行うものである。

記

１　県全体の状況（前回衆議院議員総選挙時登録日(R6.10.14)との比較）
区
分

今回選挙時登録
（R8.1.26）　A

前回選挙時登録
（R6.10.14）　B

増減数
（A－B）

前回比（％）
（A/B×100）

男 1,454,686 1,469,221 △ 14,535 99.0%
女 1,504,598 1,519,860 △ 15,262 99.0%国内分
計 2,959,284 2,989,081 △ 29,797 99.0%
男 1,180 1,075 105 109.8%
女 1,501 1,345 156 111.6%在外分
計 2,681 2,420 261 110.8%
男 1,455,866 1,470,296 △ 14,430 99.0%
女 1,506,099 1,521,205 △ 15,106 99.0%合　計
計 2,961,965 2,991,501 △ 29,536 99.0%

２　市区町別、選挙区別の状況
　※静岡県選挙管理委員会のホームページ（午後４時頃に更新予定）を御覧ください。
　　　（https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/senkyo/index.html）※アドレス訂正済

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/senkyo/index.html


提 供 日 2026/01/26

タイトル 衆議院議員総選挙公示日に当たっての委員長談話

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　山口

TEL 054-221-2050

　第51回衆議院議員総選挙の公示日を迎えるに当たり、山本　正幸（やまもと　まさゆき）静岡県選挙管理委員会委員長及び大石　隆博（お
おいし　たかひろ）静岡県明るい選挙推進協議会会長の談話を公表します。

　公示日に当たっての談話

　第51回衆議院議員総選挙は、１月27日に公示され、２月８日に投票が行われます。

　選挙は、民主主義の基本をなすものであり、投票は、有権者が政治に自分の意思を表明

する大切な機会です。

　有権者の皆さまには、この選挙の意義を改めてご認識いただき、選挙運動期間を通じて、

候補者や政党等の政見、政策を十分に見極めた上で、投票日には棄権することなく投票

に参加されるよう、また、選挙当日、投票ができない場合には期日前投票を活用される

よう希望いたします。

　また、候補者や選挙運動関係者の皆さまは、選挙のルールを守り、明るくきれいな選挙を

実現することによって、有権者の皆さまの信頼と期待に十分応えていただきますよう望み

ます。

　　　令和８年１月27日　

　　　　　　　　　静岡県選挙管理委員会委員長　　山　本　正　幸

　　　　　　　　　静岡県明るい選挙推進協議会会長　　大　石　隆　博

※静岡県選挙管理委員会事務局から報道機関の皆様へのお願い

　県内市区町においても、公示日までに有権者の皆様のお手元に投票所入場券をお届けできない団体が生じております。そこで、有権者の
皆様に対し、以下の内容を周知くださるようお願いいたします。

（周知いただきたい内容）
　投票所入場券が届いていなくても選挙人名簿に記載があれば、期日前投票をしていただくことは可能です。
　この場合、運転免許証等の本人確認ができるものを御持参いただくと円滑な手続きに繋がります。
　詳しくは、お住まいの市区町の広報を御確認いただくか、同市区町の選挙管理委員会にお尋ねください。



提 供 日 2026/01/26

タイトル 令和７年度明るい選挙啓発標語の優秀作品が決定
しました！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　中澤

TEL 054-221-2058

令和７年度明るい選挙啓発標語
優秀作品が決定しました！

　静岡県選挙管理員会において、明るくきれいな選挙の実現を図るとともに、投票
総参加に関する啓発を目的として、広く県民から選挙啓発標語を募集したところ、
1,114点の応募がありました。
　これらの応募作品について審査を行い、特選作品１点、入選作品５点を決定しま
した。

〈特選・入選作品〉

【特選】

　「誰か」じゃない　「私」が選ぶ　この未来　
                                            島村さん（静岡市　高校２年生）

【入選】

　君の声　明日を創る　１ピース　　　　　　　髙山さん（静岡市　中学３年生）

　推しは誰？　未来を推そう　投票で　　　　　中村さん（静岡市　高校１年生）

　投票で　笑顔の明日を　プロデュース　　　　本間さん（静岡市　高校２年生）

　託す人　託された人　つなぐ票　　　　　　　内山さん（浜松市）

　意味がない？　入れてみなきゃ　はじまらない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀さん（浜松市　中学３年生）

※県警察本部、県政記者クラブ幹事社、静岡県明るい選挙推進協議会、県広聴広報
　課、各市区町選挙管理委員会及び各地方書記長の協力を得て審査をした後、県選
　挙管理委員４名が特選及び入選作品を選定しました。

※特選及び入選作品は、令和８年４月１日から令和９年執行予定の県議会議員選挙
　までの間、選挙啓発標語として活用していく予定です。



提 供 日 2026/01/26

タイトル 2025年度 第2回 患者さんご家族のためのアピアラ
ンスケア研修会（参加募集依頼）

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

2025年度 第2回
患者さんご家族のためのアピアランスケア研修会

（参加募集依頼）

　手術や抗がん剤治療などのがん治療により、脱毛や皮膚・爪の変化、手術痕といった容姿や外見に変化を生じると、心理的にも社

会的にも苦痛を感じます。治療を継続する意欲やこれまでと変わらない社会生活を維持するにはアピアランスケアは大変重要な要素

となります。2023年12月、当センターの患者家族支援センターに「外見（アピアランス）の変化」に特化した相談窓口を設け、さま

ざまな症状に対する相談対応や情報提供を行ってきました。今回、アピアランスケアについて、さらに幅広い方々に知っていただく

ため、本年度第2回目となる「アピアランスケア研修会」を下記の要領で実施いたします。第1回目に引き続き、スキンケアやウィッ

グ（かつら）を扱う企業から最新の情報提供を受けられるほか、ウィッグ（かつら）の試着やスキンケア、眉毛のケアなどを体験し

ます。また、治療中の“食”を食事面からサポートする企業からは栄養補給の食品や栄養管理といった個別の相談に応じるなど、参

加された皆様が外見変化への対処方法と栄養面という両面から実践的に学べる場となっております。

【開催概要】
　１　主　催　：　静岡県立静岡がんセンター
　２　日　時　：　2026年2月5日（木）　 ※ 午前 ・ 午後 とも 同 じ 内容 です
　　　　　　　　　午前の部　10:00～12:00　午後の部  13:30～15:30
　３　会　場　：　静岡県立静岡がんセンター研究所しおさいホール（定員：午前・午後 各25名）
　４　参加費　：　無料
　５　対象者　：　がん患者さんとそのご家族（当院以外の方でも参加できます。） 
　６　内　容　：　アピアランスケアの概要講義（看護師）
                  アピアランスケアの情報提供（協力企業：（株）アデランス、
　　　　　　　　　大塚製薬（株）、（株)ファンケル)

　　　 　　　 アピアランスケア体験・栄養相談（各協力企業)

  ７　お申し込み・問い合わせ

　　　○事前申込制：申し込まれた時点で受付完了となります。

　　　○申し込み方法：下記のいずれかの方法で参加者名と連絡先（住所・電話番号）を明示して事前にお申し込みください。

        (1) 静岡がんセンター病院内の窓口：患者サロンに申込用紙を持参ください。

            申込用紙は患者サロン、患者家族支援センター、よろず相談、各外来受付にあります。

　　　　(2) WEB申込：ホームページ「お知らせ　患者向け勉強会」の「患者さんご家族のためのアピアランスケア研修」をご覧いた

だき、お申込みください。

      ○締め切り：定員数に到達した時点（病院HPでお知らせいたします。）

※ 詳細については静岡がんセンターホームページ（https://www.scchr.jp/）「お知らせ」内の該当ページをご参照下さい。

※本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡県立静岡がんセンター　マネジメントセンター　医療広報担当
TEL 055(989)5222　

https://www.scchr.jp/


提 供 日 2026/01/26

タイトル 太田川水系の取水制限（第１報：開始）

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 水道水：水道企画課、農業用水：農地計画課

TEL 054-221-2170､054-221-3727

１　概要
　太田川水系では、11月以降の少雨により、ダム貯水量が減少している。
　このため、太田川ダム渇水情報連絡会を開催し、構成機関との意見交換を経て、太田川水系の取水制限の開始を次のとおり決定
する。

　１月27日(火)午前９時から、次の取水制限率により 第 １ 段階 の 取水制限に入る。

　　　 　　　上水道：10％　　農業用水：10％

２　今回の取水制限における具体的な対応と県民への影響
○上水道は、配水管理を徹底し、併せて県民への節水の呼びかけを行う。
　（ 一般家庭 への 給水制限 を 直 ちに 行 うものではない 。）

○農業用水は、河川工事や施設点検の調整により３月末まで取水を停止している。取水再開時に取水制限が継続している場合には
各ほ場等への配水調整を行うとともに、配水管理の徹底を図る。

県内における取水制限及び節水の呼びかけ対象市町の範囲
上水道 ４市１町 浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町

農業用水 １市１町 袋井市、森町

３　今後の対応
　渇水状況が長期化する場合には、河川流況や太田川ダムの貯水状況を、総合的に判断した上で、さらなる取水制限の強化を協議
していく。

取水制限強化の開始の目安となる太田川ダム水位
取水制限 太田川ダム水位
第１段階 EL.257.6ｍ程度（貯水率 30％）
第２段階 EL.255.2ｍ程度（貯水率 20％）

※県民の皆様へ
　いつも以上に水を大切に使っていただくよう、御協力をお願いします。

　

【参考】

太田川ダムの貯水状況（各日９時時点）
貯水量（万m3） 貯水率（％） 平年比（％）計画利水容量

（万m3） 12月１日　⇒　１月26日 12月１日　⇒　１月26日 12月１日　⇒　１月26日
480.0 454.9　⇒　137.2   87.1　⇒　26.3 97.7　⇒　36.0  

　※ 貯水率:有効貯水容量（利水容量)に対する比率
　※ 平年比は平成27年～令和６年までの10ヶ年の平均貯水量に対する割合

太田川ダム流域平均　降水量（ダム管理者データ）
月 降水量 平年降水量 平年比

11月   20.4mm 133.2mm  15.3％
12月   71.9mm   88.6mm  81.1％
１月     0mm   84.5mm   0.0％

　※ 平年降水量は平成27年～令和６年までの10ヶ年の平均降水量

太田川ダム渇水情報連絡会　構成機関
団体名 備考

静岡県経済産業部農地局農地計画課
静岡県交通基盤部河川砂防局河川砂防管理課 事務局
静岡県交通基盤部河川砂防局河川企画課 事務局
静岡県企業局水道企画課
静岡県中遠農林事務所
静岡県袋井土木事務所
静岡県企業局西部事務所
袋井市農政課
森町産業課
太田川上流部土地改良区
静岡県くらし・環境部環境局水資源課 オブザーバー



提 供 日 2026/01/26

タイトル 静岡県地方港湾審議会の開催

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾計画班

TEL 054-221-3056

　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県地方港湾審議会の開催

　港湾計画の変更や港湾の開発、利用、保全及び管理に関する重要事項を審議するため、以下のとおり第46回静岡県地方港湾審議会を
開催します。

１　日時：令和８年２月２日（月）　午後１時30分から

２　開催方法：対面方式・オンライン形式　併用

３　会場：静岡県庁西館４階第一会議室AB（静岡市葵区追手町９番６号）

４　議題
　（１）清水港港湾計画（軽易な変更）
　（２）清水港その他重要事項（臨港地区内における分区の指定）

５　出席者
静岡県地方港湾審議会委員

６　県民の方の傍聴について
　（１）会議の傍聴定員は５人とし、事前申込・先着順で受付します。

　（２）事前申込は次のとおりお願いします。
　　・令和８年１月30日（金）正午までにメールまたはＦＡＸで氏名・住所・電話番号（また
　　  はメールアドレス）をお知らせください。
　　・宛先：（メールの場合）kouwan_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp（ＦＡＸの場合）054-221-2389

　（３）会議の傍聴に当たっては、次の事項を遵守してください。
　　・静粛に傍聴してください。
　　・発言、拍手その他の方法による可否の表明をすることはできません。
　　・発熱等、風邪の症状が見られる方、体調に不安がある方は、来場を御遠慮ください。
　　・その他、会議の支障となる行為はできません。
　　・以上の規定をお守りいただけない場合は退場していただくことがあります。

７　審議会の公開・非公開
　公開とする。

８　取材について
　取材を希望する場合は、直接会場にお越しください（事前申込み不要）。

９　参考
　静岡県地方港湾審議会とは港湾法の規定に基づいて、静岡県の管理する港湾の開発、
　利用、保全及び管理に関する重要事項を調査審議する知事の諮問機関です。
　
　これまでの審議事項については、港湾局ホームページをご覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kowan/1003577/index.html

　委員名簿（順不同）
選任区分 氏　　名 職　 業　 又　 は　 役　 職

学識経験者
（８名）

 富田　英治

 丹羽　由佳理  

 宗林　留美

 橋本　和之

 新谷　浩一

 脇田　和美

 浅見　佳世

 久米　貴子

 一般財団法人国際臨海開発研究センターOCDI 調査役

 東京都市大学環境学部環境創生学科 准教授

 静岡大学理学部地球科学科 准教授

 株式会社静岡新聞社・静岡放送 編集局専任局長兼論説委員長

 東海大学海洋学部海洋理工学科 教授

 東海大学海洋学部海洋理工学科 教授

 常葉大学大学院環境防災研究科 教授

 静岡県商工会女性部連合会 理事 

港湾関係者
（６名）

 日高　努

 清水　知子

 鈴木　泰治

 西尾　忠久

 高田　充朗

 遠藤　将実

 一般社団法人日本船主協会（日本郵船株式会社横浜支店長）

 特定非営利活動法人ヒト・マチ・プロジェクト 理事長

 清水水先区水先人会 会長

 清水港運協会 会長

 静岡県漁業協同組合連合会 代表理事会長

 全日本海員組合 静岡支部長

国の地方行政
機関の職員

（４名）

 奈良井　功

 森本　輝

 中村　広樹

 櫻谷　誠

 財務省名古屋税関長

 国土交通省中部地方整備局長

 国土交通省中部運輸局長

 第三管区海上保安本部清水海上保安部長

mailto:kouwan_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kowan/1003577/index.html


県議会議員
（１名）

 西原　明美  静岡県議会建設委員会委員長

臨時委員
（１名）

 難波　喬司  静岡市長



提 供 日 2026/01/26

タイトル 経営革新計画の承認（令和７年12月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

経営革新計画の承認（令和７年12月分）

静岡県は、令和７年12月の経営革新計画を29件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部10件、中部９件、西部10件となっており、市町別では静岡市が最多の８件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で14件となっています。

１　令和７年12月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 令和７年度計
件数 10件 ９件 10件 29件 290件

　

２　市町別内訳

　　 東部　
区分 沼津市 富士市 三島市 長泉町
件数 ４件 　　　３件 １件 １件

区分 河津町
件数 １件

　　　 中部
区分 　　静岡市 焼津市
件数 　　　８件 １件

　　

　　 西部
区分 浜松市 磐田市 菊川市 湖西市
件数 ４件 　　　２件 １件 １件

区分 袋井市 森町
件数 １件 　　　１件

　３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 14件 ３件 ２件 ０件 ４件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
　件数 ２件  ０件  ２件 １件  １件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度
融資や信用保証の別枠、補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途
必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ６版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/028/472/r6-zireisyu.pdf?_=1742953924

http://192.168.224.31/system/assets/projects/default_project/_page_/001/028/472/r6-zireisyu.pdf?_=1742953924


提 供 日 2026/01/26

タイトル 食品検査情報（第９報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（12月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認 された

 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、検査を実施した190検体については、 行政処分 を 行 ったものはありませんでした 。

検査項目 対象食品
12月

検体数
12月

行政処分数
規格基準等検査

（微生物）
清涼飲料水、生食用かき 51 0

規格基準等検査
（添加物等）

清涼飲料水 30 0

添加物等表示検査 清涼飲料水 30 0

動物用医薬品等 　国産食肉（牛肉、豚肉、鶏肉） 22 0

貝毒 　浜名湖産貝類（かき） 4         0

放射性物質 　県内産農畜水産物等（野生きのこ、野生鳥獣） 12 0

アレルゲン 　そうざい、菓子、香料製剤等 14 0

腸管出血性大腸菌、
　　腸炎ビブリオ等

清涼飲料水、生食用かき 27 0

合計 190 0



提 供 日 2026/01/26

タイトル 【訂正】障害福祉サービス事業所の令和６年度平
均工賃（賃金）月額実績を公表します。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

※「３　平均工賃（賃金）月額の推移」の一部に誤りがありましたので訂正しました。詳細はPDFファイルを御確認ください（2/6　14時00分）。

　　障害福祉サービス事業所の令和６年度平均工賃(賃金)月額実績

　　を公表します。

　県内の障害福祉サービス事業所における令和６年度の工賃（賃金）月額実績について、各事業所からの報告に基づき、次のとお
り公表します。

(要旨)
・就労継続支援Ｂ型事業所の平均工賃月額は、前年度より1,783円多い23,496円となり、記録の残る平成18年度以降で過去最高と
なった。
・就労継続支援Ａ型事業所の平均賃金月額は、前年度より3,146円多い88,793円となり、10年連続で増加した。

１　調査対象施設
　　県内に所在する就労継続支援Ａ型事業所及び就労継続支援Ｂ型事業所

２　工賃（賃金）の範囲
　　工賃、賃金、給与、手当、賞与、その他名称を問わず、事業者が利用者に支払
う全てのもの

３　平均工賃（賃金）月額の推移

施設種別 項目 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 増減
（R6-R5）

前年度比
（R6/R5）

事業所数 134箇所 147箇所 158箇所 142箇所 ▲16箇所 89.9％
平均賃金月額

(県) 80,692円 81,776円 85,647円 88,793円 ＋3,146円 103.7％
Ａ型

平均賃金月額
(国) 81,645円 83,561円 86,752円

90,962 円
91,451円

 ＋4,210 円
＋4,699円

104.9 ％
105.4%

事業所数 425箇所 447箇所 492箇所 525箇所 ＋33箇所 106.7％
平均工賃月額

(県) 16,468円 16,866円 21,713円 23,496円 ＋1,783円 108.2％Ｂ型
平均工賃月額

(国) 16,507円 17,031円 23,053円
24,515 円
24,141円

 ＋1,462 円
＋1,088円

106.3 ％
104.7%

４　増加要因(事業所からの聞き取り)
　(1) 就労継続支援Ａ型事業所
  ・物価高騰による賃金上昇や最低賃金引上げの影響が大きい。
  （最低賃金：Ｒ５：984円→Ｒ６：1,034円）
　・施設外就労の請負内容を見直し、新たな業務も開始した。
　(2) 就労継続支援Ｂ型事業所
　　・系列会社や地域会社と連携をし、高単価業務の安定受注ができている。
　　・比較的長時間働くことができる方が増え、多様な作業ができる方が増えた。

（参考）
　　Ａ型…雇用契約を結び賃金を受け取りながら利用する。
　　　　　利用者には最低賃金以上が支払われる。
　　Ｂ型…通所して生産活動を行い工賃を受け取りながら利用する。
　　　　　利用者には工賃が支払われる。

〇県平均工賃（賃金）月額の推移



発 表 日 2026/01/26

タイトル 令和７年12月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課　富士山静岡空

港株式会社

連 絡 先 空港振興課　西垣、髙橋

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港の令和７年12月の搭乗者数は57,299人。

令和６年７月から18か月連続で前年同月を上回った。

１　富士山静岡空港の令和７年12月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）

札幌地区 15,000 8,712 58.1 

　新千歳線 15,000 8,712 58.1 
　　うちANA 9,960 5,187 52.1 

　　うちFDA 5,040 3,525 69.9 

　丘珠線 0 0 -
出雲線 5,040 3,161 62.7 

福岡線 13,060 11,054 84.6 

熊本線 252 214 84.9 

鹿児島線 4,744 3,424 72.2 
沖縄線 10,292 7,780 75.6 
チャーター便 1,092 766 70.1 

国内線計 49,480 35,111 71.0 

ソウル線 23,436 20,381 87.0 

上海線 1,272 735 57.8 

青島線 1,790 491 27.4 

チャーター便 696 581 83.5 

国際線計 27,194 22,188 81.6 
合計 76,674 57,299 74.7 

  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和７年12月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 493 174  667 

就航便数（便）　　　b 484 146  630 

就 航 率（％）   (b/a) 98.2 83.9 94.5 

３　富士山静岡空港の令和７年度(令和７年４月～12月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）

札幌地区 170,228 114,380 67.2 

　新千歳線 135,368 88,128 65.1 
　　うちANA 90,968 55,837 61.4 

　　うちFDA 44,400 32,291 72.7 

　丘珠線 34,860 26,252 75.3 
出雲線 45,680 28,251 61.8 

福岡線 133,320 98,876 74.2 

熊本線 3,540 2,334 65.9 

鹿児島線 44,096 30,890 70.1 
沖縄線 91,134 66,531 73.0 
チャーター便 6,040 3,683 61.0 

国内線計 494,038 344,945 69.8 

ソウル線 184,842 141,423 76.5 

上海線 41,912 29,063 69.3 

青島線 8,306 3,512 42.3 

チャーター便 1,084 927 85.5 

国際線計 236,144 174,925 74.1 
合計 730,182 519,870 71.2 

  ※単月分非公表の香港線は除く。
  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。



４　富士山静岡空港の令和７年度(令和７年４月～12月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 4,946 1,650  6,596 

就航便数（便）　　　b 4,896 1,474  6,370 

就 航 率（％）   (b/a) 99.0 89.3 96.6 



提 供 日 2026/01/26

タイトル メール誤送信による個人情報漏えい事案の発生に
ついて

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 空港振興課　西垣、髙橋

TEL 054-221-3166

１　要旨
令和７年度富士山静岡空港定期便運航事業費補助金業務において、補助金変更交付決定通知書を本来通知すべき事業者とは別の

事業者の電子メールアドレスに誤送信する事案が発生した。

２　概要
（１）誤送信の内容

送信日時 令和８年１月14日（水）午後１時27分

送信先 富士山静岡空港定期便運航事業費補助金交付企業（Ａ社）

誤って送信した文書 別の富士山静岡空港定期便運航事業費補助金交付企業（Ｂ
社）に係る変更交付決定及び概算払変更承認通知書

漏えいした情報 Ｂ社の法人名、代表者名、変更交付決定額、概算払承認額　（う
ち代表者名が個人情報に該当する）

（２）経緯と対応

令和８年１月14日（水）

午後１時27分
補助金変更交付決定通知書を電子メールで送信

令和８年１月22日（木）

午後４時

担当職員が補助金（概算払）の事務処理過程にて、誤送信

であることに気付き発覚

令和８年１月22日（木）

午後４時30分

誤送信の相手先（Ａ社）に、電話にて誤送信を謝罪し、メー

ルの削除を依頼

令和８年１月23日（金）

午前９時30分

本来送信すべき事業者（Ｂ社）に、電話で誤送信と企業情報

の漏えいの事実を伝えて謝罪

３　原因
　　　　Ｂ社に係る補助金変更交付決定通知書の電子ファイルを、誤ってＡ社の名称を用いた
　　　ファイル名で作成し、Ａ社のフォルダに保存した。

また、電子メールをＡ社に送信するときに、添付した電子ファイルを開いて内容を確認しなかったため、Ｂ社の補助金情報が保存された
電子ファイルであることに気付かないまま誤送信した。

４　再発防止策
　　 電子メール送信の際、送信先メールアドレスや添付ファイルに誤った情報が含まれてい
　 ないか等、複数の職員によるダブルチェックを徹底する。



提 供 日 2026/01/26

タイトル メタバース×３Ｄでめぐる静岡の仏像体験会を開
催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化財課

連 絡 先 文化財活用班

TEL 054-221-3156

メタバース×３Ｄでめぐる静岡の仏像体験会を開催！

　県では、先端技術の３次元データ（３Ｄ）により、保存上公開制約もある文化財の価値や魅力を発信するほか、国・県指定文化財の彫刻であ
る仏像を選定して高精度３Ｄを計測・公開するなど、文化財の３Ｄアーカイブ化を進めています。

このたび、仏像の魅力をメタバースと３Ｄ技術で体験するイベントを開催します。

１　開催概要
（１）日時：令和８年２月１日（日）　午前10時～午後４時

（２）場所：静岡市歴史博物館１階　学習支援・市民活動スペース
（静岡市葵区追手町４番16号）

（３）メニュー
項　目 内　容 申込み

体験
メニュー

・メタバース仏像展示室の体験
・タッチパネルによる仏像３Ｄの鑑賞
・３Ｄ化作業の紹介と体験

不要

Special Part

・仏像専門家によるトークタイム 
内容：ア　メタバース仏像トーク
　　　  イ　３Ｄによる仏像トーク
時間：ア　10:30～11:30／イ　13:30～14:30
出演：田島 整 氏 上原美術館主席学芸員

島口 直弥 氏 浜松市美術館学芸員
久保 沙里菜 氏 仏像を愛するアナウンサー 

会場座席

または

メタバース参加

要申込み

２　Special Partの申込方法
（１）「ふじのくに電子申請サービス」のトークタイム申込みフォームから

申込みフォームは時間・参加方法ごとで、定員まで先着で受付
（２）定員：会場座席はア、イともに50席（立見は申込不要）
　　　　　　アのメタバース参加は定員40名

３　参加　無料

４　問合せ先　静岡県スポーツ・文化観光部文化財課　054-221-3156

メタバース×３Ｄでめぐる静岡の仏像体験会　　　　　　仏像３Ｄのメタバース展示室開設
（レガシズお知らせ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（レガシズお知らせ）

                                         　　 
 



提 供 日 2026/01/26

タイトル 藤枝市岡部町及び静岡市葵区の林野火災の鎮火に
ついて

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 静岡県危機報道官

TEL 054-221-2316

 下線部 ： 前報 からの 追加 ・ 変更箇所
 ※ 本報 をもって 最終報 とします 。

１　要　旨
　　藤枝市岡部町において、令和８年１月17日12時33分に覚知した林野火災について、静岡市葵区側でも焼損箇所が判明していたが、志太消

防本部及び静岡市消防局において、 本日 （26 日 ）11 時40 分 に 鎮火を確認した。

２　概　要
（１）発生場所　藤枝市岡部町青羽根地先
（２）覚知日時　令和８年１月17日(土)12時33分
（３）焼損面積　約10.5ヘクタール（うち静岡市内約0.3ヘクタール）
（４）原　 因　    調査中
 （ ５ ） 被害状況
　　・焼損した乗用車１台を発見（所有者の無事を確認済）
　　・人的被害・建物被害の情報は無し

３　配備体制

所属
現在の体制

（ピーク時の体制） 市町
現在の体制

（ピーク時の体制）

危機管理部
 廃止
（警戒体制） 静岡市

 廃止
（災害対策本部）

中部地域局
 廃止
（警戒体制） 藤枝市

 廃止
（災害対策本部）

 【 参考 】 消防 ・ 警察 ・ 自衛隊 ヘリコプターの 活動

日付 消防 警察 自衛隊

１月17日
（土）

・上空偵察
　浜松市消防ヘリ
・放水
　愛知県防災ヘリ２回

－ －

１月18日
（日）

・上空偵察
　名古屋市消防ヘリ
・放水
　名古屋市消防ヘリ
12回
　岐阜県防災ヘリ15回
　三重県防災ヘリ12回

－

・上空偵察
・放水
　大型ヘリ２機３回

１月19日
（月）

・上空偵察
　三重県防災ヘリ
・放水
　岐阜県防災ヘリ４回
　三重県防災ヘリ４回
　富山県防災ヘリ４回

－

・上空偵察
・放水
　大型ヘリ２機19回

１月20日
（火）

・上空偵察
　横浜市消防ヘリ
・放水
　岐阜県防災ヘリ９回
　横浜市消防ヘリ６回
　大阪市消防ヘリ４回

－

・上空偵察
・放水
　大型ヘリ２機12回

１月21日
（水）

・上空偵察
　横浜市消防ヘリ
・放水
　横浜市消防ヘリ６回
　千葉市消防ヘリ17回
　川崎市消防ヘリ９回

－

・上空偵察
・放水
　大型ヘリ２機21回

１月22日
（木） －

・上空偵察 ・上空偵察

１月23日
（金）

・上空偵察
　横浜市消防ヘリ －

・上空偵察



提 供 日 2026/01/26

タイトル 【中止】令和７年度 第２回風水害合同対処訓練

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-3729

市町・関係機関との連携強化
～令和７年度 第２回風水害合同対処訓練を実施～

※磐田市と掛川市の火災発生に伴い、中止します。（2月2日（月）　12時）

１　目　　的
　　　大規模な風水害の発生を想定した訓練を実施することにより、速やかな被害情報の収集、住民避難等に係る適切な情報発信、配備体制

の切替、関係機関への要請等、一連の手順や判断基準の確認による危機対処能力の向上を図るとともに、県、市町及び防災関係機関との
連携を一層強化することにより、広域災害にも対応できる体制の構築を目指す。

２　重点事項
　　災害救助法の適用、自衛隊派遣要請、安否不明者リストの作成

３　日　　時
　　令和８年２月２日（月）13時30分から16時30分まで

４　場　　所
　　県庁別館５階　危機管理センター（東）

５　参加機関
　　県（危機管理部、賀茂・西部地域局等）、市町（東伊豆町、河津町、御前崎市）、静岡地方気象台、陸上自衛隊、警察、消防

６　想　　定
　　２月２日13：30現在、県内では弱い雨が降っているが、台風第Ｘ号が日本の南を発達しながら北上しており、国に特定災害対策本部が設
置された。（その後、訓練想定日を翌日にスキップ）
　　台風第Ｘ号は非常に強い勢力を維持したまま、２月３日に静岡県に最も接近し、県内各地では記録的な大雨となっており、局地的にさらに
雨量が増えた場合、浸水害や土砂災害の発生が危惧される。

７　主な訓練内容
　　　　　(1) 災害救助法適用に係る調整（第２条第２項）
　　　　　(2) 自衛隊派遣の要請
　　　　　(3) 安否不明者リストの調整
　　　　　(4) 市町情報収集要員、市町支援機動班の派遣調整
　　　　　(5) 配備体制の切替え
　　　　　(6) 避難情報発令、避難所の開設
　　　　　(7) 被害状況等の各種情報の共有、発信、集約

　　　　８　取材に関する注意事項
　　　　　　別紙１のとおり



提 供 日 2026/01/26

タイトル 第４回　令和７年台風第15号における災害対応の
在り方に関する有識者検討会

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 伊藤

TEL 054-221-2996

      第４回　令和７年台風第15号における
　　　災害対応の在り方に関する有識者検討会を開催します

１　概要
　　令和７年台風第15号の対応について、今後の災害対応に向けた改善を図るため
　に設置した「令和７年台風第15号における災害対応の在り方に関する有識者検討
　会（以下「検討会」という。）」の第４回目（最終回）を以下のとおり開催しま
　す。

２　開催日時　令和８年１月30日(金)14時～

３　場所　　　静岡県庁別館９階特別第１会議室

４　検討会委員
氏名 分　野 経歴等

岩田 孝仁 県危機管理行政に精通 静岡大学防災総合センター
客員教授

小杉 素子
リスクコミュニケーションに
精通

静岡大学学術院工学領域
准教授

眞部 和徳 自衛隊ＯＢ
且つ市町危機管理行政に精通

元島田市危機管理部長
兼危機管理監

５　次第
（１）開会
（２）危機管理監及び有識者検討会会長挨拶
（３）内容
　　（ア）報告書の策定
　　（イ）意見交換
（４）危機管理部長挨拶
（５）閉会

６　注意事項
　　取材は、５　次第（２）危機管理監及び有識者検討会会長挨拶までとし、以降
　は非公開となりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
　　なお、会議終了後の15時頃に、有識者検討会会長と危機管理監による取材対応
　を行います。



提 供 日 2026/01/26

タイトル 【変更】令和７年度 第２回総合教育会議を開催し
ます

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

令和７年度 第２回総合教育会議を開催します

※時間が変更になりました（1月27日14時）

　知事と教育委員会が十分な意思の疎通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有して、本県の教育を推進するため、令和７年度第２
回静岡県総合教育会議を以下のとおり開催します。

１　日　時
　　　令和８年２月12日（木） 午後 １ 時45 分 から ３ 時15 分 まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分から３時まで

２　場　所　
　　　県庁西館４階　第１会議室

３　出席者
　　　知事、教育長、教育委員

４　議　題
　　【協議事項】
　　　　・教育課題「幼保小の連携・接続の強化」
　　　　・次期「教育振興基本計画」（案）
　　　　・令和８年度総合教育会議開催方針（案）
　　【報告事項】
　　　　・静岡県教育振興基本計画2025年度評価
　　　　・業務量管理・健康確保措置実施計画の策定

５　会議の公開
　　　傍聴希望の方は、当日直接、会場までお越しください。(定員５名(先着))

６　参　考　＜構成員＞ （敬称略）  
役職 氏名
知事 鈴木　康友

教育長 池上　重弘
教育委員 小野澤　宏時

〃 天城　真美
〃 飯村　幸生
〃 渡村　マイ
〃 川田　善正

７　その他
今回の会議では、教育課題「幼保小の連携・接続の強化」に関連する有識者として、
常葉大学保育学部教授 山本 睦 様に、本県の現状や教育現場の状況等を御説明
いただく予定です。



提 供 日 2026/01/27

タイトル 「ふじのくにグローバル人材育成基金」事業成果
報告会を開催します！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3674

「ふじのくにグローバル人材育成基金」
事業成果報告会を開催します！

　静岡県教育委員会では、グローバル人材の育成を目指して、さまざまな事業を実施し、高校生や教職員の留学を支援していま
す。
　今年度の事業に参加した高校生・教職員が、現地に滞在することでしか得られない貴重な体験の成果を報告します。
　また、今年で創設10年目となる「ふじのくにグローバル人材育成基金」への寄附及び基金を活用した事業への支援を継続的に実
施した企業・団体に対し、長年の感謝の意を込め、感謝状の授与を行います。
　　
１　日　時　　令和８年２月３日（火）　午後１時～４時

２　場　所　　静岡県庁西館４階第１会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　次　第

　(1) 挨拶
　　　静岡県教育委員会教育長　池上 重弘

　(2) 基金設立10周年記念感謝状授与式

　　　知事感謝状授与（順不同）
　　　　・公益財団法人はごろも教育研究奨励会
　　　　・ヤマハ発動機株式会社

　　　教育長感謝状授与（順不同）
　　　　・公益財団法人はごろも教育研究奨励会
　　　　・ＮＴＴ西日本株式会社静岡支店
　　　　・国際ソロプチミスト駿河
　　　　・株式会社静岡銀行
　　　　・一般社団法人静岡県信用金庫協会
　　　　・静岡県遊技業協同組合
　　　　・株式会社清水銀行
　　　　・清水埠頭株式会社
　　　　・スズキ株式会社
　　　　・スルガ銀行株式会社
　　　　・株式会社増進会ホールディングス
　　　　・田子の浦埠頭株式会社
　　　　・株式会社東海道シグマ
　　　　・公益財団法人日本教育公務員弘済会静岡支部
　　　　・明産株式会社
　　　　・ヤマハ発動機株式会社

　(3) 成果報告
時間 項目 報告者（敬称略）

浜松市立舞阪中学校 清澤 涼介13:35
～13:50

教職員の海外研修
伊豆の国市立長岡中学校 山下 夕月
静岡県立浜松西高等学校 松島さん
静岡県立駿河総合高等学校 佐々木さん

トビタテ！留学JAPAN
拠点形成支援事業

静岡サレジオ高等学校 渡邉さん

13:50
～14:20

静岡県関連事業留学 静岡県立科学技術高等学校 野川さん
静岡県立吉原高等学校 勝亦さん

山本さん
静岡県立榛原高等学校 松本 力也

14:40
～15:00

グローバルハイスクール

静岡県立浜北西高等学校 山本 直子
塚 博康

静岡県立清水南高等学校 大場さん
静岡県立静岡商業高等学校 植松さん
静岡県立島田工業高等学校 鈴木さん

海外インターンシップ

静岡県立藤枝北高等学校 小林さん

15:00
～15:40

ものづくり等の世界大会参加 静岡県立科学技術高等学校 森島さん

４　出席者
　　支援企業・団体等　約30人
　　報告者　16人

５　問合せ先
　　教育委員会教育政策課政策推進班
　　電話　054-221-3674



静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2026/01/27

タイトル 令和７年度　静岡県教職員コンプライアンス委員
会の開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

今後の不祥事根絶に向けた有効な対策・取組について有識者から意見を伺うため、静岡県教職員コンプライアンス委員会を開催し
ます。
１　日時
　　令和８年２月２日（月）　午後１時15分から３時まで

２　場所
　　県庁西館８階　教育委員会議室

３　委員（五十音順・敬称略）

氏名 役職等 備考
          あしな

葦名　ゆき 弁護士
あんどう　めぐみ

安藤　恵 臨床心理士・公認心理師
いけだ　けいこ

池田　恵子 静岡大学グローバル共創科学部教授 委員長
おだ　ともき

小田　知紀
株式会社大丸松坂屋百貨店　本社業務本部

業務推進部　兼　人財開発部　部長
かまだ　あゆみ

鎌田　あゆ美 静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会
やまざき　たかみ

山﨑　貴美 静岡県ＰＴＡ連絡協議会

４　議事
　(1) 令和７年度コンプライアンス推進取組の評価と課題・分析
　(2) 令和８年度重点・強化取組
　(3) 意見交換

５　審議の公開
　・県民の皆様の傍聴が可能です。
　・傍聴定員　５名
　・傍聴手続
　　会議の開始予定時刻までに受付で、所属、氏名を記入し、事務局の指示に
    従って入場してください。
　　傍聴の受付は、当日の午後１時から先着順で行います。
　　定員になり次第、受付を終了します。



提 供 日 2026/01/27

タイトル 衆議院小選挙区選出議員選挙立候補届出（確定）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

令和8年2月8日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙における候補者届出は本日午後5時で終了し、届出した候補者は午前8時30分現
在から異動はありません。



提 供 日 2026/01/27

タイトル 衆議院小選挙区選出議員選挙立候補届出（午前8時
30分現在） 

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

令和8年2月8日執行の議院小選挙区選出議員選挙における 午前8 時30 分現在の候補者届出状況は以下のとおりです。
なお、追加等がある場合は、その都度お知らせします。
また、午後5時経過後に、確定した候補者届出状況をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　届出状況
　　１区：3人　　２区：2人　　３区：4人　　４区：4人
　　５区：3人　　６区：3人　　７区：3人　　８区：4人

２　届出場所
　　静岡県庁別館2階第1会議室

３　届出締切時刻
　　令和8年1月27日（火）午後5時



提 供 日 2026/01/27

タイトル 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙政見放送及び
経歴放送の実施

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 政見放送担当（地域振興課地域づくり班）

TEL 054-221-2057

令和８年２月８日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙について、下記のとおり政見放送及び経歴放送を実施します。

１　政見放送（添付資料のとおり）
（１）テレビによる政見放送
　ア　ＮＨＫ総合テレビ
　　　・令和８年１月30日（金）午前７時25分から午前７時45分まで
　　　・令和８年２月２日（月）午前７時25分から午前７時45分まで
　　　・令和８年２月３日（火）午前７時25分から午前７時55分まで
　　　・令和８年２月４日（水）午前７時25分から午前７時55分まで
　　　・令和８年２月５日（木）午前７時25分から午前７時55分まで

　イ　静岡朝日テレビ
　　　・令和８年２月２日（月）午前９時55分から午前10時25分まで
　　　・令和８年２月５日（木）午後１時49分から午後２時29分まで

　ウ　静岡第一テレビ
　　　・令和８年１月30日（金）午前10時55分から午前11時25分まで
　　　・令和８年２月３日（火）午前10時55分から午前11時25分まで

（２）ラジオによる政見放送
　ア　ＮＨＫラジオ第一
　　　・令和８年２月３日（火）午後７時30分から午後７時50分まで
　　　・令和８年２月４日（水）午後７時30分から午後７時50分まで
　　　・令和８年２月５日（木）午後７時30分から午後８時00分まで

　イ　静岡エフエム放送
　　　・令和８年２月１日（日）午後７時00分から午後７時40分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後８時00分から午後８時30分まで

２　経歴放送（選挙公報の掲載順序に基づき実施します。）
（１）テレビによる経歴放送
　　ＮＨＫ総合テレビ
　　　・令和８年２月５日（木）午前11時30分から午前11時50分まで

（２）ラジオによる経歴放送
　　ＮＨＫラジオ第一
　　　・令和８年１月30日（金）午前９時05分から午前９時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後３時05分から午後３時30分まで
　　　・令和８年２月２日（月）午前９時05分から午前９時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後３時05分から午後３時30分まで
　　　・令和８年２月３日（火）午前９時05分から午前９時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後３時05分から午後３時30分まで
　　　・令和８年２月４日（水）午前９時05分から午前９時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後３時05分から午後３時30分まで
　　　・令和８年２月５日（木）午前９時05分から午前９時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後３時05分から午後３時30分まで



提 供 日 2026/01/27

タイトル 国道１５０号 磐南IIバイパスが開通します！

担　　当 交通基盤部 道路局道路整備課

連 絡 先 国道班

TEL 054-221-3011

ばんなん に　　　　　　　　　

国道１５０号 磐南IIバイパスが開通します！

～地域の方々も参加する開通式を開催～
１　要　旨

国道１５０号磐南IIバイパス2.0ｋｍのうち、優先整備区間の西側1.3ｋｍが、

令和８年３月22日（日）に開通します。

開通に先立ち、10時30分から開通式を行います。

２　開通式の概要

・日　時：令和８年３月22日（日）午前10時30分から１時間程度（小雨決行）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなみだ いへえ しんでん

・場　所：磐南IIバイパス付近（磐田市南田伊兵衛新田　地内）

・主　催：静岡県、磐田市

・参加者：塚本副知事、磐田市長、国会議員、県議会議員、磐田市議会議員、

国土交通省、地元関係者　等

・備　考：次第や会場については別途お知らせします

３　供用開始

・同日午後３時（予定）

４　位置図

　　　

５　問合せ先

　静岡県交通基盤部袋井土木事務所企画検査課（TEL：0538-42-3216）

　磐田市建設部道路河川課　　　　　　　　　（TEL：0538-37-4897）



提 供 日 2026/01/27

タイトル 豊川水系の取水制限（第４報：強化）

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 農業用水：農地計画課、工業用水：水道企画課

TEL 054-221-3727､054-221-2170

＜危機管理情報＞

豊川用水節水対策協議会(会長：独立行政法人水資源機構豊川用水総合管理所長)は、令和８年１月26日に協議会を開催し、豊川水
系の節水対策を次のとおり決定しました。

１月28日(水)午前９時から、次の取水制限率により第４段階の取水制限を開始する。
農業用水：30％（静岡県湖西市・愛知県）
工業用水：30％（静岡県湖西市・愛知県）
上水道：17％（愛知県）
 (参考) 第３段階の取水制限率（農業用水20％、工業用水20％、上水道15％）

１　今回の取水制限による影響と対応

 県内 における 節水対策対象市町 の 範囲
工業用水１市　湖西市（給水事業所：24事業所）
農業用水１市　湖西市（受益面積：539ha）

 工業用水
・この時期における過去の給水実績を踏まえると影響は少ない見込みです。
・各事業所に対し、自主的な節水をさらに努めるよう依頼します。

 農業用水
・畑は、キャベツの栽培等の水需要がありますが、上記の取水制限率では影響は少ない見込みです。
・農業用水の管理を担う土地改良区に対して、各ほ場等への配水管理の徹底及び各農家への節水対応の呼びかけを依頼します。

２　今後の対応
まとまった降雨が見込まれない場合には、河川流況や宇連ダム等の貯留の状況を総合的に判断した上で、さらなる節水対策の強化
を協議していきます。

【参考】
宇連ダムの貯水状況（各日０時時点）

貯水量（千m3） 貯水率（％） 平年比（％）有効貯水量
（千m3） 1月14日　⇒　１月27日 1月14日　⇒　１月27日 1月14日　⇒　１月27日
28,420   2,557　⇒　2,023   9.0　⇒　7.1 14.0　⇒　11.9  

宇連ダム地点降水量（ダム管理者データ）
降水量 平年降水量 平年比

 ９月 349mm 286mm 122％
10月 132mm 213mm  62％
11月   27mm 108mm  25％
12月   45mm   70mm  64％
 １月     1mm   58mm    2％

豊川用水節水対策協議会構成団体

団体名 備考
愛知県農林基盤局
愛知県企業庁
静岡県経済産業部 （担当）農地局農地計画課
静岡県企業局 （担当）水道企画課
豊川総合用水土地改良区
牟呂用水土地改良区
松原用水土地改良区
湖西用水土地改良区
独立行政法人水資源機構中部支社
独立行政法人水資源機構豊川用水総合管理所 事務局

（会長）豊川用水総合管理所長



提 供 日 2026/01/27

タイトル 麻しん患者の本県来訪について

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症管理センター

TEL 055-928-7220

危機管理情報
～麻しん（はしか）患者が本県を訪れていました～

接触した可能性がある方は、体調に注意してください！

１　要旨
　１月24日に東京都内で麻しん患者が発生し、別添のとおり、東京都が注意喚起しています。また、保健所において患者の疫学調
査を実施し、特定できた接触者について健康観察を行っています。
　 この 患者 は 、 １ 月22 日 に 発症 しており 、 周囲 への 感染性 を 有 する 期間 に 、 県内 で 下記 の 施設 を 利用 していました 。 下記施設 へは
 公共交通機関以外 を 利用 して 来訪 しており 、 利用後 は 東京都内 に 移動 しているため 、 下記以外 で 県内 における 不特定多数 の 方 との
 接触機会 はありません 。
　接触した可能性がある方は、「４　患者と接触した可能性がある方へ」を参考に、適切な行動をお願いします。

２　患者の概要
30歳代男性（麻しん予防接種１回接種済、海外渡航歴あり）
発症日：令和８年１月22日（発熱、咳、コプリック斑※、発しん）
届出日：令和８年１月24日
※頬の粘膜（口のなかの頬の裏側）に出現する、やや隆起した１ミリメートル程度の白色の小さな斑点。

３　不特定多数と接触した可能性がある施設

御殿場プレミアム・アウトレット（御殿場市深沢１３１２）
１月21日（水曜日）12:00～16:00の間

麻しんウイルスの空気中での生存期間は２時間以下とされています。現時点において麻しん患者が利用した施設を利用されて
も感染の心配はありません。

４　患者と接触した可能性がある方へ

麻しん患者と接触した場合は、接触後最大21日間、体調に注意してください。
発熱、発疹等の症状から「麻しん」が疑われる場合は、必ずマスクを着用し、事前に医療機関に「麻しん患者と同じ施設を利用した可能性が
受診の際は、周囲の方へ感染を拡げないよう、公共交通機関等の利用を避けてください。 



５　麻しんについて
（１）症状等
　潜伏期は通常10～12日間（最大21日間）であり、38℃程度の発熱や咳、鼻汁といった風邪のような症状が２～４日続き、その後
39℃以上の高熱と共に発疹が出現します。また、麻しんに伴ってさまざまな合併症がみられ、全体では30％にも達するとされま
す。肺炎や、頻度は低いものの脳炎の合併例もあり、特にこの二つの合併症は麻しんによる２大死因となり、注意が必要です。

（２）感染経路等
　空気（飛沫核）感染のほか、飛沫や接触感染など様々な経路があります。感染力はきわめて強く、麻しんの免疫がない集団に１
人の発症者がいたとすると、12～14人の人が感染するとされています(インフルエンザでは１～２人)が、日本国内では約85％の人
が麻しんの免疫を持っており、このような感染拡大は起こりません。感染力のある期間は、発症１日前から解熱後３日を経過する
までです。

（３）治療
　特異的な根治療法はなく、対症療法を行います。

（４）予防
　ワクチンの効果は非常に高く、ワクチン接種を受けた人の95％以上が免疫を獲得します。しかし、接種しても、数％は免疫が獲
得できない場合や、獲得した免疫が持続しない場合があります。現在、１歳（第１期）と小学校入学前年度（第２期）に、麻し
ん・風しんワクチンの定期予防接種を実施しており、 予防接種 を ２ 回 していれば 感染 するリスクはかなり 低下 します 。 麻 しんは
 予防接種 で 防 げる 病気 であり 、 ワクチン 接種 は 個人 でできる 有効 な 予防方法 です 。 麻 しんの 定期予防接種 をまだ 受 けていない 子
 どもは 、 かかりつけ 医 に 相談 し 、 早 めに 予防接種 を 受 けましょう 。

（５）麻しん患者の発生状況（単位：人）
※2026年は第３週まで（～1/18の速報値）

年 令和元年
（2019年）

令和２年
（2020年）

令和３年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

令和７年
(2025年)

令和8年
(2026年)

全国 744 10  6  6  28  45  265 4※ 
静岡県 10 1  0   2  2  0  2  0 

※今回の患者を含まない



提 供 日 2026/01/27

タイトル 令和７年度第２回地方独立行政法人静岡県立病院
機構評価委員会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

令和７年度第２回地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会を開催します。

１　日　時
　　令和８年２月３日（火）　午後１時30分から午後３時まで

２　場　所
　　ホテルグランヒルズ静岡　５階　センチュリールーム
　　（静岡市駿河区南町18－１）

３　内　容
　　議題　委員長の選出及び委員長代理の指名
　　　　　令和７年度業務実績に関する暫定評価

４　委　員（敬称略・50音順）
　　岩井　一宏　京都大学　理事・副学長・プロボスト
　　上杉　昌代　公認会計士
　　柿沼　倫弘　国立保健医療科学院　主任研究官
　　福地　康紀　一般社団法人静岡県医師会　副会長
　　三宅　一恵　株式会社竹酔　専務取締役

５　その他
　　・傍聴希望の方は、以下のメールアドレスに氏名及び連絡先を御連絡の上、
　　　会場までお越しください。
　　・取材を希望される記者の方は、直接会場へお越しください（※申込不要）。

【傍聴申込先】
　医療政策課　メールアドレス：iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


会 見 日 2026/01/27

静岡県介護生産性向上総合相談センターの
開所式を開催します

～介護現場の生産性向上に関する相談に
ワンストップで対応する窓口が誕生～

静岡県介護生産性向上総合相談センター開所式を開催します！！

　県は、介護現場の生産性向上を推進するため、介護事業所からの相談等にワンストップで対応し、業務改善やロボット・ＩＣＴ
導入に係る計画、実行、評価等を一貫して支援する「静岡県介護生産性向上総合相談センター」を開設します。
　開設に当たり、下記のとおり同センターの開所式を執り行います。

記

１　日　時　令和８年１月29日（木）午後１時30分～２時（予定）
２　場　所　株式会社東海道シグマ　会議室

（静岡県静岡市葵区御幸町８－１　ＪＡＤＥビル８階）
３　出席者　塚本副知事、静岡県議会厚生委員会委員長、
　　　　　　静岡県老人福祉施設協議会会長　ほか14人
４　内　容　（１）主催者挨拶
　　　　　　（２）来賓祝辞
　　　　　　（３）来賓紹介
　　　　　　（４）センター事業説明
　　　　　　（５）看板除幕
　　　　　　（６）写真撮影
　　　　　　　　※式典終了後、機器展示を開催

担当 ： 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連絡先 ： 介護人材班　TEL 054-221-2314



提 供 日 2026/01/27

タイトル 静岡県人権施策推進本部会の開催

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 健康福祉部福祉長寿局地域福祉課人権同和対策室

TEL 054-221-2303

　　　　　　静岡県人権施策推進本部会を開催します

１　要　旨
　　 県では、「人権教育・啓発推進法」第５条を踏まえて平成17年３月に「静岡県人権施策推進計画」を策定し、同計画に基づき、人権施策を推

進しています。現行の第３次改定版は、令和７年度末に計画期間が終了することから、第３次改定後における人権に係る法整備や環境（社会
状況）の変化に対応するため、次期計画となる第４次改定版（令和８年度～令和12年度までの５か年計画）の案について検討します。

２　概　要
（１）日　時　令和８年１月29日（木）午前11時～11時30分

（２）場　所　静岡県庁本館４階議会401会議室

（３）内　容　静岡県人権施策推進計画（第４次改定版）の策定について

（４）出席者
　　　本　部　長：塚本副知事
　　　副本部長 ：健康福祉部長
　　　本　部　員：各部長　ほか



会 見 日 2026/01/27

開港以来初！静岡－釜山線の新規就航が決
定！2/5(木)エアプサン社長が来庁し報告
します

１　要　旨

韓国の格安航空会社（ＬＣＣ） エアプサンは 、 令和 ８ 年 ３ 月30 日 （ 月 ） から 新 たに

 静岡 － 釜山 （ プサン ） 間 の 定期便 を ２ ヶ 月間 期間運航 することを 決定しました。

 富士山静岡空港 の 開港以来 、 静岡 と 釜山 を 結 ぶ 初 めての 定期便となります。

なお、 ２ 月 ５ 日 （ 木 ） には 、 同社 のジョン・ ビョンソプ 代表取締役社長 が 県庁 を 訪 れ、

　 平木副知事 に 面会 し 、 直接 、 新規就航 を 報告 する予定です。

２　静岡－釜山線の概要

（１）運航期間：令和８年３月30日（月）から５月29日（金）まで

（２）運航頻度・スケジュール

運航スケジュール 
運航頻度 

釜山発 静岡着 静岡発 釜山着 
使用機材 

３往復/週 
（月・水・金） 9:05 10:50 11:50 14:00 

A321 LR
（220席）

※政府認可申請中

３　代表取締役社長による平木副知事表敬

（１）日　　時：令和８年２月５日（木）10時00分～10時30分

（２）場　　所：静岡県庁 別館９階 第１特別会議室

（３）来 庁 者：エアプサン株式会社　ジョン・ビョンソプ　代表取締役社長　ほか

（４）言　　語：日本語・韓国語（通訳あり）

（参考）エアプサン概要

  区分 内容  

  社名 エアプサン株式会社（Air Busan Co.Ltd) 

  拠点 
  空港 

金海（キメ）国際空港 
※釜山市中心部から金海軽鉄道で約30分 

ソウル 
(仁川) 

成田、関西、福岡  日
 本
 路
 線 釜山 

成田、関西、福岡、札幌、松山、長崎（※） 
※長崎は期間運航（R8.1/4～3/28） 

     

担当 ： スポーツ・文化観光部 空港振興課

連絡先 ： 西垣・高橋　TEL 054-221-3166



提 供 日 2026/01/27

タイトル パラリンピック金メダリストも参加！　みんなで
スポーツ教室を伊豆の国特別支援学校で開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

重度障害のある方も参加できる「みんなでスポーツ教室」を伊豆の国特別支援学校で開催

　　　　　パラリンピック金メダリスト　若山英史選手がゲストで参加します

１　概　要

　　県では、障害の有無に関わらず、スポーツに親しむ機会を創出するため、重度障害のある方も安心

　して参加することができる「みんなでスポーツ教室」を県内各地で開催しています。

　　今回、伊豆の国特別支援学校で開催する教室に、パラリンピック金メダリストの若山英史選手（沼津

　市出身）がゲストとして参加、軽スポーツ体験や車いすラグビー体験を通じて参加者と交流します。

２　内　容

項 　目 内　容

日　 時 令和８年1月31日（土）9:45～11:30

場　 所 静岡県立伊豆の国特別支援学校（伊豆の国市寺家235）

ゲスト

若山　英史　選手
・沼津出身
・主な戦績

パリ2024パラリンピック　車いすラグビー　金メダル

※静岡県パラスポーツ応援隊として派遣

参加者 県内在住の障害のある方（事前申込み：30～40名程度）

内　容 各種軽スポーツ、運動体験（若山選手は車いすラグビー体験を指導）

３　取材について

　　取材いただける場合には、別紙：取材申込書を1月30日（金）正午までにメールまたはFAXにて、以下

　申請先まで送付願います。

　　取材申請先：（公財）静岡県障害者スポーツ協会　担当：中野

　　　　　　　　　TEL　：054-221-0062　FAX　：054-651-2600

                  メール：s-spokyo@za.tnc.ne.jp

　　静岡県パラスポーツ応援隊に関する問合せは下記県担当まで御連絡ください。

　　担当︓⽣涯・パラスポーツ班　牧野（054-221-3375）

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2026/01/27

タイトル デフアスリートが講演！デフリンピック特別授業
を実施します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

デフアスリートが講演！ デフリンピック特別授業を 実施します！

１　概要

　昨年11月に日本初開催されたデフリンピックを機に高まった機運を大会終了後も継続し、デフスポーツや手話言語、障害への理解促進を図るた

め、自転車競技出場選手や県ゆかりの選手を講師に迎えた特別授業を実施します。（全６校実施予定）

２　特別授業開催日程

項 目 内 容

⽇ 時 令和８年2⽉６⽇（⾦）13:25〜14:10

場 所 川根本町⽴三ツ星学園 ５年⽣教室
（榛原郡川根本町上⻑尾1000）

講 師

佐藤 正樹 選手
・所属︓ケイアイスター不動産株式会杜
・デフリンピック出場競技︓柔道
・主な戦績︓

2024第２回世界ろう者柔道選手権⼤会 男子-66kg級 優勝
2025東京2025デフリンピック 男子団体   銅メダル
                  男子-66kg級 ５位

参 加 者 ５年⽣24名、６年⽣20名 計44名

内 容
・講演（⾃己紹介・競技紹介・東京⼤会報告等）
・質問コーナー、写真撮影

　※今後実施を予定している残り３校についても随時記者提供いたします。

3 　取材について

　取材いただける場合には、別紙取材申込書を2月４日（水）までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。

（スポーツ振興課：sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/27

タイトル スポーツ栄養士中野ヤスコ氏によるスポーツ食育
講座

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班田平

TEL 054-221-3177

県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
今回は、スポーツ栄養士である中野ヤスコ氏を講師にお招きし、富士宮市内のスポーツに取り組む中学生及び高校生を対象にス
ポーツ食育講座を開催します。

１　日　時　　令和８年１月31日（土)　９時50分から11時40分まで

２　会　場　　富士宮北高等学校　視聴覚室（富士宮市北町230）

３　参加者　　富士宮市内運動部所属中学生、高校生　計107名

４　講　師　　（株）食の学び舎くるみ　中野　ヤスコ　氏

５　日　程　　受講者受付・打ち合わせ　9:30～ 9:50
　　　　　　　開講式 　            　 9:50～10:00
              クリニック　　　　　　 10:00～11:30
　　　　　　　閉講式             　　11:30～11:40
　　　　　　　個別の質疑応答　　　　 11:40～12:00

６　その他　・取材希望の方は、１月30日(金)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込みください。中止の際には御連絡い
たします。
　　　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

７　問い合わせ先
静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ振興課（田平）
電　話　　　054-221-3177　　 FAX　054-221-2980



提 供 日 2026/01/27

タイトル 早咲き桜の開花情報を提供しています！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

～　一足早く春を楽しみませんか　～

早咲き桜の開花情報を提供しています！！

静岡県には、全国的に有名な「河津桜」をはじめ、１月から３月中旬に開花する早咲き桜の名所が数多く存在します。

静岡県さくらの会では、県内26箇所の「早咲き桜の名所」における開花情報やイベント情報を県ホームページで公開しています。
「富士山が一緒に楽しめる」、「海が一望できる」、「様々な品種を楽しめる」など、県内の様々な早咲き桜の名所を御紹介していますので、

ぜひ御覧ください。

１　情報提供期間

 令和 ８ 年 １ 月 ６ 日 （ 火 ）～ ３ 月下旬 まで （ 予定 ）

※ホームページの更新は月曜日（祝日の場合は火曜日）と金曜日（祝日の場合は木曜日）の午後５時～６時頃

２　掲載ホームページアドレス
　県ホームページ「静岡県さくらの会」　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html

　

３　掲載箇所

　　別添資料のとおり

＜静岡県さくらの会とは＞

　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保存と育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的として、桜の開

花情報の提供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。（事務局　静岡県環境ふれあい課）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html


提 供 日 2026/01/27

タイトル 【1/31開催】親子で学ぶ陸の栄養と海の
生物生産の関係「森・里・川・海のつながり学習
会（海の回）」を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産の関係～
「森・里・川・海のつながり学習会～富士川編～」を開催します

【第４回（最終回）　海のフィールド】

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、「森」「里」「川」「海」の各フィールドと海の生物との関係を実
験や観察を通じて体感し、

その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催します。
この度、本年度第４回目（最終回）となる「海」のフィールドでは、駿河湾のプランクトンの観察やそれを捕食するサクラエビの生態など学びます。

１　日時　令和８年１月31日（土）午後１時～４時　【荒天の場合は２月１日（日）に延期】
　　　　　※荒天が予想され事前に延期する場合は１月30日（金）報道提供でお知らせします。
２　会場
　　　集合場所　由比漁業協同組合（静岡市清水区由比今宿浜1127）
３　参加者
　　　富士川流域の小学校４～６年生とその保護者（定員20名）
　　　※募集は、富士川流域の小学校にチラシを配布して行いました。
４　学習会「海のフィールド」の主な内容
　　　・駿河湾のプランクトンを顕微鏡で観察

・サクラエビの生態の講義【講師】静岡大学農学部応用生命科学科　笹浪知宏　教授
　　　・駿河湾の恵み（海産物）の試食

・漁業者からのサクラエビ漁についての講話
５　その他
　　・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越し下さい。
　　・本学習会は、「森」「里」「川」「海」各フィールドで１回づつ（計４回）開催します。開催概要は、添付のチラシにてご確認ください。

・昨年度、大井川流域で開催した学習会では、参加者アンケートの結果、９割以上の方から「とても満足」又は「満足」との回答をいただきました。

【お問合せ先等】
　　・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597　
　　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）

参加者募集告知　　・　 　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2026/01/27

タイトル 第51回衆議院議員総選挙の選挙公報等の印刷・配
送

担　　当 総務部 市町行財政課

連 絡 先 選挙公報担当　宮崎・渡辺

TEL 054-221-3274

　令和８年２月８日執行　第51回衆議院議員総選挙の選挙公報及び第27回最高裁判所裁判官国民審査の審査公報を次のとおり印
刷・配送します。

１　印刷所（取材場所）
　　株式会社静岡新聞社　制作センター　発送ヤード（静岡市駿河区登呂3-1-1）

２　選挙公報の仕様
　　衆議院小選挙区選出議員選挙公報　ブランケット判　２ページ（各選挙区）
　　衆議院比例代表選出議員選挙公報　ブランケット判　４ページ又は６ページ
　　最高裁判所裁判官国民審査公報　　ブランケット判　２ページ
　　（政党数等によりページ数は増減します。）

３　印刷日・配送日
　　令和８年１月30日（金）
　　（トラックへの積込作業を午前９時10分頃から順次行います。）

４　部数
　　1,496,840部（前回1,526,800部）

５　配送方法
　　トラックにより県内の各市区町選挙管理委員会等へ配送します。

６　その他
　　・積込作業等の取材を希望される場合は、取材車両の駐車場所の確保等のた
　　　め、事前に県選挙管理委員会宛て御一報ください。
　　・選挙公報は市区町選挙管理委員会から選挙期日２日前（２月６日（金））
　　　までに、町内会等を通じて、又は新聞折込等により各世帯に配布されます。
　　・病院、老人ホーム等県内633か所の不在者投票施設へは、印刷業者から発
　　　送する予定です。
　　・県立高校、私立高校、特別支援学校へは、県選挙管理委員会から配布しま
　　　す。



提 供 日 2026/01/27

タイトル 【変更】令和７年度 第２回総合教育会議を開催し
ます

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

令和７年度 第２回総合教育会議を開催します

※時間が変更になりました（1月27日14時）

　知事と教育委員会が十分な意思の疎通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有して、本県の教育を推進するため、令和７年度第２
回静岡県総合教育会議を以下のとおり開催します。

１　日　時
　　　令和８年２月12日（木） 午後 １ 時45 分 から ３ 時15 分 まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分から３時まで

２　場　所　
　　　県庁西館４階　第１会議室

３　出席者
　　　知事、教育長、教育委員

４　議　題
　　【協議事項】
　　　　・教育課題「幼保小の連携・接続の強化」
　　　　・次期「教育振興基本計画」（案）
　　　　・令和８年度総合教育会議開催方針（案）
　　【報告事項】
　　　　・静岡県教育振興基本計画2025年度評価
　　　　・業務量管理・健康確保措置実施計画の策定

５　会議の公開
　　　傍聴希望の方は、当日直接、会場までお越しください。(定員５名(先着))

６　参　考　＜構成員＞ （敬称略）  
役職 氏名
知事 鈴木　康友

教育長 池上　重弘
教育委員 小野澤　宏時

〃 天城　真美
〃 飯村　幸生
〃 渡村　マイ
〃 川田　善正

７　その他
今回の会議では、教育課題「幼保小の連携・接続の強化」に関連する有識者として、
常葉大学保育学部教授 山本 睦 様に、本県の現状や教育現場の状況等を御説明
いただく予定です。



提 供 日 2026/01/27

タイトル 統計功労者と統計グラフコンクール入賞者等を表
彰
～令和７年度県統計功労者表彰式～

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2298

　統計功労者と統計グラフコンクール入賞者等を表彰
　　　　　～令和７年度県統計功労者表彰式～

１　要旨
　　統計の発展に長年御尽力いただいた統計功労者（統計調査員及び調査対象事業所）を表彰する県統計功労者表彰式を行いま
す。
　　あわせて、統計グラフコンクールにおいて優秀な成績を収めた児童生徒、「統計の日」標語に入賞した児童生徒を表彰すると
　　ともに、優秀作品を展示します。

２　表彰式の概要
　（１）日　時　令和８年２月５日（木）　午後１時30分から３時30分（予定）
　（２）会　場　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」大ホール
　　　　　　　　住所：静岡市駿河区馬渕1丁目17-1
　（３）主　催　静岡県、静岡県統計協会
　（４）受賞者　・統計功労表彰
　　　　　　　　　　統計調査員　133名
　　　　　　　　　　調査対象事業所　20事業所
　　　　　　　　・統計グラフコンクール（特別賞、奨励賞）
　　　　　　　　　　小学生　19名、中学生　10名　高校生以上　３名
　　　　　　　　　　優秀校　６校
　　　　　　　　・「統計の日」標語
　　　　　　　　　　小学生　１名、中学生　１名
　（５）参加者　約200名
　　　　　　　　・統計功労表彰受賞の統計調査員・事業所及び関係者
　　　　　　　　・統計グラフコンクール入賞者及び関係者
　　　　　　　　・「統計の日」標語入賞者及び関係者

３　式次第
　（１）主催者挨拶
　（２）祝辞、来賓紹介
　（３）表彰　・統計功労者表彰
　　　　　　　・統計グラフコンクール表彰
　　　　　　　・「統計の日」標語表彰

４　主な来賓　・総務省政策統括官（統計制度担当）付統計調整官
　　　　　　　・静岡県議会副議長

５　統計グラフコンクール等優秀作品展
　　・会場に隣接する小ホールに、統計グラフコンクール優秀作品30点
      及び「統計の日」標語を展示します。



提 供 日 2026/01/27

タイトル 県及び市町の情報漏えいはありませんでした（委
託事業者の不正アクセス被害（12月25日公表）の
最終報）

担　　当 企画部 電子県庁課

連 絡 先 技術管理班

TEL 054-221-2939

「セキュリティサービス提供事業者における不正アクセス被害(12月25日公表)」に関して

県及び県内市町の情報漏えいはありませんでした。

１　要旨
・「セキュリティサービス提供事業者における不正アクセス被害について（12月25日公表）」に関して、被害を受けた事業者が
詳細な調査を実施しました。

・調査の結果、 県及 び 県内市町 の 情報 は 漏 えいしていないことがわかりました。

２　調査及び結果の概要
・被害を受けた事業者（株式会社TOKAIコミュニケーションズ）は、外部のセキュリティ専門会社に依頼し、全ての機器の詳細
な調査を行いました。

・調査の結果、情報漏えいの可能性が疑われていた、 県及 び 県内市町 のメールサービスのログ 情報 を 保管 する 機器 への 不正 アク
 セスは 行 われていませんでした。

・このことから、 県及 び 県内市町 の 情報漏 えいはなかったと判断されました。

３　県民の皆さまへの注意喚起
・今回の不正アクセスでメールアドレス等の情報漏えいはありませんでしたが、フィッシング詐欺等の悪意のあるメールは増加
傾向にあり、内容も巧妙になっています。

・県民の皆さまには、引き続き不審なメールが届いた際は、添付ファイルやURLのリンクを不用意に開くことがないよう、県公
式ホームページで注意喚起を行います。



提 供 日 2026/01/27

タイトル サイバーセキュリティ対策における連携協定の締
結

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 静岡県サイバーセキュリティ戦略本部　事務局

（企画部　デジタル戦略課、静岡県警察本部　サ

イバー企画課）

TEL 054-221-2915

静岡県サイ バーセキュ リ ティ 戦略本部と
一般社団法人静岡県損害保険代理業協会と の

サイ バーセキュ リ ティ 対策に関する 連携協定締結式の開催

　　　　　　　　企業等におけるサイバー事案の未然防止及び被害拡大防止等への的確な
　　　　　　　　対処のため、静岡県サイバーセキュリティ戦略本部と一般社団法人静岡
　　　　　　　　県損害保険代理業協会が、相互に緊密な連携を推進することを目的とし
　　　　　　　　て、連携協定を締結します。

１ 　 協定締結式

　  (1) 日時　令和８年２月３日（火）13：30～13:45

　  (2) 場所　静岡県庁　東館５階特別会議室

　  (3) 出席者

静岡県
平木副知事（サイバーセキュリティ戦略本部　本部長）

田中デジタル戦略部長（サイバーセキュリティ戦略本部　副本部長）

静岡県

警察本部
 戸塚サイバー対策本部長（サイバーセキュリティ戦略本部　副本部長）

締結団体

（一社）静岡県損害保険代理業協会 会長 眞木 仁 氏

　　                             専務理事 佐藤 七朗 氏

　　　　　　　　　　　　　　　　 理事 森 勇人 氏

   （4）内　容

 　協定書の署名、記念撮影ほか

２ 　 連携事項

(1) サイバー事案の未然防止に関すること　　　　　　

(2) 被害の拡大防止に関する企業等への広報啓発に関すること

(3) 企業等におけるサイバーセキュリティ対策に関する取組の促進に関すること

(4) サイバー事案の被害企業等に対する関係部署への通報・相談の促進に関すること

(5) その他、本協定の目的を達成するために必要な事項に関すること

３ 　 取材について
　　　直接会場にお越しください。



提 供 日 2026/01/28

タイトル 静岡県地方議会議長連絡協議会　第２回政策研修
会の開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

静岡県地方議会議長連絡協議会 第２回政策研修会を開催します。（取材案内）

　県議会及び市町議会の正副議長が、相互に連携し、地方自治の振興を図るため、

静岡県地方議会議長連絡協議会　政策研修会を開催します。

１　日　時

　　令和８年２月３日（火）午後２時から３時３０分まで

２　場　所

　　静岡県庁本館４階　特別会議室　　

３　出席者

　　県議会、市町議会の正副議長等　約100人

４　内　容

 ○講　演

　  演　題　「持続可能な観光地域づくり」

　  講　師　国土交通省観光庁　観光地域振興部長　長﨑　敏志氏

＜参考＞

静岡県地方議会議長連絡協議会の概要

(1)設　立　昭和５５年５月２２日

(2)目　的　静岡県内の各地方公共団体の議会の議長や副議長が相互に連携し、

　　　　　　 地方自治の振興を図ることを目的とする。

(3)会　員　県議会及び市町議会の正副議長

(4)役　員　会長:県議会議長　

　　　　　　 副会長:県議会副議長、市議会議長会会長、町村議会議長会会長

 ※ 取材 を 希望 される 場合 は 、 当日 、 直接会場 にお 越 し 下 さい 。



提 供 日 2026/01/28

タイトル 2050年カーボンニュートラルの実現に向け静岡県
の木材利用方針を協議～令和７年度木材需要拡大
庁内会議を開催～

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 県産材利用班

TEL 054-221-2612

2050年カーボンニュートラルの実現に向け静岡県の木材利用方針を協議
～令和７年度木材需要拡大庁内会議を開催～

県は、公共部門（公共施設整備や公共土木工事）において県産材の利用を推進するプランを策定し、全庁をあげて県産材の需要拡
大に取り組んでいます。

今回、公共部門での利用推進に加え、民間での利用促進を強化するため、木材需要拡大庁内会議を開催し、プランの改定について
協議します。

１　日　時

　　令和８年２月２日（月）午後１時15分から午後２時00分

２　場　所

　　県庁別館９階 特別第１会議室

３　出席者

　　会長:平木副知事、副会長:浅井農林水産統括部長、委員:各部局長等13名

４　議　事

　　しずおか木使い推進プランの改定について

＜参考：木材需要拡大庁内会議＞

　県が実施する公共施設整備や公共土木工事における県産材の円滑な利用の推進及び市町や民間における県産材の利用促進のた
め、平成13年12月に設置

１　主な協議事項

・県が実施する事業、調達する備品、その他補助事業等における県産材利用推進に関すること（ 基本方針 の 策定 、 改定等、目標や
施策の提言、是正等）

２　構成員　15人

役職等 職名等
会長 副知事

副会長 経済産業部農林水産統括部長
委員 各部局長等　13人



提 供 日 2026/01/28

タイトル 静岡県依存症フォーラムの開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-3523

「静岡県依存症フォーラム」の開催
【参加者募集・取材依頼】

　依存症に関する正しい知識の普及啓発の一環として、広く県民を対象としたフォーラムを実施します。
　「依存症と家族等への影響～回復のために仲間とつながる～」をテーマに開催します。

記

○日時　　　　　令和８年２月28日（土）13：00～16：00（受付開始：12：30～）

○会場　　　　　静岡労政会館　６階　ホール（静岡市葵区黒金町５－１）

○内容　　　　　１基調講演
　　　　　　　　　演題：「依存症と家族等への影響
                          　　　～回復のために仲間とつながる～」
　　　　　　　　　講師：静岡福祉大学　副学長　長坂和則　氏
　　　　　　　　
　　　　　　　　２パネルディスカッション
　　　　　　　　　「依存症と家族等への影響～様々な依存症自助グループの
                  立場から～」をテーマに、依存症当事者御家族や
                  自助グループの代表者をお招きし、意見交換を行います。

○対象者　　　　静岡県内在住・在勤の方

○定員　　　　　200名（先着順）

○参加費　　　　無料

○申込方法　　　県障害福祉課のホームページからチラシを確認し、WEBフォームにより
　　　　　　　　申込みいただくか、チラシの参加申込書に必要事項を記載の上、
　　　　　　　　下記の問い合わせ先にメール又はFAXしてください。

○問い合わせ先　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　　　　　　　電話番号：054‐221‐3523
　  　　　　　　FAX番号：054‐221‐3267
　　　　　　　　E-mail：seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/28

タイトル 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者
研修」の修了式を行います（取材依頼）

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の修了式を行います（取材依頼）

　県では、介護人材の確保と障害のある人の就労を支援するため、障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」を県内５地区
（伊豆、東部、中部、中東遠、西部）で実施し、計11名の受講生が修了しました。
　このたび、全地区(伊豆、東部、中部、中東遠、西部)合同の修了式を以下のとおり行います。

１　日時
　　令和８年２月４日(水)　午後１時30分から午後２時まで

２　会場
　　障害者働く幸せ創出センター会議室(静岡市葵区呉服町２-１-５ ５風来館４階)

３　次第
　　・開会

　　・挨拶
　　　　静岡県健康福祉部障害者支援局　局長　加藤　克寿

　　・来賓紹介

　　・お祝いの言葉

　　・修了証明書授与
　　　　静岡県健康福祉部障害者支援局　局長　加藤　克寿

　　・修了生代表挨拶
　　
　　・挨拶
　　　一般社団法人静岡県社会就労センター協議会　理事長　山内　剛

　　・閉会

※取材時の映像・写真撮影について、受講生のプライバシーに十分御配慮願います。

〈問い合わせ先〉
　 静岡県健康福祉部障害者政策課就労・施設班　川島
　 TEL：054-221-3619
　一般社団法人静岡県社会就労センター協議会(本事業委託先)
　TEL　054-204-5088  FAX　054-204-5089



提 供 日 2026/01/28

タイトル 【参加者募集】2/7県民フォーラム「おいしく食べ
て元気塾！！」

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 地域包括ケア推進班　矢岸

TEL 054-207-8614

おいしく食べ続けて、健康を維持しましょう！
～県民フォーラム「おいしく食べて元気塾！！」（2月7日（土）開催）の参加者を募集中～

１　概要

　高齢や疾病により在宅での療養が必要となっても、歯や口腔機能を整え、おいしく食べ続けることが、健康維持に繋がることは、まだ十分に認識されて

いません。

　そこで、歯科衛生士として、歯や食事に関する相談活動や講演活動を行う小粥江利子（おがいえりこ）さんをお迎えし、県民フォーラム「おいしく食べて

元気塾！！」を開催します。

　本フォーラムでは、高齢になっても歯を残すための心がけや生活習慣、要介護状態の前段階であるフレイル（虚弱）を防ぐための簡単なトレーニングを

紹介するとともに、小粥さんが会場からの歯や口腔に関するお悩み相談に直接お答えします。

　いつまでも地域で元気に過ごすための秘訣を学べる貴重な機会です。参加費無料でどなたでも御参加できますので、是非御参加ください。

　添付のチラシにより、事務局である（一社）静岡県訪問看護ステーション協議会へお申し込み下さい。

２　県民フォーラムの内容

（１）開催日時 令和８年２月７日（土）13時30分～15時30分（開場：13時～）

（２）内容 「おいしく食べて元気塾!!」

○講師（塾長）：小粥江利子氏（歯科衛生士）

　１限目(13:30～) いつまで食べ続けられる歯を残すために

　２限目(14:30～) フレイル予防のトレーニング

　３限目(15:10～) あなたのお悩みお答えします

（３）会場 浜松市地域情報センター　１階ホール（浜松市中央区中央1-12-7）

・JR浜松駅より徒歩10分、遠州鉄道西鹿島線遠州病院前より徒歩２分

・会場に駐車場はありませんので、公共交通機関や周辺の有料駐車場を御利用く

ださい

（４）参加者 県内在住の方（先着100名）　※定員になり次第、締め切ります。

（５）参加費 無料

（６）申込方法 電話、FAXまたは、チラシ記載の２次元コードから

（７）問合せ先 （一社）静岡県訪問看護ステーション協議会

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠３丁目６番３号　静岡県医師会館４階

電話：054-297-3311　FAX：054-297-3312



提 供 日 2026/01/28

タイトル 第26回富士山世界文化遺産学術委員会

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3747

第26回富士山世界文化遺産学術委員会
富士山世界文化遺産協議会に対し、学術的な見地から助言、報告を行う、第26回富士山世界文化遺産学術委員会を次のとおり開催しますの

で、お知らせします。

１　日　時　令和８年２月４日(水) 午後２時から

２　会　場　都道府県会館４階　401会議室（東京都千代田区平河町２丁目６－３）

３　内　容(予定)

(１)報告事項

・富士山包括的保存管理計画の改定について

・三保飛行場に係る遺産影響評価について

(２)議事事項

・令和６年度経過観察指標に係る年次報告書（案）について

４　委員の構成（50音順、敬称略、全12名）

区　分 氏 名 現　　職　　等 分　野

委員長 青柳　正規 多摩美術大学理事長、山梨県立美術館長 文化行政・美術史

副委員長 稲葉　信子 筑波大学名誉教授、
静岡県富士山世界遺産センター館長

世界遺産・建築学

委　員 岡田　保良 国士舘大学名誉教授 世界遺産・建築史

委　員 加藤　峰夫 横浜国立大学名誉教授 公園利用

委　員 北川　浩之 名古屋大学教授 環境・気候

委　員 木下　剛 千葉大学大学院教授 環境・農学

委　員 木下　直之 東京大学名誉教授、静岡県立美術館長 美術史

委　員 中田　節也
東京大学名誉教授、
防災科学技術研究所火山研究推進センター参
事

火山学

委　員 西村　幸夫 國學院大學教授 世界遺産・都市景観計画

委　員 藤井　敏嗣 山梨県富士山科学研究所長 環境・防災

委　員 堀内　眞 山梨郷土研究会常任理事 民俗学

委　員 吉田　正人 筑波大学名誉教授 環境政策・世界遺産

５　会議の公開

　　本会議は公開で行います。



提 供 日 2026/01/28

タイトル 「交通安全啓発品贈呈式」を県庁で開催
～新入学児童へ交通安全下敷を贈ります～

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし交通安全課交通安全班 及び 教育委員会健

康体育課危機管理・安全班

TEL 交通安全班 054-221-2104

危機管理･安全班 054-221-3677

「交通安全啓発品贈呈式」を県庁で開催

～ 新入学児童へ交通安全下敷を贈ります～

（贈呈者：一般財団法人市川交通安全財団）

　一般財団法人市川交通安全財団（理事長：市川聡康）が、令和８年４月に県内の小学校等に入学する全ての児童に対して、「交
通安全下敷」を贈ることに伴い、下記のとおり「交通安全啓発品贈呈式」を開催します。
　なお、同財団が行う本贈呈事業は、財団設立の翌年（昭和56年）４月の入学児童から実施されており、今回が46回目となりま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　贈呈式
　(1)　日　時
　　　　令和８年２月４日（水）　午前10時30分から（おおむね20分間）

　(2)　場　所
　　　　県庁西館７階　教育委員会　教育長室

　(3)　贈呈者
　　　　一般財団法人市川交通安全財団　理事長　市川聡康(としやす)氏

　(4)　受贈者
　　　　県教育委員会　教育長　池上重弘

　(5)　贈呈品
　　　　交通安全下敷（図柄「ちびまる子ちゃん」)　26,460枚(目録)

２　参　考
　一般財団法人市川交通安全財団（静岡市駿河区東新田1-3-55）は、交通事故のない明るい静岡県づくりの推進に寄与することを
目的に、昭和55年４月１日に設立され、交通安全教育への協力、交通安全対策推進団体等への助成などの事業を行っている団体
で、県の交通安全行政にも多大なる御協力をいただいております。



提 供 日 2026/01/28

タイトル 令和７年台風第15号における災害対応の在り方に
関する有識者検討会　報告書手交式

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 伊藤

TEL 054-221-2996

　  　 令和７年台風第15号における災害対応の在り方に関する
　　   有識者検討会　報告書手交式を実施します

１　概要
　　令和７年台風第15号の対応について、今後の災害対応に向けた改善を図るため
　に設置した「令和７年台風第15号における災害対応の在り方に関する有識者検討
　会（以下「検討会」という。）」の報告書が取りまとめられる（予定）ことから
　副知事へ報告書を手交します。

２　開催日時　令和８年２月３日(火)９時～９時15分

３　場所　　　塚本副知事室（静岡県庁東館５階）

４　出席者　　検討会　会長 岩田孝仁氏、委員 小杉素子氏、委員 眞部和徳氏
　　　　　　　静岡県　塚本副知事

５　次第
　　報告書の手交（写真撮影）

６　取材
　　手交式の取材を希望される場合は、８時55分までに東館５Ｆエレベーターホー
　ル前にお集まりください。

７　その他
　　報告書については、令和７年11月12日の知事記者会見資料にて、「令和８年２
　月上旬　知事定例記者会見にて公表」としておりましたが、当該手交式をもって
　公表に代えさせていただきますので、あらかじめご承知おきください。
　　手交式後、東館５Ｆエレベーターホール前にて、岩田会長と酒井危機管理監に
　よるぶら下がり取材を行います。

＜参考：検討会委員＞
氏名 分　野 経歴等

岩田 孝仁 県危機管理行政に精通
静岡大学防災総合センター
客員教授

小杉 素子 リスクコミュニケーションに
精通

静岡大学学術院工学領域
准教授

眞部 和徳
自衛隊ＯＢ
且つ市町危機管理行政に精通

元島田市危機管理部長
兼危機管理監



提 供 日 2026/01/28

タイトル 静岡県行政経営推進プラン（案）の骨子に係る意
見の募集

担　　当 財務部 行政経営課

連 絡 先 行政経営班

TEL 054-221-2911

静岡県行政経営推進プラン（案）の骨子に係る意見を募集します

近年、人口減少・少子高齢化社会の進行、ＡＩをはじめとするデジタル技術の急速な発展など、社会情勢は急激に変化しています。

本県では、このような状況において、多様化・複雑化する行政課題に対応し、持続可能な県政の実現に取り組んでいくため、静岡県行政経

営推進プランを策定します。

このたび、計画案の骨子がまとまりましたので、県民の皆様の御意見を募集します。

１　意見募集期間　

令和８年１月28日(水) から令和８年２月18日(水)まで

２　閲覧方法

インターネットで閲覧

静岡県ホームページ「県民意見提出手続(パブリックコメント)」

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku /johokokai/1002310/1067293 /index.html

３　意見提出方法・提出先

持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書（様式自由）を

　提出してください。

　（１）持参又は郵送の場合

　　　　〒420-8601

　　　　静岡市葵区追手町９－６　財務部行政経営課（静岡県庁本館１階）

　（２）ファクシミリの場合

　　　　054-221-2854

　（３）電子メールの場合

　　　　gyoukei@pref.shizuoka.lg.jp

４　留意事項

　　いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には氏名、

　住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

　　いただいた御意見（類似する御意見はまとめた上で）に対する県の考え方は、県の

　ホームページでお示しします。個別の回答はいたしませんので御了承ください。

５　問合せ先

　　静岡県財務部行政経営課（電話番号：054-221-2911)

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/index.html
mailto:gyoukei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/28

タイトル 第１１回ふじのくに地域・大学フォーラム
の開催！～大学生や高校生が地域課題に取り組ん
だ成果を発表します～

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

第11回ふじのく に地域・大学フォーラムの開催！
～大学生や高校生が地域課題に取り組んだ成果を発表します～

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、県内大学のゼミや研究室の学生が地域課題に取り組む事業に対して助成をしてお
り、その成果を発表するため「ふじのくに地域・大学フォーラム」を開催します。
地域と連携する大学（ゼミ・研究室等）の研究成果を聴講できます。また、高校生による探究活動について、発表に加えて今年度は新たに

ポスターセッションも実施します。
会場では様々な年代、テーマの発表が行われ、発表者と直接コミュニケーションを取ることができます。
本フォーラムは参加費無料でどなたでも御参加いただけますので、ぜひお気軽にお越しください。

１ 　 概　 要
（１）日　時
　　令和８年２月11日（水・祝）13:00～16:45 

（２）会　場
静岡県立大学草薙キャンパス一般教育棟１階（静岡市駿河区谷田52-1）
※交通公共機関の利用に御協力ください。

（３）内　容
〇ゼミ・研究室等地域貢献推進事業（26件）
〇高校生の探究活動の取組発表（７件）
〇高校生の探究活動のポスターセッション（10件）
※プログラム等の詳細は以下のＨＰに掲載しています。
https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course08/course08_1/

２ 　 お問合せ
公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 増田
電　話 054-249-1818 ※当日の連絡先 080-8265-7980
〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階
※取材を希望される場合、前日までに担当者（増田：054-249-1818）宛てに御連絡ください。

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course08/course08_1/


提 供 日 2026/01/28

タイトル 静岡県台湾事務所、春の静岡セミナーを開催
人気インスタグラマー「Banbi」氏を講師に初起用

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、春の静岡セミナー開催

人気インスタグラマー「Banbi」氏を講師に初起用

・静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、１月31日（土）、静岡の春の観光名所を紹介する
「春の静岡セミナー」を開催します。
・人気インスタグラマー「Banbi」氏を講師に起用するセミナーは今回が初となります。

＜概要＞
日　時　2026年1月31日（土）14時～16時30分（受付：13時30分～14時）
会　場　国立政治大学公共行政及企業管理教育中心　Ａ２国際会議ホール

（台北市大安区金華街187号）
主催者　静岡県台湾事務所
参加者　訪日旅行に興味関心のある台湾の方など　約300名
参加費　無料（事前登録制、応募者多数の場合は抽選）
内　容　静岡県の春の観光名所紹介（講師：Banbi氏）など

＜開催の経緯＞
・2025年１月～12月における台湾からの訪日旅行者数は過去最多の676万人で、前年比11.9％の伸びとなっています。
・訪日旅行意欲が旺盛な台湾の個人観光客に向けて、より一層本県の魅力発信を行うため、台湾の人気インスタグラマーであり、2023年春に

本県を訪れたことのあるBanbi氏に今回のセミナーの講師を依頼しました。

＜Banbi氏について＞（※　インスタグラムアカウント： banbi217）
・台湾出身・在住のインスタグラマー・カメラマン。台湾や日本をはじめとする世界各地の観光・グルメ情報を、感性豊かな筆致と透明感のある

写真で発信しています。

●本講座において、 メディアの 方 からの 取材 を 歓迎いたします。
 セミナー 開催後 の 素材提供の御希望も承ります。
御希望の場合は、 会社名 ・お 名前 ・ 連絡先を以下問合せ先までお知らせください。

　・問合せ：静岡県台湾事務所　市川、山本
 ( メール：Shizuoka.tw@gmail.com 　電話：+886-2-2508-1515)

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:Shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2026/01/29

タイトル 静岡県ＳＤＧｓスクールアワード2025
表彰式を開催します！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

静岡県ＳＤＧｓスクールアワード2025表彰式を開催します！

　こどもたちが持続可能な社会の創り手となり、県内にＳＤＧｓの理念を広く根付かせることができるよう、学校における取組動画（90秒）を募集
したところ、県内小学校・中学校・高等学校・特別支援学校から82チームの応募がありました。
　優秀な取組に対して、県教育長賞、優秀賞、審査委員特別賞を授与するとともに、協賛企業22社からの企業賞を授与する表彰式を開催し
ます。

１　概要
子どもたちが持続可能な社会の創り手となり、県内にＳＤＧｓの理念を広く根付かせることができるよう、学校における児童生徒のＳＤＧｓ達

成に向けた取組動画（90秒）を募集し、県教育長賞、優秀賞等を決定、表彰式を開催する。

２　日時
　　令和８年２月５日（木）　午後１時から３時15分まで

３　会場
札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町１丁目30　札の辻クロス６階）

４　参加者
受賞校児童生徒、審査委員、協賛企業22社、県教育委員会関係者ほか　約150人

５　内容
(1) 教育長挨拶
(2) 審査委員・協賛企業紹介、副賞紹介

（副賞の木製盾は、県内の未利用材を使用し、障害福祉事業所の方々が制作）
(3) 表彰第一部

「県教育長賞、優秀賞、審査委員特別賞の表彰及び取組動画鑑賞、インタビュー等」
・小学校の部
・中学校の部
・高等学校の部
・特別支援学校の部

(4) 表彰第二部
「企業賞の表彰」（22社）

(5) 総評
　※　終了後、集合写真撮影

６　お問合せ先
　教育政策課　人権・教員育成班（久保田・鈴木）　電話　054-221-3133

静岡県教育委員会



提 供 日 2026/01/29

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止期間の変更

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 鈴木

TEL 054-221-2209

工事請負契約等に係る入札参加停止期間の変更

令和７年12月24日付けで工事請負契約等に係る入札参加停止措置を行った下記業者について、以下のとおり、入札参加停止期間の変更を行いま
す。

　１　入札参加停止の内容

　　    （変更前）静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第４号（独占禁止法違反行為）該当
（変更後）静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第５号（独占禁止法違反行為）該当

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　号 日本交通技術株式会社
代表者氏名 代表取締役社長　舘山　勝
本店所在地 東京都台東区上野7-11-1

停止期間
（変更前）６か月
（変更後）18か月

　
項目 措置対象業者

商　　　号 ジェイアール東海コンサルタンツ株式会社
代表者氏名 代表取締役社長　杉﨑　英司
本店所在地 名古屋市中村区名駅5-33-10

停止期間 （変更前）３か月
（変更後）９か月

　
項目 措置対象業者

商　　　号 大日コンサルタント株式会社
代表者氏名 代表取締役社長　市橋　政浩
本店所在地 岐阜市薮田南3-1-21

停止期間
（変更前）３か月
（変更後）９か月

項目 措置対象業者
商　　　号 株式会社トーニチコンサルタント

代表者氏名 代表取締役社長　横井　輝明
本店所在地 東京都渋谷区本町1-13-3

停止期間 （変更前）３か月
（変更後）９か月

３　入札参加停止期間変更の理由
 上記業者らは、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為を行っていたとして、公正取引委員会が排除措置命令及び課

徴金納付命令を行ったことは、静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱（以下「要綱」という。）別表第２第４号に該当するため、６か
月又は３か月の入札参加停止措置を行っているところであるが、県内公共機関（浜松市）が発注する工事に係る調査等の委託において違反したこと
が新たに判明したことから、要綱別表第２第５号に該当するため、入札参加停止期間を変更する。

４　停止期間の始期及び終期
　　　日本交通技術株式会社

（変更前）令和７年12月25日から令和８年６月24日まで（６か月）
（変更後）令和７年12月25日から令和９年６月24日まで（18か月）

ジェイアール東海コンサルタンツ株式会社、大日コンサルタント株式会社及び株式会社トーニチコンサルタント
（変更前）令和７年12月25日から令和８年３月24日まで（３か月）
（変更後）令和７年12月25日から令和８年９月24日まで（９か月）

（参考）　要綱別表第２第４号
措置要件 措置期間

業務に関し独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号に違反
し、工事等の契約の相手方として不適当であると認められると
き（次号に掲げる場合を除く。）。

６か月以上24か月以内

要綱別表第２第５号
措置要件 措置期間

県工事等又は県内公共機関が発注する工事の請負又は工事
に係る測量、調査、設計等の委託に関し、独占禁止法第３条又
は第８条第１項第１号に違反し、工事等の契約の相手方として
不適当であると認められるとき。

18か月以上36か月以内



提 供 日 2026/01/29

タイトル 令和７年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会
の開催

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 事業運営班

TEL 054-221-2333

令和７年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会を開催します

令和７年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会（会長　藤本健太郎　静岡県立大学経営情報学部　教授）を以下のとおり開催し
ます。
県全体の保険給付費等の見込みをもとにした、令和８年度国民健康保険事業費納付金の算定について審議していただきます。

１　日　時
　　令和８年２月４日（水）午後３時から午後４時30分まで（１時間30分程度）

２　場　所
　　静岡県庁別館20階　第一会議室Ａ　
　　（静岡市葵区追手町９－６）

３　内　容
　　令和８年度国民健康保険事業費納付金の算定　など

４　出席者
(1) 委員 (11人)
　 ア 被保険者代表(国保の加入者である県民) ３人
　 イ 保険医又は保険薬剤師代表(医師、歯科医師、薬剤師) ３人
　 ウ 公益代表(大学教員等の国保制度に専門知識のある者) ３人
　 エ 被用者保険等保険者代表(企業の従業員等が加入する健康保険団体代表) ２人
(2) 県
　 健康福祉部部長代理　ほか

５　傍　聴（報道関係者を除く。）
(1) 定員
　 ５人
(2) 手続
・傍聴を希望される方は、当日午後２時15分から午後２時45分までに受付で手続
 （氏名、住所、連絡先の記入）を行ってください。
・傍聴は先着順としますので、定員になり次第受付を終了します。
・発熱又は風邪のような症状のある方は来場をお控えください。

※ 報道関係者席は別に用意します。



提 供 日 2026/01/29

タイトル 次世代医師リクルーター委嘱状交付式を開催しま
す。

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開催
若手医師30人が県内の医師確保のために活躍

１　要旨
　県は、地域医療の魅力を全国の医学生に伝え、医師確保のために活躍いただく次世代医師リクルーターを委嘱します。

２　日時・会場
　令和８年１月30日（金）15：00～15：20
　静岡県庁別館21階展望ロビー西側

３　出席者
　静岡県知事、バーチャルメディカルカレッジ宮地良樹学長、
　第12期リクルーター、県内医療関係者

４　交付式の内容
　・県知事挨拶
　・委嘱状交付
　・リクルーター代表決意表明
　・激励の言葉（宮地良樹学長）　など

５　次世代医師リクルーター
　・平成27年の第１期委嘱以来、11期計のべ245人に委嘱
　・今期は第12期30人
　・１年間の任期中、県のイベント等に参加し活動

＜今後の活動予定＞
　・通年　　　　　　メールマガジンへの寄稿
　・令和８年３月頃　医学修学研修資金利用者との意見交換会（静岡）
　・令和８年７月頃　医学修学研修資金利用者との意見交換会（静岡）
　・令和８年８月頃　バーチャルメディカルカレッジ夏季セミナー　等

【参考：昨年度の交付式の様子】
　

　  



提 供 日 2026/01/29

タイトル 不用品回収拠点（ヤード）のパトロール実施結果

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-3349

有害使用済機器等の不用品の回収拠点(ヤード)において、適正に保管や処分がされているかを確認するため、県と市町等が連携して県下一斉にパトロール
を実施しました。

１　実施日
　　令和８年１月27日(火)

２  実施者
　　静岡県不用品回収拠点対策協議会
　　（県、政令市、市町及び警察）

３　実施箇所及び参加人数
　　・県内７コース（30箇所）　
　　・43人参加

４　実施概要
　　・ヤードに立ち入り、有害使用済機器等の保管基準や処分基準の適合を確認
　　・設定した行程を車で移動しながら、新規ヤードの有無を確認

５  実施結果
　　・注意喚起 　　 　　　　７件
　　　（有害使用済機器の保管基準を遵守して保管するようチラシ等で注意喚起）
　　・口頭指導  　　　　　　13件
　　　（有害使用済機器を取り扱う場合は法令に基づく届出を提出するよう指導。
　　　  有害使用済機器は届出にある保管場所で保管するよう指導。　等）
　　・文書指導　 　 　　  　０件
　　・新規発見ヤード　  　　１件



提 供 日 2026/01/29

タイトル 防災に必要な物資等の備蓄状況

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-3593

防災に必要な物資等の備蓄状況について

１　要旨
　　災害対策基本法第49条第２項に基づき、県及び各市町における災害応急対策又は災害復旧に必要な物資等の備蓄状況を公表し
ます。

２　調査概要
　・調査時点：令和７年12月１日時点
　・調査品目：食料及び毛布など主要８品目を含む51品目

３　調査結果
　　別添「防災に必要な物資等の備蓄状況調査結果」のとおり。

４　その他
　　本調査結果は県ホームページにも掲載しています。
　　URL: https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040803/index.html

【参考】
・災害対策基本法
　(防災に必要な物資及び資材の備蓄等の義務等)
第四十九条　災害予防責任者は、法令又は防災計画の定めるところにより、その所掌事務又は業務に係る災害応急対策又は災害復
旧に必要な物資及び資材を備蓄し、整備し、若しくは点検し、又はその管理に属する防災に関する施設及び設備を整備し、若し
くは点検しなければならない。

２　地方公共団体の長は、毎年一回、前項の規定による物資の備蓄の状況を公表しなければならない。

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040803/index.html


提 供 日 2026/01/29

タイトル 生産・出荷ともに、対前月比で低下
静岡県鉱工業指数(令和７年11月分速報)

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和７年11月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は95.1となり、前月比は2.1％減と２か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は4.3％減と３か月ぶりに前年を下回った。
業種別（季節調整済指数）にみると、汎用・生産用・業務用機械、化学、食料品・たばこ等が上昇する一方、電気機械、輸送機械、繊維等

が低下した。

２　出荷指数の動き

令和７年11月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は92.6となり、前月比は3.9％減と２か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は5.4％減と３か月ぶりに前年を下回った。
業種別（季節調整済指数）にみると、汎用・生産用・業務用機械、食料品・たばこ、印刷等が上昇する一方、電気機械、輸送機械、プラス

チック製品等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和７年11月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は105.8となり、前月比は1.2％増と２か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は1.5％増と３か月連続して前年を上回った。
業種別（季節調整済指数）にみると、食料品・たばこ、汎用・生産用・業務用機械、パルプ・紙・紙加工品等が上昇する一方、電気機械、そ

の他製品、繊維等が低下した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/07-040/index.html）を

御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/07-040/index.html


提 供 日 2026/01/29

タイトル 定期給与２か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和７年11月
分）

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 商工・経済班　田村

TEL 054-221-2246

令和７年11月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
　（事業所規模５人以上、調査産業計）
１　賃金

　　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は272,785円、名目賃金指数（定期給与）は108.0で、前年同月比0.4％増と２か月
連続で前年同月を上回った。

　　実質賃金指数（定期給与）は93.8で、前年同月比3.0％減と18か月連続で前年同月を下回った。

２　労働時間

　　１人平均月間所定外労働時間は11.1時間、所定外労働時間指数は119.4で、前年同月比6.7％減となった。
　　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は13.5時間、所定外労働時間指数は118.4で、前年同月比6.9％減と13か月連

続で前年同月を下回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,415,714人、常用雇用指数は100.3で、前年同月比0.9％減と16か月連続で前年同月を下回った。
なお、パートタイム労働者比率は32.1％で、前年同月差2.1ポイント増と11か月連続で前年同月を上回った。

＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は300,895円で、前年同月比1.9％増と32か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は13.3時間で、前年同月比4.3％減と２か月ぶりに前年同月を下回った。
(3)常用労働者数は858,709人で、前年同月比2.4％減と22か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数



＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年（１月

分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、
指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇用指
数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計算し
ている。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/12-040/index.html）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/12-040/index.html


発 表 日 2026/01/29

タイトル 静岡県内の「関係人口」の創出・拡大に向けたシ
ンポジウムを開催します（取材案内）

担　　当 企画部 企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2184

かかわりラボ静岡 関係人口創出シンポジウム2025を開催します！

　地域課題の解決や地域づくりに関わる「関係人口※」の創出・拡大に向けた取組として、県内の団体や企業等の担当者が参加す
るシンポジウムを開催することになりました。
  関係人口創出に関する基調講演や事例紹介をとおし、地域活動団体の育成や新たな地域づくり活動への発展につなげていきま
す。
※関係人口：首都圏をはじめとする地域外から多様な形で関わる者

■概要
○ポイント１
関係人口創出シンポジウムは今年で３回目。昨年度は、約100名が参加していただき、団体間の交流促進や関係人口創出に関する
新しい取組が生まれました。
今年も100名程度の参加を予定しており、新たな関係人口創出が期待されています。

○ポイント２
「地方創生」、「関係人口」、「SDGs」のリーディングマガジン『ソトコト』。
今回は、その編集長である指出一正氏にご登壇いただきます。
政府各省庁や地方自治体の様々な地域課題や社会課題に関するプロジェクトメンバーになるなど多方面で活躍されています。

○ポイント３
内閣府地方創生推進室 参事官補佐の大塚賢太氏にご登壇いただき、国の先進事例や最新動向についてご紹介いただきます。

日時 2026年２月７日（土）12時開場、12時30分開会、16時30分終了（予定）

会場
B-nest静岡市産学交流センター６F　プレゼンテーションルーム
（静岡市葵区御幸町3-21　ペガサート）

参加対象者 関係人口創出・拡大の取組に興味・関心をもつ県内の団体や企業担当者
会場参加者及びオンライン参加者　100名程度（予定）

内容

・内閣府の取組紹介
・株式会社ソトコト代表取締役 指出 一正氏の基調講演
・先進的な取組事例紹介
　　一般社団法人トリナス代表 土肥 潤也氏
　　株式会社静岡銀行 地方創生部 マネージャー 井出 雄大氏
　　静岡県地域づくりアドバイザー 阪口 瀬理奈氏
　　鈴与システムテクノロジー株式会社 経営企画部 井上 和美氏
・団体や企業、行政の取組を紹介するブース出展

＜タイムテーブル（予定）＞ 
12:00　　　　開場・ブース見学 
12:30　　　　オープニング・趣旨説明
12:35-12:50　内閣府における関係人口の取組について
12:50-14:00　基調講演　講師：指出　一正氏
14:00-15:50　事例紹介・事例ごとにQ＆A
15:50-16:30　全体交流会 
16:30　　　　終了 

■取材について
　取材いただける場合は、２月６日（金）16時までに別紙申込書を企画課あて御提出ください。
  （事前の申込が難しい場合は、イベント当日の会場内受付にて、取材の旨をお申し出ください。）

■問合せ先
  静岡県企画部企画課企画班
　電話：054-221-2184　Ｅメール：e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/30

タイトル 令和７年度しずおか高校生探究フェスタ

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3147

高校生の探究学習の祭典「しずおか高校生探究フェスタ」を開催します

　「しずおか高校生探究フェスタ」は、県内の高校生が実社会や実生活の中から見出した問いを深め、その成果発表をとおして参
加者とともに学び合う場で、今回は常葉大学と静岡県教育委員会の合同開催による２回目の発表会になります。

１　主催
　　常葉大学、静岡県教育委員会

２　日時
　　令和８年２月１日（日）　午前10時から午後３時まで

３　場所
　　常葉大学静岡草薙キャンパス（静岡県静岡市駿河区弥生町６-１）

４　日程
　　10:00　開会式
　　10:20　各部門の発表・展示（別紙「電子パンフレット」）
　　13:50　交流会
　　14:50　閉会式

５　発表内容
　(1) 交流部門
　　・参加者同士の交流をとおして探究学習の質の向上と深化を目指す（順位付けはしない）。
　　・各会場６チーム、１チームあたりの交流は20分とし、うち発表時間は５～10分とする。 
　　　【参加校】34校87チーム

　(2) コンテスト部門
　　・第１次審査を通過した８チームが発表し、優秀団体を決定し、表彰する。
　　・１チームあたりの発表時間は10分とし、審査員及び参加高校生が審査する。
　　　【参加校】６校８チーム

　(3) 展示部門
　　・参加団体ごとにブースを設置し、日頃の探究学習の成果を展示・販売・体験等を提供する。
　　・「県の探究学習推進コーナー」を設け、探究コンソーシアムの取組成果を紹介する。
　　　【参加校】17校27展示

６　その他
　　入場自由、予約不要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2026/01/30

タイトル 第５回県立高等学校の在り方に係る地域協議会
（西遠地区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3113

　
　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の在り方について改めて検討し、令和６年３月に
「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」を策定しました。
　当該計画では、生徒個々に応じた主体的な学びや多様な学びの展開には、「地域（実社会）との連携＜地域の視点＞」を不可欠
としています。そこで、西遠地区の実態やニーズを踏まえた県立高校の役割や教育活動について地域住民と考えや思い等を共有
し、長期的な視点から県立高校の在り方を検討するため、第５回「県立高等学校の在り方に係る地域協議会（西遠地区）」を開催
します。

●日　時　令和８年２月６日（金）午前９時45分から午前11時45分まで
●場　所　浜松市福祉交流センター　２階　大会議室
　　　　　（浜松市中央区成子町140－８）
●参加者　・浜松市副市長、湖西市長
　　　　　・西遠地区２市（浜松市、湖西市）教育長
　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長
　　　　　・県教育長　他
　　　　　（オブザーバー）
　　　　　・地区の中学校及び公立高等学校長
●内　容
（１）情報共有事項
　　・第４回地域協議会での議事内容について
（２）協議事項
　　・西遠地区グランドデザイン（案）

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2026/01/30

タイトル 「静岡県のみちづくり」策定に向けた意見を募集
します

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

「静岡県のみちづくり」策定に向けた意見を募集します

　静岡県では、道路の基本方針や重点施策等を示した計画である「みちづくり」に基づき、様々な道路施策に取り組んでいます。
今年度、現計画の道路重点計画が最終年度となることから、昨今の道路を取り巻く社会情勢の変化等に対応する新たな計画「静

岡県のみちづくり」を策定します。
この度、計画案を取りまとめましたので、県民の皆様から広く意見を募集します。

　
（概要）
１　意見募集期間
　　令和８年１月30日（金）～２月20日（金）　
　　（※当日消印有効。FAX、電子メールの場合は23:59までに受信したもの）

２　閲覧の方法
　　静岡県ホームページ上に掲載
　  https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/index.html

３　意見の提出方法と提出先
(1) 持参・郵送の場合
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　静岡県交通基盤部道路局道路企画課（県庁本館２階）
(2) ファクシミリの場合
　　054-221-3337（静岡県交通基盤部道路局道路企画課）
(3) 電子メールの場合
　　douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

４　留意事項
(1) いただいた御意見の内容について照会させていただく場合がありますので、意見書には氏名、住所及び連絡先を明記して
ください。
(2) 類似する御意見をまとめた上で、御意見に対する県の考え方を県のホームページでお示しします。御意見をお寄せいただ
いた方に対して直接回答はいたしませんので御了承ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/index.html
mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/01/30

タイトル 新たに４人を認定！静岡県技能マイスター認定式
を開催します

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 技能振興班　田代

TEL 054-221-2954

新たに４⼈を認定︕
静岡県技能マイスター認定式を開催します

　静岡県では、「現代の名工」受賞者や全国レベルの技能競技⼤会優勝者など、優れた技能を有し、その技能を伝えるために後進の指導・育成に
尽⼒されている⽅を「技能マイスター」（※）として認定しています。令和７年度は新たに４人を認定し、その功績を讃える「令和７年度静岡県技能
マイスター認定式」を開催します。
※今回の４人を含め、技能マイスターは96人（うち現役52人）となり、⼩・中学校、⾼校の児
   童・⽣徒に対し、仕事の魅⼒などの講演や技能の実演を⾏う「技能マイスター出前講座」の活
   動を通して、技能者の社会的評価の向上を図っています。

１　日時・会場
　（１）日時︓令和８年２⽉10日（⽕）午前11時から11時50分まで
　（２）会場︓県庁別館９階特別第一会議室　

２　主な内容
　（１）静岡県技能マイスター認定審査会⻑からの結果報告
　（２）新規認定者への認定証等授与
　（３）技能マイスター挨拶
　（４）副知事祝辞
　（５）歓談
　（６）記念写真撮影

３　新規認定者（敬称略）    
職　種 氏　名 所　属 住所

プリント基盤組⽴工
（障害者部⾨）

うえまつ　ゆずる
植松　譲 株式会社フカサワ 駿東郡

⻑泉町
マシニングセンタ

オペレーター
てらしま　かつゆき
寺嶋　克征

株式会社デンソー
湖⻄製作所

愛知県
豊橋市

広告美術工
もりや　かずてる
守屋　一輝 株式会社サインファースト 浜松市

中央区

かわらぶき工
つかもと　ゆうと

塚本　勇人 株式会社　瓦粋 袋井市

４　出席予定者
・平木副知事
・静岡県技能マイスター認定審査会⻑(⼤坪檀氏︓(学)新静岡学園学園⻑)
・経済産業部⻑代理　ほか



提 供 日 2026/01/30

タイトル 医療機関等物価高騰対策支援金の申請受付を開始
します！

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療政策課医務班、薬事課薬事企画班

TEL 054-221-2418(医療政策課)､054-221-2410(薬

事課)

静岡県医療機関等物価高騰対策支援金の申請受付を開始します！

静岡県では、物価高騰の影響を受けている医療機関等を支援するため、医療機関等物価高騰対策支援金を交付することとし、令和８年２月２
日から３月31日までの間で申請を受け付けます。

１　制度概要

対象 交付額

病院
１病床当たり11,000円
※特別な役割を担う病院は１病床当たり11,000円を加算す
る。

診療所
・有床診療所（３床以上）　１病床当たり11,000円
・有床診療所（１～２床）　１施設当たり29,000円
・無床診療所　　　　　　　１施設当たり29,000円

助産所 １施設当たり　29,000円

薬局（保険薬局） １施設当たり　29,000円

受領委任を行う施術所 １施設当たり　13,000円

歯科技工所 １施設当たり　13,000円

病院、有床診療所 １病床当たり　9,200円（食材料費関係）

へき地に所在し、
在宅医療を提供する
へき地医療拠点病院

１施設当たり　8,000円（燃料費関係）

へき地に所在し、
在宅医療を提供する

診療所
１施設当たり　4,000円（燃料費関係）

※「特別な役割を担う病院」：特定機能病院、地域医療支援病院、救命救急センター、総合周産期母子医療センター、小児救命救急セン
ター。

２　申請手続
（１）申請書類
　　交付要綱、申請書類等については、県ホームページ（下記URL）を御確認ください。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/1047628/1071244/index.html

（２）申請期間
　　令和８年２月２日（月）から令和８年３月31日（火）まで（消印有効）
　　※郵送のみ受付

３　申請書提出先及び問合せ先
　　〒420-0857　静岡市葵区御幸町８－１　JADEビル４Ｆ
　　　静岡県医療機関等物価高騰対策支援金事務局
　　　電話番号　050-5369-9435

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/1047628/1071244/index.html


提 供 日 2026/01/30

タイトル あなたの「認知症」に対するイメージを一新して
みませんか！
～「新しい認知症観」理解促進事業 ～

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

　１　要　旨
　　県では「新しい認知症観」理解促進事業として、みなさんの「認知症」に対す
　る正しい理解を進め、認知症になっても地域で自分らしく暮らし続けられるよう
　講演会とセミナーを開催します。

　２　内　容
　　（１）丹野智文氏講演会と映画「オレンジ・ランプ」上映会
　　　　　若年性認知症と診断され、映画「オレンジ・ランプ」でその半生を紹介された
　　　　丹野智文さんを招いての講演会の開催

　　　　○日　時　　令和８年２月12日（木）13:30～16:00
　　　　○場　所　　浜松市福祉交流センター　ホール
　　　　　　　　　　　　（浜松市中央区成子町140-8）
　　　　○内　容　　・映画「オレンジ・ランプ」の上映
　　　　　　　　　　　・丹野智文さんの講演会

　　（２）認知症共生セミナー（中部）
　　　　○日　時　　令和８年２月19日（木）13:30～16:00
　　　　○場　所　　静岡音楽館AOI　７階講堂
　　　　　　　　　　　　（静岡市葵区黒金町１-９）
　　　　○内　容　　・講演１　
　　　　　　　　　　　　「認知症の人と家族がよりよく生きるためのパーソン・センタード・ケア」
　　　　　　　　　　　　　～認知症の人のこころを理解してケアするヒント～　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　静岡県立大学　看護学部 老年看護学領域特任教授　　鈴木みずえ

 　　　　　　　　　　　・講演２
　　　　　　　　　　　　「認知症と診断されても活躍できる社会を目指して」　　
　　　　　　　　　　　　　～若年性認知症の正しい理解と社会参加について考える～
　　　　　　　　　　　　　（株）浜松人間科学研究所代表 日本認知症ケア学会理事　
　　　　　　　　　　　　　静岡県認知症ケア専門士会会長　　　　　　奥山惠理子

 　　　　　　　　　　　・パネルディスカッション
 　　　　　　　　　　　　しずおか健康長寿財団理事長、演者及び家族の会関係者
　　
　３　申込・問合せ先
　　　申込：以下のしずおか健康長寿財団HPからお申込ください。
　　　（https://www.sukoyaka.or.jp/service/service_category/dementia/）
　　　※(１)は２月９日まで、（２）は２月17日までのお申込をお願いします。
　　　　　　　
　　　問合せ先：しずおか健康長寿財団（054-253-4221）まで御連絡ください。

https://www.sukoyaka.or.jp/service/service_category/dementia/


提 供 日 2026/01/30

タイトル 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果（速
報・第179報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査について、前回の速報
（令和７年12月26日）から令和８年１月30日までに結果がまとまったものを報告します。
　採取した試料の一部（土壌）で過去の変動幅

※1
を上回りましたが、健康への影響が心配されるレベルではありませんでした。

　なお、過去の変動幅を上回った原因は、浜岡原子力発電所ではなく、過去の核爆発実験や東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故
等で放出された放射性物質の影響と推定しました。
　※１　過去の変動幅は東京電力（株）福島第一原子力発電所事故前５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム

※２
〕

過去の変動幅
（東電事故前5年間） 単位

(1)土壌〔４〕
御前崎市３か所、
牧之原市１か所
採取日:12/3,4

9.3 1.7~8.9 Bq/kg乾土

(2)浮遊塵〔10〕
御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取日:11/4～1/4

検出されず 検出されず mBq/㎥

(3)あじ〔１〕
発電所周辺海域
採取日:12/3 0.12 0.11~0.18 Bq/kg生

【参考】10～31km圏内環境放射能調査（県の事業として平成25年から実施）
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム

※2
〕

単位

(1)かんしょ〔１〕
磐田市１か所
採取日:12/11 検出されず Bq/kg生

(2)上水〔４〕
島田市３か所、藤枝市１か所
採取日:11/18,19 検出されず mBq/L

　※２　放射性セシウムはセシウム134とセシウム137の合計を示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　　　　　一般食品 100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳 50 Bq/kg 、飲料水 10 Bq/kg

３　今後の対応
　　　  ・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。

　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2026/01/30

タイトル Jアラートの全国一斉情報伝達試験（第４回）を実
施します

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

－緊急情報の住民への伝達試験の実施－
今年度４回目となるＪアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

１ 要旨
有事情報や気象情報を住民に伝達する体制を万全なものとするため、 全国瞬時警報 システム （J アラート ） の 全国一斉情報伝

 達試験 を 行 います 。
県及び県内全35市町は、試験情報の受信確認を行い、 市町 はJ アラートで 受信 した 試験情報 を 防災行政無線等 で 住民 へ 情報伝

 達 する 試験 を 実施 します 。

２ 実施日時
令和８年２月６日（金）午前11時00分

３ 試験内容
(1)　試験情報の受信確認（県及び県内全35市町が実施）
　　 内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報の受信状況を確認
(2)　住民への情報伝達（県内全35市町が実施）
 　　受信した試験情報を下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又は

そのほかの無線
(屋外スピーカー、戸別受信機等)

県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム
（屋内受信機）

静岡市、熱海市、伊東市

ケーブルテレビ網を活用した
情報伝達システム

（屋内受信機）
伊東市

登録制メール配信

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、御殿場市、袋井市、下田市、
湖西市、伊豆市、御前崎市、伊豆の国市、
南伊豆町、西伊豆町、函南町、小山町、吉田町

SNS（LINE)

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、湖西市、伊豆市、御前崎市、
伊豆の国市、南伊豆町、西伊豆町、函南町、
清水町、吉田町

SNS（Facebook） 伊東市、伊豆市
SNS（X（旧Twitter）） 伊東市、伊豆市、御前崎市

テレビ・プッシュシステムによる情報伝達 伊東市
防災アプリの活用 沼津市、富士市、御前崎市

館内放送 三島市、牧之原市、函南町

ホームページ
伊東市、磐田市、掛川市、下田市、御前崎市、
伊豆の国市、松崎町

防災ラジオ 熱海市、函南町、吉田町

(3)　防災行政無線の放送内容例
 「 チャイム 」＋「 これは 、J アラートのテストです 。」× ３ 回

 ＋「 こちらは ○○ です 。」＋「 チャイム 」
※市町によって放送内容が異なります。なお、○○には市町名等が入ります。

４　注意事項等
　(1)　携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信は行われません。
　(2)　登録制メールでは、各市町が事前に用意した試験情報を配信します。
　(3)　当日の気象状況等により、試験が中止される場合があります。



提 供 日 2026/01/30

タイトル 「オールしずおか移動知事室（西部地域）」及び
「知事広聴『やすとも知事と県政を語ろう』」を
実施します。

担　　当 総務部 西部地域局地域課　総務部広聴広報課

連 絡 先 地域班、県民のこえ班

TEL 0538-37-2202､054-221-2244

「オールしずおか移動知事室（西部地域）」及び
「知事広聴『やすとも知事と県政を語ろう』」を実施します。
　
　県内各地域における重点的な取組や先進的な取組、政策課題等を知事が直接、
現地で確認し、対応を図るため、執務の拠点を一定期間にわたり出先機関に置く
「オールしずおか移動知事室」を実施します。

○オールしずおか移動知事室（西部地域）
  実 施 日　２月５日（木）、６日（金）
  実施箇所　掛川市、森町、浜松市、湖西市、磐田市

　また、知事広聴では、県民の皆様のこえを今後の県政に活かすため、知事が
　住民の皆様と車座になり、地域の実情や課題について住民の方々と意見交換
　を実施します。

○知事広聴「やすとも知事と県政を語ろう」
  日　　時　２月６日（金）　13時30分から15時まで
  場　　所　ワークピア磐田（磐田市見付）



提 供 日 2026/01/30

タイトル 磐田市が２部門で最優秀賞！
令和７年度静岡県広報コンクール審査結果の発表

担　　当 総務部 広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

磐田市が２部門で最優秀賞！

令和７年度静岡県広報コンクール審査結果の発表　

　県内自治体等の広報活動の向上を目的とした「静岡県広報コンクール（主催：静岡県広報協会、静岡県）」について、報道・大
学関係者、デザイナー等の審査員が６部門、計91作品の応募作品の審査を行い、部門別の最優秀賞作品を決定しました。

　なお、各部門の最優秀賞作品（広報紙（団体）部門を除く）は、公益社団法人日本広報協会主催の「令和８年全国広報コンクー
ル」に推薦します。

＜部門別最優秀賞作品＞
部門 応募数 最優秀賞作品名 市町・ 団体名

広報紙
（市） 20

広報いわた　令和７年８月号
（特集：磐田の海で終戦への“想い”をつないだ緑十字機） 磐田市

広報紙
（町） ８ 広報かわづ　令和７年11月639号

（特集：塩～the Power of Salt～） 河津町

広報紙
（団体） 14 オアシス 2025年３月号　290号

（特集：ＪＡ静岡市の推しイチゴたち） ＪＡ静岡市

広報写真
（一枚写真） 27 広報しずおか 静岡気分 令和７年８月１日号 表紙 静岡市

広報写真
（組み写真） 18 広報ふじ　令和７年１月号　８～９ ページ 富士市

映像 ４ 【潜入】日本最大級！？えびの養殖場に潜入してみた！ 磐田市
計 91

　　
＜参考＞
・本コンクールは、静岡県広報協会が設立された昭和32年度から開催している。（※当時の名称は広報技術コンテスト）
・受賞作品は、全部門で35作品。
　内訳は以下のとおり。
　広報紙（市）部門：最優秀賞１点、優秀賞２点、奨励賞４点
　広報紙（町）部門：最優秀賞１点、優秀賞１点、奨励賞１点
　広報紙（団体）部門：最優秀賞１点、優秀賞２点、奨励賞２点、
　　　　　　　　　　　審査員特別賞２点
　広報写真（一枚写真）部門：最優秀賞１点、優秀賞３点、奨励賞５点
　広報写真（組み写真）部門：最優秀賞１点、優秀賞２点、奨励賞４点
　映像部門：最優秀賞１点、優秀賞１点

＜最優秀作品のデータ提供＞
  記事掲載にご協力いただける場合、静岡県広報協会までお問合せください（メール可）

＜問合せ先＞
・静岡県広報協会
　住　　所：静岡市葵区追手町９－６
　電話番号：FAX番号：054-254-6747
　メール：s-kokyo@po3.across.or.jp

mailto:s-kokyo@po3.across.or.jp


提 供 日 2026/01/30

タイトル しずおかメディアチャンネル学生特派員の副知事
報告会の初開催

担　　当 総務部 広聴広報課

連 絡 先 松井

TEL 054-221-2231

県内の学生が、本県の施策やイベントを取材しＳＮＳ等で発信する「しずおかメディアチャンネル学生特派員」について、これま
での活動を副知事に紹介する報告会を初めて開催します。

１　概要

　(１)日　時　令和８年２月５日（木）15：00～16：00（60分間）

　(２)場　所　静岡県庁特別会議室（東館５階）

　(３)出席者　塚本副知事、学生特派員10名　

　(４)内　容　

　　(1)副知事挨拶

　　(2)学生特派員からの活動報告（制作記事や動画の紹介）

　　　※動画２本、記事８本　計10本

　　　※10人を３グループに分けて発表
　　(3)副知事コメント（グループごとにコメント）

　　(4)記念撮影

２　学生特派員の概要

（１）目　　的　　若者目線で取材した情報を県HPやSNS等で発信することで、

                  若年層の県政への関心を促し、共感と参画を得る

（２）期　　間　　令和６年１月から

（３）人　　数　　Ｒ７年度：18人（Ｒ５年度：５人。Ｒ６年度：11人）

（４）発信媒体　　・フカボリ＃県民だより（しずおかメディアチャンネル内）

　　　　　　　　　・県公式SNS（４媒体）

（５）制作実績　　累計　記事59本・動画11本

　　　　　　　　（令和６年１月～令和８年１月時点）


